
教科書／副教材

せいかつ☆

４月 31

（知及技）
簡単な身辺処理に関する初

歩的な知識や技能を身に付
ける。【アｰ(イ)】
（思判表力）

簡単な身辺処理に気付き，
なるべく自分で行おうとす

る。【アｰ(ア)】
（学・人）

自分のことに取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

したりする。

（知及技）

身の回りにあるものの仕組

みや働きについて関心をも

つことができる。

【シ－（イ）】
（思判表力）

身の回りにあるものの仕組

みや働きに気付き，それを

みんなに伝えようとするこ

とができる。
【シ－（ア）】

（学・人）

ものの仕組みの興味を持

ち、学習に取り組もうとす

る。

（知・技）
必要な身辺処理や集団での

基本的生活習慣が分かって
いる。
（思・判・表）

簡単な身辺処理に気付き，
日常生活に役立てようと工

夫している。
（主学）

自分のことに取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

したりしている。

（知・技）

日常生活の中で、ものの仕

組みや働きが分かってい

る。

（思・判・表）
日常生活の中で、ものの仕

組みや働きが分かり、考え

てそれらを表現している。

（主学）

学習に取り組もうとしてい
る。

基本的生活習慣
①食事

②用便
③清潔
④身の回りの整理

⑤身なり
（年間を通して）

ものの仕組みと働き

①物の重さ

(年間を通して)

１食事の時のマナー
２トイレの使い方

３手を洗おう
４ロッカーの使い方
５歯を磨こう

1 物の重さに関心をも

つ。

2 容器に入れた水の量

の違いにより、「重

い・軽い」という感覚
を経験する。

国「説明文を読も
う」

算「しらべよう」

国「図書室へ行って

みよう」

算「くらべてみよ

う」

「かさ」をはかろ
う」

図「作ってみよう～

動くオモチャ～」

５月 32

（知及技）
簡単な日課について， 関心

をもつ。【ウー（イ）】

（思判表力）
身の回りの簡単な日課に気
付き， 教師と一緒に日課に
沿って行動しようとする。

【ウー（ア）】

（学・人）
日課・予定に見通しを持っ
て自分のことに取り組んだ

り、生活を豊かにしようと
したりする。

（知及技）

身の回りの社会の仕組みや
公共施設の使い方などにつ

いて関心をもつことができ
る。【コ－（イ）】

（思判表力等）
身の回りにある社会の仕組
みや公共施設に気付き， そ

れをみんなに伝えようとす
ることができる。

【コ－（ア）】
（学・人）
・地域について関心を持

ち、考えて調べたり表現し
ようと取り組もうとする。

（知・技）
日常生活の日課・予定が分

かっている。

（思・判・表）
およその予定を考えなが
ら、教師の支援を受けなが
ら考え見通しを持って行動

している。

（主学）
日課・予定に見通しを持っ
て自分のことに取り組んだ

り、生活を豊かにしようと
したりできている。

（知・技）

日常生活に関わりのある地
域の店や公共施設が分かっ

ている。
（思・判・表）

日常生活に関わりのある地
域の店や公共施設が分か
り、考えてそれらを表現し

ている。
（主学）

地域について関心を持って
考えて調べたり、表現しよ
うと取り組もうとしてい

る。

日課
①日課に沿って行動す

る

（年間を通して）

社会の仕組みと公共施

設
①家族・親戚・近所の

人
②学校

（年間を通して）

1 日課に沿って行動
し、学校生活に簡単な

見通しをもつ。

1自分の父母、兄弟姉妹、

祖父母が分かり、家族と

気持ちを安定させて生活

する。

2 隣近所の人に関心をも

つ。

3 校内探検等を通して、

自分の教室や音楽室、図

書室等に関心をもつ。

4 教室や音楽室、図書室

等の場所や名称を知る。

5 担任の先生や保健室の

先生等自分に身近な先生

が分かり、気持ちを安定

させて生活する。

国「説明文を読も
う」

算「しらべよう」
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期

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性
自分のことに取り組もうとしたり、身近な人々、社会及び自然に関心をもち、意欲をもって学んだり、生活

に活かそうとしたりする態度を養う。(１段階)

令和８年　小学部　２年　（Ⅱ課程A）　　生活科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象児童 担当者名

350 0名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴に関心をもつとともに、身の回り

の生活において必要な基本的な習慣や技能を身に付けるようにする。(１段階)

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然と自分との関わりについて関心をもち、感

じたことを伝えようとする。(１段階)



（知及技）
集団の中での役割に関心を
もつことができる。【カ－

（イ）】
（思判表力）

身の回りの集団に気付き、
参加しようとすることがで
きる。【カ－（ア）】

（学・人）
さまざまな役割活動に取り

組もうとする。

（知及技）
身の回りの人との関わり方

に関心をもつことことがで
きる。【オ–（イ）】

（思表判等）
教師や身の回りの人に気付
き、簡単な挨拶などをしよ

うとすることことができ
る。【オ–（ア）】

（学・人）
教師や身の回りの人に気付
き、関わろうとする。

（知・技）
集団の中での役割に関心を
もつことができている。

（思・判・表）
身の回りの集団に気付き、

教師と一緒に参加してい
る。
（主学）

さまざまな役割活動に取り
組んでいる。

（知・技）
身近な人との簡単な応対の

仕方を理解している。
（思・判・表）

教師や身の回りの人に気付
き、簡単な挨拶などをしよ
うとしている。

（主学）
自分との関わりが分かり、

考えて簡単な応対などをし
ようとしている。

役割
①集団の参加や集団内
での役割

（年間を通して）

人との関わり
①自分自身と家族

②身近な人との関わり
(年間を通して)

1誕生会や校外学習、学
習発表会等に参加す
る。

2 教師と一緒に、あい
さつの号令かけや黒板

ふきなどの係活動をす
る。

1 自分の名前がわか

り、名前を呼ばれたと
きに身振りや表情、挙

手や発声等で応答す
る。
2 教師や友達の名前が

わかる。
3 友達と手をつなぐ。

4 教師と一緒に頭を下
げたり、握手したりし
てあいさつする。

5 表情、身振り、動
作、声、絵カードなど

で自分の要求を表現す
る。

６月

（知及技）

身の回りの社会の仕組みや

公共施設の使い方などにつ

いて関心をもつことができ
る。【コ－（イ）】

（思判表力）

身の回りにある社会の仕組

みや公共施設に気付き、そ

れを教師と一緒にみんなに
伝えようとすることができ

る。【コ－（ア）】

（学・人）

地域について関心を持ち、

学習に取り組もうとする。

（知・技）

日常生活に関わりのある地

域の店や公共施設が分かっ

ている。
（思・判・表）

日常生活に関わりのある地

域の店や公共施設が分か

り、考えてそれらを表現し

ている。
（主学）

地域について関心を持って

考えて調べたり、表現しよ

うと取り組もうとしてい

る。

校外学習に行こう

（1）

社会の仕組みと公共施

設
①公共施設の利用

②交通機関の利用

(年間を通して)

・事前学習

・事後学習

1 教師と一緒に公園や

図書館、駅等の身近な

公共施設を利用する。

2 バス等を利用し、乗
り降りするときには定

期券を見せたり、現金

で料金を支払ったりす

るなど様々な方法があ

ることを知る。
3 通学のバスに乗るこ

とに慣れる。

７月 32

（知及技）
身の回りの遊びや遊び方に
ついて関心をもつ。【エー
（イ）】

（思判表力）

身の回りの遊びに気付き、
教師や友達と同じ場所で遊
ぼうとする。【エー
（ア）】

（学・人）

決まりについて気付くとと
もに、色々な遊びを通して
生活を豊かにしようとした
りする。

（知及技）

金銭の扱い方などに関心を
もつことができる。【ク-
(イ)】

（思判表力）
身の回りの生活の中で、金

銭を扱おうとすることがで
きる。【ク-(ア)】
（学・人）

金銭の扱い方に関心を持
ち、金銭を扱おうとする。

（知・技）
友達と仲良く遊ぶことがで
きている。
（思・判・表）

決まりを守って遊ぼうと工

夫している。
（主学）
決まりについて関心を持
ち、色々な遊びを通して生

活を豊かにしようとしてい

る。

（知・技）

金銭の扱い方などの知識や
技能を理解している。
（思・判・表）

身近な生活の中で、金銭の
価値や必要性に気づいてい

る。
（主学）
金銭の扱い方に関心をよ

せ、考えて金銭を扱おうと
している。

遊び
①いろいろな遊び
②遊具の後片付け
（年間を通して）

金銭の扱い

①金銭の扱い
(年間を通して)

１教師や友達と同じ場
所で、好きなことをし
て遊ぶ。
２教師のまねをして手

足を動かして遊ぶ。

３テレビや絵本など友
達と一緒に楽しむ。
４おもちゃなど身近に
ある物で遊ぶ。

５ぶらんこ、すべり

台、砂場等で遊ぶ。
６教師の言葉かけで遊
具等の後片付けをす
る。

１お金が大切なもので

あることが分かり、粗
末に扱わない。
２いろいろな種類の硬

貨や紙幣があることを
知る。

３お店の人にお金を渡
したり、お金を財布に
入れたりする。

国「お店の人に聞い
てみよう」
算「金銭」
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９月 32

（知及技）
身の回りにあるものの仕組
みや働きについて関心をも

つことができる。
【シ－（イ）】

（思判表力）
身の回りにあるものの仕組
みや働きに気付き， それを

みんなに伝えようとするこ
とができる。

【シ－（ア）】
（学・人）

ものの仕組みの興味を持
ち、学習に取り組もうとす

る。

（知・技）
・日常生活の中で、ものの
仕組みや働きが分かってい

る。
（思・判・表）

・日常生活の中で、ものの
仕組みや働きが分かり、考
えてそれらを表現してい

る。
（主学）

・学習に取り組もうとして
いる。

ものの仕組みと働き
①風やゴムの力の働き
(年間を通して)

１風やゴムの力によっ
て物が動く様子 に関心
をもつ。

２かざぐるまや紙コッ
プロケット等， 風やゴ

ムの力で動く簡単なお
もちゃを 作り，動く様
子に関心をもつ。

国「図書室へ行って
みよう」
算「くらべてみよ

う」
　「「かさ」をはか

ろう」
図「作ってみよう～
動くオモチャ～」

１０月 32

（知及技）

身の回りの社会の仕組みや
公共施設の使い方などにつ
いて関心をもつことができ

る。【コ－（イ）】
（思判表力等）

身の回りにある社会の仕組
みや公共施設に気付き、そ
れをみんなに伝えようとす

ることができる。【コ－
（ア）】

（学・人）

地域について関心を持ち、
考えて調べたり、表現しよ

うと取り組もうとする。

（知・技）

日常生活に関わりのある地
域の店や公共施設が分かっ
ている。

（思・判・表）
日常生活に関わりのある地

域の店や公共施設が分か
り、考えてそれらを表現し
ている。

（主学）
地域について関心を持って

考えて調べたり、表現しよ

うと取り組もうとしてい
る。

社会の仕組みと公共施

設
①いろいろな店
②社会の様子

（年間を通して）

６近隣や通学路にある

店に関心をもつ。
７学校や家の近所の商
店や公園、駅等に出掛

け関心をもつ。

（知及技）

集団の中での役割に関心を

もつことができる。

【カ－（イ）】

（思判表力）
身の回りの集団に気付き、

参加しようとすることがで

きる。

【カ－（ア）】

（学・人）
さまざまな役割活動に取り

組もうとする。

（知・技）

集団の中での役割に関心を

もつことができている。

（思・判・表）

身の回りの集団に気付き、
参加しようと工夫してい

る。

（主学）

さまざまな役割活動に取り

組んでいる。

役割

①地域の行事への参加

（年間を通して）

3 地域の行事に参加す

る。

（知及技）

教師と一緒に、公共施設でマ

ナーを守って過ごすことができる。

【コー（イ）】

（思判表力）

身の回りの安全に気付き， 教師

と一緒に安全な生活に取り組も

うとすることができる。

【コー（ア）】

（学・人）

教師と一緒に、校外学習の日程

や予定について見通しをもとうと

する。

（知・技）教師と一緒に、公共施

設でマナーを守って過ごそうとす

ることができている。　　　　　　　（思

判表力）身の回りの安全に気付

き， 教師と一緒に安全な生活に

取り組もうとしている。

（主学）教師と一緒に、校外学習

の日程や予定について見通しを

持とうとしている。

②校外学習に行こう

（２）
・事前学習
・事後学習

1　写真や動画を見て、日程

や内容について知る。

・公共施設の使い方を知る。

１２月 32

（知及技）
金銭の扱い方などに関心を

もつことができる。【ク-

(イ)】
（思判表力）

身の回りの生活の中で、金
銭を扱おうとすることがで
きる。【ク-(ア)】

（学・人）
金銭の扱い方に関心を持

ち、金銭を扱おうとする。

（知・技）
金銭の扱い方などの知識や

技能を理解している。

（思・判・表）
身近な生活の中で、金銭の

価値や必要性に気づいてい
る。
（主学）

金銭の扱い方に関心をよ
せ、考えて金銭を扱おうと

している。

金銭の扱い
①買い物

②自動販売機の利用

(年間を通して)

4品物を選んでレジま
で持っていき、お店の

人にお金を渡したり、

品物を袋に入れる。
5自動販売機を利用す

る。

国「お店の人に聞い
てみよう」

算「金銭」

　「くらべてみよ
う」

図「描いてみよう」
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１１月 32



（知及技）
身の回りにあるものの仕組
みや働きについて関心をも

つことができる。【シ－
（イ）】

（思判表力）
身の回りにあるものの仕組
みや働きに気付き， それを

みんなに伝えようとするこ
とができる。【シ－

（ア）】
（学・人）

ものの仕組みの興味を持
ち、学習に取り組もうとす

る。

（知・技）
日常生活の中でものの仕組
みや働きが分かっている。

（思・判・表）
日常生活の中でものの仕組

みや働きが分かり、考えて
それらを表現している。
（主学）

ものの仕組みや働きに関し
て関心をもって調べたり表

現しようとしている。

ものの仕組みと働き
②風やゴムの力の働き
(年間を通して)

3 風やゴムの力によっ
て物が動く様子に関心
をもつ。

4 かざぐるまや紙コッ
プロケット等、風やゴ

ムの力で動く簡単なお
もちゃを作り、動く様
子に関心をもつ。

国「図書室へ行って
みよう」
算「くらべてみよ

う」
　「「かさ」をはか

ろう」
図「作ってみよう～
動くオモチャ～」

（知及技）

身の回りの社会の仕組みや
公共施設の使い方などにつ

いて関心をもつことができ
る。
【コ－（イ）】

（思判表力等）
身の回りにある社会の仕組

みや公共施設に気付き、そ
れをみんなに伝えようとす
ることができる。

【コ－（ア）】

（学・人）
地域について関心を持ち、

考えて調べたり、表現しよ

うと取り組もうとする。

（知・技）

日常生活に関わりのある地
域の店や公共施設が分かっ

ている。
（思・判・表）
日常生活に関わりのある地

域の店や公共施設が分か
り、考えてそれらを表現し

ている。
（主学）
地域について関心を持って

考えて調べたり、表現しよ

うと取り組もうとしてい
る。

校外学習に行こう

（3）
社会の仕組みと公共施

設
①公共施設の利用
②交通機関の利用

(年間を通して)

8 教師と一緒に公園や

図書館、駅等の身近な
公共施設を利用する。

9 バス等を利用し、乗
り降りするときには定
期券を見せたり、現金

で料金を支払うなど
様々な方法があること

を知る。
10通学のバスに乗るこ
とに慣れる。

３月 31

（知及技）
集団の中での役割に関心を

もつことができる。

【カ－（イ）】

（思判表力）

身の回りの集団に気付き、
参加しようとすることがで

きる。

【カ－（ア）】

（学・人）

さまざまな役割活動に取り
組もうとする。

（知・技）
集団の中での役割に関心を

もつことができている。

（思・判・表）

身の回りの集団に気付き、

参加しようと工夫してい
る。

（主学）

さまざまな役割活動に取り

組んでいる。

役割
①共同での作業と役割

分担

（年間を通して）

4 給食のときに食器を
並べたり、牛乳を配っ

たりする等の係活動を

する。

留意点
引継等

評価方法 ・三観点の確認　・行動観察・授業に対する取り組み姿勢　・理解度・習得度

3

学

期

１月 64



教科書／副教材

こくご☆

４月 9

（知及技）身近な人の話し
掛けに慣れ、言葉が事物の

内容を表していることを感
じることができる。【アー

（ア）】
（思判表力）
身近な人からの話し掛けに

注目したり、応じて答えた
りすることができる。【A−

イ】
（学・人）言葉で表すこと

やその良さを感じるととも

に、言葉を使おうとする。

（1段階）

（知・技）
身近な人の話し掛けに慣

れ、言葉が事物の内容を表
していることを感じること

ができている。
（思・判・表）
身近な人からの話し掛けに

注目したり、応じて答えた
りしようとしている。

（主学）言葉で表すことや
そのよさを 感じるととも

に，言葉を使おうとしてい

る。

呼びかけてみよう
・自己紹介

・おーい

・絵を見ながら教師と
一緒に登場人物の音声

や動きの模倣をする。
・身近な人から話し掛

けられた状況を受け止
め、関心をもって相手
を見たり、音で模倣し

たり、返事したり簡単
な言葉で表現したりす

る。
・自分と登場人物を置

き換えたり、教師や友

達と役割分担をしなが

ら繰り返し「おーい」

と声を出して呼びかけ
合ったり、手を挙げて

応じたりしてやりとり

を楽しむ。

算数
｢さわってみよう、

探してみよう｣
音楽

｢どんなうたがある
かな｣
特別の教科　道徳

｢友達と仲よく｣
特別活動

｢どうぞよろしくね
会｣

５月 9

（知及技）いろいろな筆記

具触れ、書くことを知るこ

とができる。【イｰ（ウ）

㋐】
・筆記具の持ち方や、正し

い姿勢で書くことを知るこ

とができる。【イ–（ウ）

㋑】
（思判表力）文字に興味を

もち、書こうとすることが

できる。【Ｂ－イ】
（学・人）言葉で表すこと
やその良さを感じるととも
に、言葉を使おうとする。

（1段階）

（知・技）いろいろな筆記

具に触れ、書くことを知る

ことができている。

・筆記具の持ち方、正しい
姿勢で書くことを知ること

ができている。

（思・判・表）文字に興味

をもち、書こうとすること
ができている。
（主学）

言葉で表すことやそのよさ

を感じるとともに言葉を使
おうとしている。

かいてみよう

・いろいろな線、形

・クレヨン、水性ペン

等の筆記具を使ってい

ろいろな線や形を書

く。

算数

｢いろいろな形をみ

つけよう｣

図画工作
｢作ってみよう｣

６月 10

（知及技）読み聞かせに注
目し、いろいろな絵本など

に興味をもつことができ

る。【イｰ（エ）】
（思判表力）教師と一緒に
絵本などを見て、示された

身近な事物や生き物などに

気付き、注目することがで
きる。【Ｃｰア】

（学・人）言葉で表すこと
やその良さを感じるととも
に、言葉を使おうとする。

（1段階）

(知・技）読み聞かせに注目
し、いろいろな絵本などに

興味をもつことができてい

る。
（思・判・表）教師と一緒
に絵本などを見て、示され

た身近な事物や生き物など

に気付き、注目することが
できている。

（主学）言葉で表すことや
そのよさを 感じるととも
に、言葉を使おうとしてい

る。

絵本を読もう
・あなたはだあれ

・動物のシルエットを
提示し、「この動物は

なんでしょう」等と問

いかける。
・動物の動作や鳴き声
などを模倣しながら、

やりとりの楽しさを味

わえるようにする。
・お面やペープサート

などを用い、動物役を
決め、物語を再現して
楽しむ。

・写真カードや動物の
鳴き声で動物当てゲー

ムをしながら、様々な
動物の名前等を言う。

算数
「見た目の大きさで

分けてみよう」

図画工作
「作ってみよう」

令和８年　小学部　２年　（Ⅱ課程A）　　国語科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

105 0名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
日常生活に必要な身近な言葉が分かり、使えるようになるとともに、いろいろな言葉や我が国の言語文化に

触れることができるようにする。(１段階)

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
言葉をイメージしたり、言葉による関わりを受け止めたりする力を養い、日常生活における人との関わりの

中で伝え合い、自分の思いをもつことができるようにする。(１段階)

（学・人）学びに向かう力、人間性 言葉で表すことやそのよさを感じるとともに、言葉を使おうとする態度を養う。(１段階)

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



７月 10

（知及技）身近な人の話し
掛けに慣れ、言葉が事物の
内容を表していることを感

じること。【アー（ア）】
（思判表力）絵や矢印など

の記号で表された意味に応
じ行動することができる。

【C–（ウ）】
（学・人）言葉で表すこと

やその良さを感じるととも
に、言葉を使おうとする。
（1段階）

（知・技）身近な人の話し
掛けに慣れ、言葉が事物の
内容を表していることを感

じることができている。
（思・判・表）絵や矢印な

どの記号で表された意味に
応じ行動することができて
いる。

（主学）言葉で表すことや
そのよさを 感じるととも

に、言葉を使おうとしてい
る。

どんな意味かな
・しるし
・記号

・きまり

・提示された矢印の方
向に体を動かすゲーム
を行う。

・示された絵や矢印の
記号を見ながらその場

所へ移動する。
・場所を表す絵や写真
から自分が行きたい場

所を選び、絵や矢印の
記号を見て移動する。

算数
｢おなじものをさが
そう｣

特別の教科　道徳
｢きまりを守って｣

９月 10

（知及技）昔話などについ
て、読み聞かせを聞くなど
して親しむことができる。

【イ–（ア）】
（思判表力）教師の話や読

み聞かせに応じ音声を模倣
したり、表情や身振り、簡

単な話し言葉などで表現し
たりすることができる。【A

–ア】
（学・人）言葉で表すこと
やその良さを感じるととも

に、言葉を使おうとする。
（1段階）

（知・技）昔話などについ
て、教師の支援を受けなが
ら読み聞かせを聞くなどし

て親しむことができてい
る。

（思・判・表）教師の話や
読み聞かせに応じ、教師の
支援を受けながら音声を模

倣したり、表情や身振り、
簡単な話し言葉などで表現

したりすることができてい
る。
（主学）言葉で表すことや

そのよさを感じるととも
に、言葉を使おうとしてい

る。

絵本を読もう
・くまさんくまさん

・歌を聴いたり、手拍
子でリズムをとりなが
ら台詞を言ったりす

る。
・物語の一場面を簡単

な言葉で表現する。
「あくしゅ」「さよう
なら」「ばいばい」な

ど。
・お面などを活用し、

教師と子供役、くま役
になって遊ぶ。
・児童同士で子供役、

くま役を演じたり、く
まさんの表現を自由に

表現したりする

算数
｢おなじ大きさで合
わせてみよう｣

図画工作
｢描いてみよう｣

特別の教科　道徳
｢いつも素直に｣
特別活動

｢お祝いしよう
(１)」

１０月 10

（知及技）身近な人の話し

掛けに慣れ、言葉が事物の

内容を表していることを感

じること。【アー（ア）】
（思判表力）伝えたいこと

を思い浮かべ、身振りや音

声などで表すことができ

る。【A–（ウ）】

・絵本などを見て知ってい

る事物や出来事を指さしな

どで表現することができ

る。【C–（イ）】

（学・人）言葉で表すこと

やその良さを感じるととも

に、言葉を使おうとする。

（1段階）

（知・技）身近な人の話し

掛けに慣れ、言葉が事物の

内容を表していることを感

じることができている。
（思・判・表）伝えたいこ

とを思い浮かべ， 身振りや

音声などで表すことができ

ている。

・絵本などを見て知ってい
る事物や出来事を指さしな

どで表現することができて

いる。

（主学）言葉で表すことや

そのよさを 感じるととも

に、言葉を使おうとしてい
る。

絵本を読もう

・ほっとけーき

・絵を見ながら、知っ

ている事物や出来事な

どを指さししたり、表

情や身振り、音声で応
答したりする。

・絵を示しながら、

「次は何をするかな」

「どんな音かな」等、

児童が自身の経験と照
らし合わせたり、て考

えたりする。

・具体物や絵を見て言

葉と結び付ける。

・児童か見聞きしたこ

とや感じたこと等を具
体物や絵、写真等を手

掛かりして想起した
り、表情や身振り、音
声で模倣したりして応

答する。

算数

｢おなじものをさが

そう｣

図画工作
｢描いてみよう｣

特別の教科　道徳

「いつも素直に」

特別活動

「学年紹介（1）」

１１月 10

（知及技）身近な人の話し

掛けに慣れ、言葉が事物の
内容を表していることを感
じること。【アー（ア）】

（思判表力）伝えたいこと
を思い浮かべ、身振りや音

声などで表すことができ

る。【A–（ウ）】
・絵本などを見て知ってい

る事物や出来事を指さしな

どで表現することができ

る。【C–（イ）】
（学・人）言葉で表すこと
やその良さを感じるととも

に、言葉を使おうとする。
（1段階）

（知・技）身近な人の話し

掛けに慣れ、言葉が事物の
内容を表していることを感
じることができている。

（思・判・表）伝えたいこ
とを思い浮かべ， 身振りや

音声などで表すことができ
ている。
・絵本などを見て知ってい

る事物や出来事を指さしな

どで表現することができて
いる。

（主学）言葉で表すことや
そのよさを 感じるととも
に、言葉を使おうとしてい

る。

絵本を読もう

・ほっとけーき

・観劇鑑賞

・絵を見ながら、知っ

ている事物や出来事な
どを指さししたり、表
情や身振り、音声で応

答したりする。
・絵を示しながら、

「次は何をするかな」
「どんな音かな」等、
児童が自身の経験と照

らし合わせたり、て考

えたりする。
・具体物や絵を見て言

葉と結び付ける。
・児童か見聞きしたこ
とや感じたこと等を具

体物や絵、写真等を手
掛かりして想起した

り、表情や身振り、音
声で模倣したりして応
答する。

算数

｢おなじものをさが
そう｣
図画工作

｢描いてみよう｣
特別の教科　道徳

「いつも素直に」
特別活動
「学年紹介（1）」

1

学

期

2

学

期



１２月 10

（知及技）いろいろな筆記
具触れ、書くことを知るこ
とができる。【イｰ（ウ）

㋐】
・筆記具の持ち方や、正し

い姿勢で書くことを知るこ

とができる。【イ–（ウ）

㋑】
（思判表力）文字に興味を

もち、書こうとすることが
できる。【Ｂ－イ】
（学・人）言葉で表すこと

やその良さを感じるととも

に、言葉を使おうとする。
（1段階）

（知・技）いろいろな筆記
具に触れ、書くことを知る
ことができている。

・筆記具の持ち方、正しい
姿勢で書くことを知ること

ができている。
（思・判・表）文字に興味
をもち、書こうとすること

ができている。
（主学）

言葉で表すことやそのよさ
を感じるとともに言葉を使

おうとしている。

かいてみよう
・年賀状

・年賀状に関連する言
葉を聞いたり、いろい
ろな線で絵を表現した

りする。

算数
｢大きさの違うもの
を運んでみよう｣

図画工作
「描いてみよう」

特別の教科　道徳
「いろいろな挨拶
②」

特別活動
「２学期頑張った

会」

１月 9

（知及技）いろいろな筆記
具触れ、書くことを知るこ
とができる。【イｰ（ウ）

㋐】
・筆記具の持ち方や、正し

い姿勢で書くことを知るこ

とができる。【イ–（ウ）

㋑】
（思判表力）文字に興味を

もち、書こうとすることが
できる。【Ｂ－イ】
（学・人）言葉で表すこと

やその良さを感じるととも

に、言葉を使おうとする。
（1段階）

（知・技）いろいろな筆記
具に触れ、書くことをしる
ことができている。

・筆記具の持ち方、正しい
姿勢で書くことを知ること

ができている。
（思・判・表）文字に興味
をもち、書こうとすること

ができている。
（主学）

言葉で表すことやそのよさ
を感じるとともに言葉を使

おうとしている。

かいてみよう
・すみあそび

・鉛筆、筆等の筆記具
に触れる。
・筆で自由に線や文字

を書く。

算数
｢大きさの違うもの
を運んでみよう｣

図画工作
「描いてみよう」

特別の教科　道徳
「いろいろな挨拶
②」

特別活動
「３学期頑張ろう会

（１）」

２月 9

(知及技）言葉のもつ音

やリズムに触れたり、言

葉が表す事物やイメージ

に触れたりすることがで

きる。　【アｰ（イ）】

（思判表力）身近な人と

との関わりや出来事につ

いて、伝えたいことを思

い浮かべたり、選んだり

することができる。

【Ｂｰア】

（学・人）言葉で表すこ

とやその良さを感じると

ともに、言葉を使おうと

する。（1段階）

（知・技）言葉のもつ音や

リズムに触れたり、言葉が
表す事物やイメージに触れ

たりすることができてい

る。

（思・判・表）身近な人と

との関わりや出来事につい
て、伝えたいことを思い浮

かべたり、選んだりするこ

とができている。

（主学）言葉で表すことや

その良さを感じるととも
に、言葉を使おうとしてい

る。

言葉で遊ぼう

・ぼくのいちにち

・絵を見ながら、登場

人物の動きを教師と一
緒に模倣したり、様子

や音を表す言葉、話し

ている挨拶等を教師と

一緒に言葉や動きで表

現したりする。
・絵や写真等を見なが

ら、教師の発問を聞

き、言葉や動作で自由

に表現したり、提示さ

れた実物や写真、絵
カードを選んだり指さ

ししたりして繰り返し

やりとりをする。

・絵を見ながら、教師
の音声を模倣してみた
り、教師と一緒に言葉
で表現してみたりす

る。

算数

｢１つずつ合わせて
みよう｣

図画工作

「作ってみよう」

特別の教科　道徳

「日頃お世話になっ
ている人」

特別活動

「係の仕事をしよう

（１）」

３月 9

（知及技）読み聞かせに注
目し、いろいろな絵本など
に興味をもつことができ
る。【イ−（エ）】

（思判表力）絵本などを見
て、知っている事物や出来

事などを指さしなどで表現
することができる。【C-
イ】

・伝えたいことを思い浮か

べ、身振りや音声などで表

すことができる。【Ａｰウ】
（学・人）言葉で表すこと
やその良さを感じるととも
に、言葉を使おうとする。

（1段階）

（知・技）読み聞かせに注
目し、いろいろな絵本など
に興味をもつことができて
いる。

（思・判・表）絵本などを
見て、知っている事物や出

来事などを指さしなどで表
現している。
・伝えたいことを思い浮か

べ、身振りや音声などで表

すことができている。

（主学）言葉で表すことや
そのよさを感じるととも
に、言葉を使おうとしてい
る。

話してみよう
・がっこうだいすき

・一場面ずつ絵に注目
し、教師と一緒に言葉
や擬声語などを声に出
す。

・絵を見て次はどんな
場面になるかを教師と

一緒に考えたり、表現
したりする。
・教師が言った事物を

表す絵カードに視線や

意識を向けたり、指さ

しをしたりする。

算数
｢数えてみよう｣
図画工作
｢見てみよう(鑑賞)｣

特別の教科　道徳
｢学校は楽しいね①｣

評価方法 ・三観点の確認　・授業に対する取り組み姿勢　・プリント　・理解度・習得度　・行動観察

2

学

期

3

学

期

留意点

引継等



教科書／副教材

さんすう☆

４月 6

（知及技）

ものの有無に気付くことができ

る。（Bア（ア）ア）

（思判表力）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

すことができる。（Bア（イ）

ア）

（学・人）

数学的活動の楽しさに気付き関

心や興味を持っている。

（知・技）

ものの有無に気付いている。

（思・判・表）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

している。

（主学）

数学的活動の楽しさに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を

解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用

しようとしている。

☆本P２８

・ある、ない③

・具体物の個数が減少して

いき、なくなることを学習

する。実際に具体物を操作

して、視覚や触覚で体感さ

せる。現象の変化と自分の

操作、「ある、ない」等の

言葉を結びつけていくよう

にする。

音楽「３びきのやぎのが

らがらどん」

５月 6

（知及技）

・目の前のものを１個、２個、

たくさんで表すことができる。

（Bア（ア）イ）

・５までの範囲で数唱すること

ができる。（Bア（ア）ウ）

（思判表力）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

すことができる。（Bア（イ）

ア）

（学・人）

数学的活動の楽しさに気付き関

心や興味を持っている。

（知・技）

・目の前のものを１個、２個、

たくさんで表している。

・５までの範囲で数唱してい

る。

（思・判・表）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

している。

（主学）

数学的活動の楽しさに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を

解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用

しようとしている。

☆本P30

・いち、に、たくさん

☆本P32

・いち、に、さん、し、

ご

・左右の手に一つずつ具体物

を持ち、まだ両手には持てな

いほどの具体物がある状況を

体感する。

・操作を通して、「数えるこ

と」があることに気付かせ

「１個、２個、たくさん」と

表現するなど、「数唱」する

ことについて学習する。

・５までの範囲の数唱では、

「数を数えること」ではなく

「数を唱える」ことに留意す

る。日常生活の中でも、指差

しや指を折りながら数唱する

ことの体験を重ねる。

国語「呼びかけてみよ

う」

６月 8

（知及技）

３までの範囲で具体物を取って

いる。（Bア（ア）エ）

（思判表力）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

すことができる。（Bア（イ）

ア）

（学・人）

数学的活動の楽しさに気付き関

心や興味を持っている。

（知・技）

３までの範囲で具体物を取って

いる。

（思・判・表）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

している。

（主学）

数学的活動の楽しさに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を

解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用

しようとしている。

☆本P３４

・とりましょう

・視覚や聴覚、触覚など

様々な感覚を通して、「数

を捉えること」ができるよ

うにする。

・教科書のイラストのよう

に、配る皿やトレー、配る

相手、数詞の「さん」など

を手がかりに、必要な具体

物を手に取る活動を行う。

７月 6

（知及技）

対応させてものを配ることがで

きる。（Bア（ア）オ）

（思判表力）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

すことができる。（Bア（イ）

ア）

（学・人）

数学的活動の楽しさに気付き関

心や興味を持っている。

（知・技）

対応させてものを配っている。

（思・判・表）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

している。

（主学）

数学的活動の楽しさに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を

解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用

しようとしている。

☆本P36

・まーくに、あわせて、

ならべましょう

・教科書のイラストを参考

に、実物を使って、実際に

ボウリングのピンを並べる

活動をする。

・ピンを手に取る前に、数

唱を聞きながら、あるい

は、自分で唱えながらマー

クを指差す。マークの数を

手がかりにピンを手に取

り、並べる。

令和８年度　　　小学部　２年　（Ⅱ課程A）　　算数科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70 ０名

単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解するとともに、日常の事象を数量

や図形に注目して処理する技能を身に付けるようにする。（小知的1～３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などに気付き感じ

取る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり柔軟に表したりする力を養う。（小知的

１～３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性等
数学的活動の楽しさに気付き、関心や興味をもち、学習したことを結び付けてよりよく問題を解決しようと

する態度、算数で学んだことを学習や生活に活用しようとする態度を養う。（小知的１～３段階）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点他
教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）



９月 6

（知及技）

形や色、位置が変わっても、数

は変わらないことについて気付

くことができる。（Bア（ア）

カ）

（思判表力）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

すことができる。（Bア（イ）

ア）

（学・人）

数学的活動の楽しさに気付き関

心や興味を持っている。

（知・技）

形や色、位置が変わっても、数

は変わらないことに気付いてい

る。

（思・判・表）

数詞とものとの関係に注目し、

数のまとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活で生か

している。

（主学）

数学的活動の楽しさに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を

解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用

しようとしている。

☆本P44

・ぜんぶ，「さん」

・りんごの「３個」も積み木

の「３個」も同じ「３」で表

すことや３個のリンゴの置き

方を変えても「３」という数

に変わりはないという学習を

行う。

・おはじきやひまわりのカー

ドなど具体物を間隔を揃えた

り、間隔を離したりして数え

させる。

・教科書のおはじきのイラス

トに実際におはじきを乗せて

数えたり、おはじきをずらし

て数えたりする。

１０月 6

（知及技）

形が同じ物を選ぶことができ

る。（Ⅽア（ア）㋒ ）

（思判表力）

ものの属性に着目し、様々な情

報から同質なものや類似したも

のに気付き、日常生活の中で関

心をもつことができる。（Ⅽア

（イ）㋑ ）

（学・人）

数学的活動の楽しさに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を

解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用

しようとしている。

（知・技）

形が同じ物を選んでいる。

（思・判・表）

ものの属性に着目し、様々な情

報から同質なものや類似したも

のに気付き、日常生活の中で関

心をもっている。

（主学）

日常生活の片づけなどにおい

て、学んだことを活用してい

る。

〇おなじものをさがそう

☆本P54～57

・おなじかたちをみつけ

ましょう

・おなじかたちをえらび

ましょう

※２年生では立体図形を

扱う。

・１年生の復習をしながら、

平面図形から立体図形に発展

させていく。

・立体図形の学習として積み

木を使用し、児童が操作する

ことで体験的に形を認識でき

るようにする。

・複雑な形の積み木は使用せ

ず、立方体や円柱、三角柱な

どの形が明確に分けられるも

のを使用する。

・立体の中から平面での形を

捉えられるように、積み木が

通る穴の開いた教材を用意

し、穴を通すことで形を捉え

られるようにする。

１１月 8

（知及技）

・似ている二つのものを結び付

けることができる。（Ｃア

（ア）㋓ ）

・関連の深い一対ものや絵カー

ドを組み合わせることができ

る。（Ｃア（ア）㋔ ）

・同じもの同士の集合づくりを

することができる。（Ｃア

（ア）㋕ ）

（思判表力）

ものの属性に着目し、様々な情

報から同質なものや類似したも

のに気付き、日常生活の中で関

心を持つことができる。（Ｃア

（イ）㋑ ）

（学・人）

数学的活動の楽しさに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を

解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用

しようとしている。

（知・技）

・似ている二つのものを結び付

けている。

・関連の深い一対ものもや絵

カードを組み合わせている。

・同じもの同士の集合づくりを

している。

（思・判・表）

ものの属性に着目し、様々な情

報から同質なものや類似したも

のに気付き、日常生活の中で関

心を持っている。

（主学）

日常生活の片づけなどにおい

て、学んだことを活用してい

る。

〇おなじ、ちがうをさがそ

う

☆本P62～63

・にているものをみつけま

しょう

☆本P64～65

・そろえましょう

☆本P66～69

・おなじかたちをあつめま

しょう

※平面図形、立体図形共に扱って

いく。

・校内探索を行い、似ている形も

含めて丸、三角、四角の形探しを

行う。（正方形と長方形を似てい

る形として捉えさせるなど）

・積み木の立方体と直方体、円柱

の高さが違うものなどを用意し、

見る角度を示すことで、同じ部分

と違う部分を感覚的に感じられる

ようにする。

・ひとつの積み木を示して、教室

中から同じ形のものを探すなどの

ゲームを行う。

・児童の興味のあるお菓子の箱な

どを用意し、積み木と同じ形や似

た形を探す。

・手袋や靴下、靴など実物を用意

し、バラバラになったものを揃え

て片付ける。靴は左右にも意識さ

せる。

・トイレのスリッパを揃える活動

を通して、日常的に一対を仲間に

する活動を行う。

１２月 6

見た目の大きさで分けてみ

よう

☆P74～75

・おおきいちいさい②

・大きさの異なる二つの具体

物を「大きい」と「小さ

い」、「同じ」に区別し、用

語を用いる。

・大きい粘土のかたまりと小

さい粘土かたまりを作る。

・大きい粘土のかたまりと小

さい粘土かたまりを操作し同

じにする。

・大きい砂山と小さい砂山を

作る。

・大きい砂山と小さい砂山を

操作し同じにする。

国語「あなたはだあれ」

2

学

期

（知及技）

・大きさや長さなどを、基準に

対して同じか違うかによって区

別することができる。（D測定

ア（ア）ア）

・ある・ない、大きい・小さ

い、多い・少ないなどの用語に

注目して表現することができ

る。（Dア（ア）イ）

（思判表力）

大小や多少等で区別することに

関心を持ち、量の大きさを表す

用語に注目して表現することが

できる。（Dア（イ）ア）

（学・人）

・身の回りの具体物のもつ量の

大きさに気付き、関心や興味を

もち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決すること

ができる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用することができる。

（知・技）

・大きさや長さなどを、規準に

対して同じか違うかによって区

別している。

・ある・ない、大きい・小さ

い、多い・少ないなどの用語に

注目して表現している。

（思・判・表）

大小や多少等で区別することに

関心を持ち、量の大きさを表す

用語に注目して表現している。

（主学）

・身の回りの具体物のもつ量の

大きさに気付き、関心や興味を

もち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決しようと

している。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとしている。



１月 6

比べる言葉

☆P78～79

・おおい、すくない②

・ほとんど飲んである牛乳瓶

とまだ飲んでない牛乳瓶を比

べる。

・コップにお茶やジュースを

入れ、目印をもとに比べる。

・同じコップに多いお茶と少

ないお茶を入れる

・多いお茶と少ないお茶を操

作し同じにする。

・基準に対して「多い」「少

ない」を区別し、用語を用い

る。

国語「あなたはだあれ」

２月 6

比べる言葉

☆P80～81

・ながい、みじかい

・具体物の長さに関心を持

つ。

・３つの長さの異なる同質の

棒をそれぞれの長さのくぼみ

に入れ道を平らにし、ビー玉

を転がしたり、車を走らせた

りする。

国語「あなたはだあれ」

３月 6

３学期のまとめ

・大きさ、多さ、長さ

１年間のまとめ

・３学期に学習したことを振

り返る。

・２年生で学習したことを振

り返る。

国語「あなたはだあれ」

留意点・引継等

評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取り組み姿勢　・課題の処理意欲、態度　・プリント・理解度、習得度　・行動観察

（知及技）

・大きさや長さなどを、基準に

対して同じか違うかによって区

別することができる。（D測定

ア（ア）ア）

・ある・ない、大きい・小さ

い、多い・少ないなどの用語に

注目して表現することができ

る。（Dア（ア）イ）

（思判表力）

大小や多少等で区別することに

関心を持ち、量の大きさを表す

用語に注目して表現することが

できる。（Dア（イ）ア）

（学・人）

・身の回りの具体物のもつ量の

大きさに気付き、関心や興味を

もち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決すること

ができる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用することができる。

（知・技）

・大きさや長さなどを、規準に

対して同じか違うかによって区

別している。

・ある・ない、大きい・小さ

い、多い・少ないなどの用語に

注目して表現している。

（思・判・表）

大小や多少等で区別することに

関心を持ち、量の大きさを表す

用語に注目して表現している。

（主学）

・身の回りの具体物のもつ量の

大きさに気付き、関心や興味を

もち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決しようと

している。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとしている。

3

学

期



教科書／副教材

おんがく☆

４月 6

（知及技）
体を動かしたり、声を出し
たりすることができる。
(１段階Ａア)
（思判表力）
どの楽器の音かを聴いて、
二択で選ぶことができる。
（１段階Ｂア）
（学・人）
拍や曲の特徴的なリズムを
感じ取ろうとしている。
（１段階）

(知・技)
体を動かしたり、声を出し
たりすることができてい
る。
（思・判・表）
どの楽器の音かを聴いて、
二択で選んでいる。
（主学）
拍や曲の特徴的なリズムを
感じ取ろうとしている。

○どんなうたがあるか
な（音）
・せんせいとおともだ
ち
・ちゅうりっぷ
○楽器の音を聴いてみ
よう（鑑）
・がっきのおとあて

・教科書のイラストを
見て、曲や活動のイ
メージをもつ。
・体を動かしたり、声
を出したりする。
・何の楽器の音がした
か、教科書にある楽器
を指さす。
・実際の楽器を見て、
楽器の名前や音を確認
する。

国語「呼びかけてみ
よう」
体育「体つくり運動
遊び①」
道徳「学校は楽しい
ね」
特活「どうぞよろし
くね会」

５月 6

（知及技）
歌や音楽を聴いて、歌に合
わせて声を出したり、体を
動かしたりする。（１段階
Ａア）
（思判表力）
歌に合わせて鈴を鳴らそう
する。（１段階Ａア）
（学・人）
拍や曲の特徴的なリズムを
意識して身体全体を動かそ
うとする。（１段階）

(知・技)
歌に合わせて声を出した
り、体を動かしたりするこ
とができている。
（思・判・表）
歌に合わせて鈴を鳴らして
いる。
（主学）
拍や曲の特徴的なリズムを
意識して身体全体を動かそ
うとしている。

○どんなうたがあるか
な
・こいのぼり（音）
・すずのきょく（器）

○楽器の音を聴いてみ
よう（鑑）
・ことりのうた

・教科書の挿絵や写
真、実物を見て鯉のぼ
りのことを知る。
・音楽を感じて体を動
かしたり歌に合わせて
声を出したりする。
・音楽が流れる中で楽
器の音を出す。
・写真や模型、教科書
の挿絵をみて、小鳥の
イメージをもつ。
・音楽を感じて体を動
かして遊ぶ。

国語「言葉で遊ぼ
う」
体育「体つくり運動
遊び①」

６月 6

（知及技）
教師の範唱を聴いて声を出
したり、歌の一部分を歌っ
たりすることができる。
（１段階Ａア）
（思判表力）
教師の示範を見て、音楽に
合わせて足踏みや手拍子、
楽器、発声等の様々な方法
で表現することができる。
（１段階Ａア）
（主学）
模倣して身体各部を動かそ
うとしている。（１段階）

(知・技)
声を出したり、歌の一部分
を歌ったりすることができ
ている。
（思・判・表）
音楽に合わせて身体や発声
等で表現している。
（主学）
模倣して身体各部を動かそ
うとしている。

○うたおう（音）
・かたつむり
・ながぐつのマーチ
・おやつたーべよ。

○みてきいて（鑑）
・はらぺこあおむし

・かたつむりになった
つもりで身体表現した
り、歌の一部を声で表
現したり、歌ったりす
る。
・音楽が流れる中で、
ドンドン」の部分で足
踏みをする。
・教科書のイラストを
見たり教師の歌と動作
を見聴きしたりして曲
のイメージをもつ。
・手の平や体をくす
ぐったり、児童同士で
向かい合って互いの体
をくすぐったりして楽
しむ。

国語「言葉で遊ぼ
う」

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
(1)曲名や曲想と音楽のつくりについて気付くとともに、感じたことを音楽表現するために必要な技能を身に

付けるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
(2)感じたことを表現することや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら、音や音楽の楽しさを味わって聴くこ

とができるようにする。

（学・人）学びに向かう力、人間性
(3)音や音楽に楽しく関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じるとともに、身の回りの様々な音楽に親

しむ態度を養い、豊かな情操を培う。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程A）　　音楽科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70 0



７月 6

（知及技）
声を出したりメロディーや
歌詞を意識して歌ったりす
ることができる。(１段階
Ａア)
（思判表力）
ツリーチャイム等の楽器を
好きなように鳴らすことが
できる。(１段階Ａア)
（学・人）
挿絵や絵本を見ながら歌を
聴き、登場人物になったつ
もりで声を発したり、歌を
歌ったり、動作をしたりし
ている。(１段階)

(知・技)
声を出したり、メロディー
や歌詞を意識して歌ったり
することができている。
（思・判・表）
ツリーチャイム等の楽器を
好きなように鳴らしてい
る。
（主学）
登場人物になったつもりで
声を発したり、歌を歌った
り、動作をしたりしようと
している。

○うたおう
・たなばたさま（音）
・うみ（器）

○みてきいて（鑑）
・３びきのやぎのがら
がらどん

・教科書のイラストや
写真、笹や短冊などの
実物を示し、七夕への
イメージを高める。
・きれいに響く楽器を
自由に鳴らす
・教科書や絵本を使っ
て読み聞かせをした
り、登場人物になって
発声や動きなどで表現
したりする。

国語「話してみよ
う」
図工「ちょきちょき
ペタペタ」

９月 7

（知及技）
音楽が流れる中で、とんぼ
になったつもりで身体表現
したりすることができる。
（１段階Ａア）
（思判表力）
伴奏の速度に合わせて体の
部位を触ることができる。
（１段階Ａア）
（学・人）
小道具を使って主人公にな
りきって動いている。（１
段階）

(知・技)
身体表現することができて
いる。
（思・判・表）
伴奏の速度に合わせて体の
部位を触ろうとしている。
（主学）
小道具を使って主人公にな
りきって動くことに取り組
んでいる。

○からだをうごかそう
（音）
・とんぼのめがね
・あたま・かた・ひ
ざ・ぽん
○いっしょに音を楽し
もう（鑑）
・まじょのたっきゅう
びん

・ペープサート等を見
ながら音楽を聴けるよ
うにして、歌詞の内容
をイメージしやくす
る。
・教師が示範を児童の
正面で見せ、曲に合わ
せて身体模倣を行うよ
うに促す。
・教科書の絵や動画を
見ながら様子を思い浮
かべて聴くようにす
る。

国語「話してみよ
う」
体育「体つくり運動
遊び」

１０月 7

（知及技）
体を動かしたり、声を出し
たり、歌ったりすることが
できる。（１段階Ａア）
（思判表力）
音楽が流れる中で、バス
ごっこ遊びをすることがで
きる。（１段階Ｂア）
（学・人）
運転士になったつもりで、
自分なりに表現している。
（１段階）

(知・技)
体を動かしたり、声を出し
たり、歌ったりすることが
できている。
（思・判・表）
音楽が流れる中で、バス
ごっこ遊びを表現してい
る。
（主学）
運転士になったつもりで、
自分なりに表現しようとし
ている。

○からだをうごかそう
（音）
・おばけなんてないさ
・バスごっこ
○いっしょに音を楽し
もう（鑑）
・はたらくくるま

・教科書のイラスト等
を見て、おばけのイ
メージを持つようにす
る。
・音楽が流れる中で、
バスに乗ったつもりに
なり、自由にごっこ遊
びをしたり切符を渡す
活動をする。
・教科書の挿絵や写真
を見て鑑賞できるよう
にする。

体育「体つくり運動
遊び」
道徳「働くことのよ
さ」
特活「校外学習に行
こう」

１１月 7

（知及技）
いろいろな楽器に興味・関
心をもって、自ら手を伸ば
したり、自由に鳴らしたり
しながら楽器に親しむ。
（１段階Ａア）
（思判表力）
友達同士で歌詞に合わせて
手あそびをして楽しむ。
（１段階Ａア）
（学・人）
音楽が流れる中で、ワルツ
のリズムで左右に体を動か
す。（１段階）

(知・技)
いろいろな楽器に興味・関
心をもって、自ら手を伸ば
したり、自由に鳴らしたり
しながら楽器に親しむこと
ができている。
（思・判・表）
歌詞に合わせて手あそびを
している。
（主学）
ワルツのリズムで左右に体
を動かそうとしている。

○楽器をならそう
（音）
・がっきをならそう

○むかいあってたのし
くあそぼう（音）
・びすけっとをやきま
しょう

○うたやリズムを楽し
もう（鑑）
・おどるこねこ

・教科書の挿絵やイラ
ストカード、写真カー
ド、実際の楽器を示し
て、鳴らす楽器を確認
できるようにする。
・児童と向かい合っ
て、児童の手のひらや
体をくすぐって遊んだ
り、教師の模倣をでき
るように促したりす
る。
・音楽が流れる中で、
左右に体を動かすよう
に促したり、猫の鳴き
声に気付けるようにし
たりする。

国語「絵本を読もう
①」
道徳「友達と仲よ
く」

1

学

期

2

学

期



１２月 7

（知及技）
大太鼓、小太鼓を演奏した
り、それぞれの楽器の役割
を決めて演奏したりするこ
とができる。（１段階Ａ
ア）
（思判表力）
音楽が流れる中で、松ぼっ
くりや猿になったつもりで
身体表現することができ
る。（１段階Ａア）
（学・人）
曲に合わせて足踏みや行進
をしたり、トランペットを
吹く真似をしたりしてい
る。（１段階）

(知・技)
それぞれの楽器の役割を決
めて演奏したりすることが
できている。
（思・判・表）
音楽が流れる中で、身体表
現している。
（主学）
曲に合わせて足踏みや行進
をしたり、トランペットを
吹く真似をしようとしてい
る。

○楽器をならそう
（音）
・おおきなたいこ
・まつぼっくり

○うたやリズムを楽し
もう（鑑）
・おもちゃのへいたい

・大太鼓、小太鼓を鳴
らして遊ぶようにした
り、児童がそれぞれの
楽器の役割を決めて演
奏したりするようにす
る。
・音楽が流れる中で、
松ぼっくりや猿になっ
たつもりになって、転
がったり食べる真似を
したりして身体表現す
るように促す。
・自然に体を動かす事
が難しい児童のため
に、教師が兵隊のよう
に足踏みや行進する示
範を見せ、一緒に活動
する。

算数「見た目の大き
さで分けてみよう」
「比べる言葉」

１月 6

（知及技）
・リズムに合わせて様々な
動きで、体を動かしたり、
声を出したりしながらやり
とりすることができる。
（１段階Ａア）
・季節やわらべ歌などの音
楽を聴き、イメージしなが
ら声を出したり、歌った
り、身体表現をしたりする
ことができる。（１段階Ａ
ア）
（思判表力）
音や音楽を聴いて、自分な
りに表現することができ
る。（１段階Ａア）
（学・人）
音や音楽に気付いて、音楽
活動に楽しんで取り組んで
いる。（１段階）

（知・技）
・リズムに合わせて、動物
の真似っこをしたり、声を
出したりできている。
・季節やわらべ歌などの音
楽を聴き、声を出したり、
歌ったりできている。
（思・判・表）
音や音楽を聴いて、自分な
りに表現している。
（主学）
音や音楽に気付いて、音楽
活動に楽しんで取り組んで
いる。

○どうぶつになってあ
そぼう（音）
・のねずみ
・くまさんくまさん

○わらべうたであそぼ
う（音）（鑑）
・おちたおちた

・児童同士が向かい
合って、くすぐりなど
で触れ合って遊ぶ。
・児童が歌詞に合わせ
た動作で踊ったり、教
師が示した動作を模倣
して踊ったりする。
・教科書の挿絵を示し
ながら、教師が「落ち
た落ちた、何が落ち
た？」と歌いかけ、児
童が落ちた物を指定
し、「ドーン」
「ヒュー」「キラキ
ラ」「ゴロゴロ」など
の擬態語を添えて、身
体表現する。

国語「絵本を読もう
②」
体育「表現遊び」

２月 6

（知及技）
季節などと関連する音楽を
聴き、歌詞に合わせながら
声に出したり、歌ったり、
身体表現をしたりすること
ができる。（１段階Ａア）
（思判表力）
・旋律やリズムを聴きなが
ら教師の動作を模倣した
り、児童同士で関わって遊
んだりすることができる。
（１段階Ａア）
・3拍子のリズムを感じな
がらパネルシアターを動か
して遊んだり、お話をじっ
と聴いたりして、自分なり
の楽しさをみつけることが
できる。（１段階Ａア）
（学・人）
音や音楽に気付いて、音楽
活動に楽しんで取り組む。
（１段階）

（知・技）
音楽を聴いて、歌詞に合わ
せながら声を出したり、
歌ったり、身体表現ができ
ている。
（思・判・表）
・音や音楽を聴いて、自分
なりに表現している。
・旋律やリズムを聴きなが
ら児童同士で関わって遊ん
でいる。
（主学）音や音楽に気付い
て、音楽活動に楽しんで取
り組んでいる。

○げんきなこえでうた
おう（音）
・こんこんくしゃんの
うた

○わらべうたであそぼ
う（音）（鑑）
・おにのパンツ

○音や音楽をきいて、
自分なりの楽しさを見
つけよう（鑑）
・すてきなぼうしやさ
ん

・音楽をかけながら、
教科書の挿絵やペープ
サート、パネルシア
ター等を見て、歌詞の
イメージをもてるよう
にする。様々な動物が
出てくること、動物に
よってくしゃみやマス
クの形や大きさ、長さ
が変わることにも気付
けるようにする。
・教師が示範し、児童
が歌を聴いて身体表現
できるようにする。
・パネルシアターを用
いて、話の内容が分か
るようにする。

国語「絵本を読もう
③」
特活「心の鬼を退治
しよう」

2

学

期

3

学

期



３月 6

（知及技）
わらべ歌などの音楽を聴
き、友達と関わり合いなが
ら声を出したり、歌った
り、身体表現をしたりする
ことができる。（１段階Ａ
ア）
（思判表力）
・音楽が流れている中で動
物になったつもりで自分な
りに表現することができ
る。（１段階Ａア）
・旋律、リズム、強弱など
明るく軽快な曲を聴きなが
ら音に興味をもち、教師の
動作を模倣したり、実物や
模擬の楽器を使って表現し
たりすることができる。
（１段階Ａア）
（学・人）
音や音楽に気付いて、音楽
活動に楽しんで取り組んで
いる。（１段階）

（知・技）
①わらべ歌などの音楽を聴
き、友達と関わり合いなが
ら声を出したり、歌った
り、身体表現をしたりする
ことができている。
②教師の動作を模倣した
り、実物や模擬の楽器の音
を出したりすることができ
ている。
（思・判・表）
・音楽が流れている中で動
物になったつもりで体を動
かしている。
・音や音楽を聴いて、自分
なりに表現している。
（主学）音や音楽に気付い
て、音楽活動に楽しんで取
り組んでいる。

○すきなどうぶつに
なってみよう（音）
・ぞうさん

○わらべうたであそぼ
う（音）（鑑）
・なべなべそこぬけ

○音や音楽をきいて、
自分なりの楽しさを見
つけよう（鑑）
・がぼっと

・音楽が流れる中で、
ぞうになったつもりで
歩いたり、花に見立て
て腕を振ったりするよ
うに促す。
・教師や友達と二人組
で遊ぶようにし、動作
の基本形になれてきた
ら、児童同士で二人組
で遊ぶ。
・音楽を聴いて演奏の
真似をする。実物や模
擬の楽器を使って児童
が表現したい演奏法で
活動する。

体育「表現遊び」

留意点
引継等

評価方法 ・三観点の確認　・授業に対する取組姿勢　・理解度・習得度　・行動観察　・実技テスト

3

学

期

※「日のまる」、国歌「君が代」は、時期に応じて適切に指導する。
※児童らの興味関心の高い曲及び流行の曲等がある場合には、適時取り扱う。
※下段階の内容を取り扱う場合もある。



教科書／副教材

４月 6

(知及技)
・様々な種類の紙を使った制
作活動を通して、色々な形や
色に気付く。（1段階A共通事
項ア(ｱ)）
・様々な紙をくしゃくしゃに
したり、破いたりすることが
できる。（1段階Aア(ｲ)）
（思判表力）
様々な紙の材質や色などを基
に自分のイメージをもち、
色々な形や模様に表すことが
できる。（1段階共通事項ア
(ｲ)、Aア(ｱ)）
（学・人）
様々な種類の紙を使った制作
活動に取り組み、つくりだす
ことの楽しさに気付く。（1段
階）

（知・技）
・様々な種類の紙を使った
制作活動を通して、色々な
形や色に気付いている。
・様々な紙をくしゃくしゃ
にしたり、破いたりしてい
る。
（思・判・表）
・様々な種類の紙を使っ
て、色々な形や模様に表し
ている。
（主学）
・様々な種類の紙を使った
制作活動に取り組もうとし
ている。

つくってみよう
～びりびりくしゃく
しゃぺたぺた～
・こいのぼり
・誕生日表
・母の日

・紙をくしゃくしゃに
して、感じの変化を味
わう。
・紙を袋状にして中に
新聞紙などを詰めた
り、紙の形をさらに変
えたりしながら表した
いものを考える。
・作品の感触を全身で
味わったり、友人と互
いに見合ったりして、
楽しさを感じ取る。

国「言葉で遊ぼう」
算「いろいろな形を
みつけよう」
道「いろいろな挨
拶」
「日頃お世話になっ
ている人」

５月 6

（知及技）
・土や砂を使った活動を通し
て、形や色などに気付く。（1
段階共通事項ア(ｱ)）
・土や砂を使って、丸めた
り、穴を掘ったりして形や作
品を作ることができる。（1段
階Aア(ｲ)）
（思判表力）
材料などから、イメージをも
ち、形に表すことができる。
（1段階共通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ)）
（学・人）
土や砂を使った活動を通し
て、つくりだすことの楽しさ
に気付く。（1段階）

（知・技）
・土や砂を使った活動を通
して、形や色などに気付い
ている。
・土や砂を丸めたり穴掘っ
たりして形を工夫してい
る。
（思・判・表）
材料などから、イメージを
もち、形に表している。
（主学）
土や砂の感触を楽しもうと
している。

つくってみよう
～土や砂を使って～
・トンネル
・だんご
・ケーキ

・砂場や運動場で安全
に活動するためのきま
りを確認する。
・砂や土に触れた感覚
を味わいながら、手や
体全体、用具を使って
思い付いたことを試
す。
・個人やグループで、
好きな形やつくりたい
ものをつくる。
・活動中の思い出や工
夫したことを発表し合
い、活動を振り返る。

国「絵本を読もう」
算「おなじものをさ
がそう」

６月 6

（知及技）
・絵の具を使った制作活動を
通して、色の違いや絵の具の
感触に気付く。（1段階共通事
項ア(ｱ)）
・絵の具を指や手のひらにつ
けて、描いたり、塗ったりす
ることができる。（1段階Aア
(ｲ)）
（思判表力）
材料などを基に自分のイメー
ジをもち、模様に表すことが
できる。（1段階共通事項ア
(ｲ)、Aア(ｱ)）
（学・人）
絵の具を使った制作活動に取
り組み、つくりだすことの楽
しさに気付く。（1段階）

（知及技）
・絵の具を使った制作活動
を通して、色の違いや絵の
具の感触に気付いている。
・絵の具を指や手のひらに
つけて、描いたり、塗った
りしている。
（思判表力）
材料などを基に自分のイ
メージをもち、模様に表し
ている。
（主学）
絵の具を使った制作活動に
取り組もうとしている。

かいてみよう
～てでさわってかくの
きもちいい～
・父の日
・学級目標

・自由にかく
(好きなもの、かきたい
ものをかく)
・テーマを基にかく
(身近な人、動植物、自
然、見たことや体験し
たことをかく)
・手や足、用具を使っ
て絵の具で模様や形を
あらわす
・画用紙や新聞紙を
破ったり、写真やイラ
ストなどを切り貼りし
て、表したいことを表
現したり、偶然にでき
た形から表現したりす
る。

国「言葉で遊ぼう」
算「おなじものをさ
がそう」
道「いろいろな挨
拶」
「日頃お世話になっ
ている人」

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性
つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い、豊かな

情操を培う。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程A）　　図画工作科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70 ０名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
形や色などの造形的な視点に気付き、表したいことに合わせて材料や用具を使い、表し方を工夫してつくる

ことができるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
造形的なよさや美しさ、表したいことや表し方などについて考え、発想や構想をしたり、身の回りの作品な

どから自分の見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。



７月 6

（知及技）
自分が感じたことや行ったこ
とを通して、形や色などにつ
いて気付く。（1段階共通事項
ア(ｱ)）
（思判表力）
身の回りにあるものから、表
したいことを思いついたり、
作品を見たりすることができ
る。（1段階共通事項ア(ｲ)、A
ア(ｱ)）
（学・人）
形や色に関わりながら、楽し
んで鑑賞の活動に取り組み、
つくりだすことの楽しさに気
付く。（1段階）

（知・技）
自分が感じたことや行った
ことを通して、形や色など
について気付いている。
（思・判・表）
身の回りにあるものから、
表したいことを思いついた
り、教師の支援を受けなが
ら、作品を見たりする。
（主学）
形や色に関わりながら、楽
しんで鑑賞の活動に取り組
もうとしている。

見てみよう（鑑賞）
・みんなの作品

・教師に作品を見せた
り、友達と見せ合った
りする。
・楽しかったことや工
夫したことを発表す
る。
・作品を展示し、鑑賞
する。
・他学級や他学年の作
品を鑑賞する。

国「話してみよう」
道「友達と仲よく」

９月 7

（知及技）
・絵の具や花・木の実などの
自然物を使った制作活動を通
して、形や色などについて気
付く。（1段階共通事項ア
(ｱ)）
・絵の具や花・木の実などの
自然物を使って、いろいろな
色の水をつくることができ
る。（1段階Aア(ｲ)）
（思判表力）
自然物などを基に自分のイ
メージをもち、色水に表すこ
とができる。（1段階共通事項
ア(ｲ)、Aア(ｱ)）
（学・人）
作った色水を筆や霧吹き等を
使って、制作活動に取り組
み、つくりだすことの楽しさ
に気付く。（1段階）

（知・技）
・絵の具や花・木の実など
の自然物を使った制作活動
を通して、形や色などにつ
いて気付いている。
・絵の具や花・木の実など
の自然物を使って、いろい
ろな色の水をつくってい
る。
（思・判・表）
花や木の実等で作った色水
で描く工夫をしている。
（主学）
水鉄砲やじょうろ等で描く
活動を楽しもうとしてい
る。

つくってみよう・かい
てみよう
～色水～
・筆や霧吹きで模様を
描く

・色水づくりの方法を
知り、活動への関心を
もつ。
・絵の具を使ったり、
色水同士を混ぜ合わせ
たりして、いろいろな
色水の水をつくる。
・つくった色水から、
思い付いた活動に取り
組む。
・友人とお互いの活動
を見て回る。
・片付けをする。

国「絵本を読もう」
算「数えてみよう」
道「自然の中で」
「きまりを守って」

１０月 7

（知及技）
・自分が感じたことや行った
ことを通して、形や色などに
ついて気付く。（1段階共通事
項ア(ｱ)）
・クレヨンや絵の具などの扱
いが分かり、自分なりの表現
方法で描くことができる。（1
段階Aア(ｲ)）
（思判表力）
材料などから、イメージをも
ち、絵に表すことができる。
（1段階共通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ)）
（学・人）
形や色などに関わりながら、
楽しんで活動に取り組み、つ
くりだすことの楽しさに気付
く。（1段階）

（知・技）
・自分が感じたことや行っ
たことを通して、形や色な
どについて気付いている。
・クレヨンや絵の具などの
扱いが分かり、教師と一緒
に自分なりの表現方法で描
いている。
（思・判・表）
材料などから、イメージを
もち、絵に表している。
（主学）
形や色などに関わりなが
ら、楽しんで活動に取り組
もうとしている。

かいてみよう
～楽しい気持ちを描い
てみよう～
・感想画
・ハロウィン製作

・絵本の読み聞かせを
見たり、聞いたりし
て、好きなところを思
い浮かべたり話し合っ
たりする。
・自分が描きたい場面
を決めて、挿絵等を参
考に絵の具やクレヨン
を使って絵を描く。
・お互いの作品を観
て、その様子や表し方
について友人と伝え合
う。

国語「絵本を読も
う」

１１月 7

（知及技）
・身の回りの自然物などを
使った制作活動を通して、形
や色などに気付く。（1段階共
通事項ア(ｱ)）
・身の回りの自然物などに触
れ、お面や動物などの作品を
作ることができる。（1段階共
通Aア(ｲ)）
（思判表力）
材料などから、イメージをも
ち、形に表すことができる。
（1段階共通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ)）
（学・人）
つくりだすことの楽しさに気
付き、制作活動に取り組む。
（1段階）

（知・技）
・身の回りの自然物などを
使った制作活動を通して、
形や色などに気付いてい
る。
・身の回りの自然物などに
触れ、お面や動物などの作
品を作っている。
（思・判・表）
材料などから、イメージを
もち、形に表している。
（主学）
材料の形や色、触った感じ
などに関心をもち、自然物
などを使った制作活動に楽
しく取り組もうとしてい
る。

つくってみよう
～葉っぱを組み合わせ
て～
・お面
・動物　など

・学校の校庭や近くの
公園などの自然を利用
して、その場所にある
自然の材料（石、葉、
砂、草木など）の形や
色、質感などのおもし
ろさや美しさに関心を
もって集め、それらの
材料の特徴から発想し
て活動する。
・並べる、組み合わせ
る、積む、身にまとう
などしながら、自然の
材料との関わりを深め
て楽しむ。

国「話してみよう」
算「おなじ、ちがう
をさがそう」
道「いろいろな挨
拶」
「日頃お世話になっ
ている人」

1

学

期

2

学

期



１２月 7

（知及技）
・身の回りの自然物などを
使った制作活動を通して、形
や色などに気付く。（1段階共
通事項ア(ｱ)）
・身の回りの自然物などに触
れ、石や葉をこすり、形を浮
き出して版画を作ることがで
きる。（1段階共通Aア(ｲ)）
（思判表力）
材料などから、イメージをも
ち、形に表すことができる。
（1段階共通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ)）
（学・人）
つくりだすことの楽しさに気
付き、制作活動に取り組む。
（1段階）

（知・技）
・身の回りの自然物などを
使った制作活動を通して、
形や色などに気付いてい
る。
・身の回りの自然物などに
触れながら、石や葉をこす
り、形を浮き出して版画を
作っている。
（思・判・表）
材料などから、イメージを
もち、形に表している。
（主学）
材料の形や色、触った感じ
などに関心をもち、自然物
などを使った制作活動に教
師と一緒に楽しく取り組も
うとしている。

かいてみよう
～葉っぱや石などの自
然物をごしごしこすっ
て～
・こすり出し
・クリスマスの製作

・自分たちの身の回り
にあるでこぼこに興味
をもつ。
・こすり出してでこぼ
こを写し取ることがで
きる。
・身の回りの様々なも
のや場所からでこぼこ
を探し出し、色鉛筆や
クレヨン・パスなどで
こすり出す。
・自分がこすり出した
形を見て感じたことを
友人と伝え合い、身の
回りには様々なでこぼ
こがあることを確認す
る。

国「絵本を読もう」
算「いろいろな形を
みつけよう」
道「自然の中で」

１月 6

（知及技）
・自分が感じたことや行った
ことを通して、形や色などに
ついて気付く。（1段階共通事
項ア(ｱ)）
・身の回りの自然物などに触
れ、丸めたり、ねじったり、
並べたり、積み重ねたり、組
み合わせたり、工夫してつく
ることができる。（1段階Aア
(ｲ)）
（思判表力）
身の回りの材料などを基に自
分のイメージをもち、形に表
すことができる。（1段階共通
事項ア(ｲ)、Aア(ｱ)）
（学・人）
つくりだすことの楽しさに気
付き、制作活動に取り組む。
（1段階）

（知・技）
・自分が感じたことや行っ
たことを通して、形や色な
どについて気付いている。
・身の回りの自然物などに
触れながら、教師と一緒に
丸めたり、ねじったり、並
べたり、積み重ねたり、組
み合わせたり、工夫してつ
くっている。
（思・判・表）
身の回りの材料などを基に
自分のイメージをもち、教
師と一緒に形に表している
（主学）
材料の形や色、触った感じ
などに関心をもち、自然物
などを使った制作活動に楽
しく取り組もうとしてい
る。

つくってあそぼう
～身の回りにある材料
や用具を使って～

・自由につくる
(好きなものや表したい
形をつくる)
・テーマを基につくる
（お店屋さん、おも
ちゃ作りなど）
・作ったもので遊ぶ
（お店屋さんごっこ、
おもちゃで遊ぼう、
ゲーム大会など）

※身の回りにある材料
粘土や草木、新聞紙や
折り紙、段ボールやい
ろいろな大きさの箱な
ど
※身の回りにある材料
のり、はさみ、ステー
プラー、接着剤など

国「話してみよう」

２月 6

（知及技）
・粘土に働きかけることを通
して、形や色などについて気
付く。（1段階A共通事項ア
(ｱ)）
・粘土を丸めたり、叩いた
り、伸ばしたりすることがで
きる。（1段階Aア(ｲ)）
（思判表力）
材料から自分のイメージをも
ち、色々な形や模様に表すこ
とができる。（1段階共通事項
ア(ｲ)、Aア(ｱ)）
（学・人）
粘土に働きかけることを通し
て、つくりだすことの楽しさ
に気付く。（1段階）

（知・技）
粘土に働きかけることを通
して、形や色などについて
気付いている。
粘土を丸めたり、叩いた
り、伸ばしたりしている。
（思・判・表）
材料から自分のイメージを
もち、色々な形や模様に表
している。
（主学）
粘土の感触を楽しもうとし
ている。

つくってみよう
～粘土であそぼう～
・のばす
・ちぎる
・型押し
・丸める　など

・自由につくる
(好きなもの、つくりた
いものをつくる)
・粘土ケーキづくり
(いろいろな色の紙粘土
を使って自分だけの
ケーキをつくる)
・テーマを決めてつく
る
(お団子づくり、ヘビづ
くりなど)

国「話してみよう」
算「いろいろな形を
みつけよう」

３月 6

（知及技）
・プレゼント作りを通して、
色々な形や色に気付く。（1段
階共通事項ア(ｱ)）
・絵を描いたり、シールを
貼ったりしてプレゼントを作
ることができる。（1段階Aア
(ｲ)）
（思判表力）
様々な素材などを基に自分の
イメージをもち、プレゼント
作りに表すことができる。（1
段階共通事項ア（ｲ）、Aア
（ｱ））
（学・人）
プレゼント作りに取り組み、
つくりだすことの楽しさに気
付く。（1段階）

（知・技）
・プレゼント作りを通し
て、色々な形や色に気付い
ている。
・絵を描いたり、シールを
貼ったりしてプレゼントを
作ることができる。
（思・判・表）
様々な素材などを基に自分
のイメージをもち、プレゼ
ント作りに表している。
（主学）
プレゼント作りに取り組も
うとしている。

つくってみよう
～つくってプレゼント
しよう～
・フォトフレーム
・修了記念作品バック

・誰に、どうしてプレ
ゼントをつくるのかを
知り、身近な材料や用
具を使ってプレゼント
を制作する。(卒業生プ
レゼント、修了記念作
品バック)

国「話してみよう」
算「おなじ、ちがう
をさがそう」
道「いろいろな挨
拶」
「日頃お世話になっ
ている人」

評価方法

2

学

期

3

学

期

留意点

引き継ぎ等

・三観点の確認　・授業に対する取組姿勢 ・課題の処理意欲　・習得度　・行動観察　・ポートフォリオ



教科書／副教材

４月 5

（知及技）
楽しく基本的な体つくり運

動をすることができる。
（２段階Aア）
（思判表力）

基本的な体つくり運動に慣
れ、その楽しさや感じたこ

とを表現することができ
る。（２段階Aイ）

（学・人）

簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、基

本的な体つくり運動をしよ
うとする。（２段階Aウ）

（知・技）
楽しく基本的な体つくり運

動をしている。
（思・判・表）
基本的な体つくり運動に慣

れ、その楽しさや感じたこ
とを表現している。

（主学）
簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、基

本的な体つくり運動をしよ

うとしている。

体つくり運動①
・あつまりっこ

・ウォーミングアップ
・リトミックをしよう

・あつまりっこ
　合図に合わせて集合

する。
・ウォーミングアップ
　歩く、走る、転がる

・リトミック
　リズムやカウントに

合わせて体を動かす。
・感想発表

国語：「呼びかけて
みよう」「言葉で遊

ぼう」
算数：「数えてみよ
う」

音楽：「からだをう
ごかそう」「どうぶ

つになってあそぼ
う」

５月 6

（知及技）

楽しく基本的な体つくり運
動をすることができる。

（２段階Aア）

（思判表力）

基本的な体つくり運動に慣

れ、その楽しさや感じたこ
とを表現することができ

る。（２段階Aイ）

（学・人）

うがい・手洗いに取り組も

うとする。（２段階Gア）

（知・技）

楽しく基本的な体つくり運
動をすることができてい

る。（２段階Aア）

（思・判・表）

基本的な体つくり運動に慣

れ、その楽しさや感じたこ
とを表現することができて

いる。（２段階Aイ）

（主学）

うがい・手洗いに取り組も

うとしている。

体つくり運動②

・あつまりっこ
・ウォーミングアップ

・動物になろう

保健

・うがい、手洗い
　（年間を通して）

・あつまりっこ

　合図に合わせて集合
する。

・ウォーミングアップ

　歩く、走る、転がる

・動物リトミック

　リズムやカウントに
合わせて動物の真似っ

こをする。

・感想発表

・うがい、手洗い

国語：「呼びかけて

みよう」「言葉で遊
ぼう」

算数：「数えてみよ

う」

音楽：「からだをう

ごかそう」「どうぶ
つになってあそぼ

う」

６月 6

（知及技）
楽しく走・跳の基本的な運
動をすることができる。

（２段階Cア）
（思判表力）

走・跳の基本的な運動に慣
れ、その楽しさや感じたこ
とを表現することができ

る。（２段階Cイ）
（学・人）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、
走・跳の基本的な運動をし

ようとする。（２段階Cウ）

（知・技）
楽しく走・跳の基本的な運
動をしている。

（思・判・表）
走・跳の基本的な運動に慣

れ、その楽しさや感じたこ
とを表現している。
（主学）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、

走・跳の基本的な運動をし
ようとしている。

走・跳の運動①
・かけっこをしよう

・集合
・準備体操
・かけっこ

　スタート、ゴールを
確認する。

　教師と一緒に走る。
　１人で走る。
　友達と一緒に走る。

・感想発表

国語：「呼びかけて
みよう」「言葉で遊
ぼう」「どんな意味

かな」
算数：「数えてみよ

う」
音楽：「からだをう
ごかそう」「どうぶ

つになってあそぼ
う」

７月 6

（知及技）

楽しく走・跳の基本的な運
動をすることができる。
（２段階Cア）
（思判表力）

走・跳の基本的な運動に慣
れ、その楽しさや感じたこ

とを表現することができ
る。（２段階Cイ）

（学・人）
簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、

走・跳の基本的な運動をし
ようとする。（２段階Cウ）

（知・技）

楽しく走・跳の基本的な運
動をしている。
（思・判・表）
走・跳の基本的な運動に慣

れ、その楽しさや感じたこ
とを表現している。

（主学）
簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、
走・跳の基本的な運動をし
ようとしている。

走・跳の運動②

・ジャンプをしよう

・集合

・準備体操
・跳んでみよう
　ⅰハードルジャンプ
　　片足、両足

　ⅱ的を触る
　　150cm程度の的を

ジャンプして触る。
・感想発表

国語：「呼びかけて

みよう」「言葉で遊
ぼう」「どんな意味
かな」
算数：「数えてみよ

う」

令和8年　小学部　2年　（Ⅱ課程A）　　体育科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 児童生徒について 担当者名

70 0名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
教師の支援を受けながら、楽しく基本的な運動ができるようにするとともに、健康な生活に必要
な事柄ができるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
基本的な運動に慣れ、その楽しさや感じたこと表現できるようにするとともに、健康な生活に向

け、感じたことを他者に伝える力を養う。

（学・人）学びに向かう力、人間性
簡単なきまりを守り、友達とともに安全に楽しく運動しようとしたり、健康に必要な事柄をしよ

うとしたりする態度を養う。

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



９月 6

（知及技）
楽しく水の中で基本的な運
動をすることができる。

（２段階Dア）
（思判表力）

水の中での基本的な運動に
慣れ、その楽しさや感じた
ことを表現することができ

る。（２段階Dイ）
（学・人）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、水

の中での基本的な運動をし
ようとする。（２段階Dウ）

（知・技）
楽しく水の中で基本的な運
動している。

（思・判・表）
水の中での基本的な運動に

慣れ、その楽しさや感じた
ことを表現している。
（主学）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、水

の中での基本的な運動をし
ようとしている。

水の中での運動①
・水と友達になろう

・集合
・準備体操
・水かけっこ

　教師や友達と水のか
け合いをする。

・水中ウォーキング
　教師や友達と水中を
歩く。

・顔付け
　合図に合わせて水に

顔をつける。
・潜る

・自由タイム
・感想発表

国語：「呼びかけて
みよう」「言葉で遊
ぼう」

算数：「数えてみよ
う」

音楽：「からだをう
ごかそう」

１０月 6

（知及技）

楽しく水の中で基本的な運
動をすることができる。

（２段階Dア）
（思判表力）
水の中での基本的な運動に

慣れ、その楽しさや感じた
ことを表現することができ

る。（２段階Dイ）
（学・人）
簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、水

の中での基本的な運動をし

ようとする。（２段階Dウ）

（知・技）

楽しく水の中で基本的な運
動している。

（思・判・表）
水の中での基本的な運動に
慣れ、その楽しさや感じた

ことを表現している。
（主学）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、水
の中での基本的な運動をし

ようとしている。

水の中での運動②

・水に慣れよう

・集合

・準備体操
・水かけっこ

　教師や友達と水のか
け合いをする。
・水中ウォーキング

　教師や友達と水中を
歩く。

・輪くぐり
　潜って輪をくぐる。
・潜る

・自由タイム

・感想発表

国語：「呼びかけて

みよう」「言葉で遊
ぼう」

算数：「数えてみよ
う」
音楽：「からだをう

ごかそう」

１１月 6

（知及技）

楽しくボールを使った基本

的な運動やゲームをするこ
とができる。（２段階Eア）

（思判表力）

ボールを使った基本的な運

動やゲームに慣れ、その楽

しさや感じたことを表現す
ることができる。（２段階E

イ）

（学・人）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、

ボールを使った基本的な運
動やゲームをしようとす

る。（２段階Eウ）

（知・技）

楽しくボールを使った基本

的な運動やゲームをしてい
る。

（思・判・表）

ボールを使った基本的な運

動やゲームに慣れ、その楽

しさや感じたことを表現し
ている。

（主学）

簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、
ボールを使った基本的な運

動やゲームをしようとして
いる。

ボ-ルを使った運動や

ゲーム①

・ボ-ルを転がしてみ
よう、投げてみよう

・集合

・準備体操

・ボール転がし
　ボールを転がして的

に当てる。

・ボール投げ

　ボールを投げて的に

当てる。
・感想発表

国語：「呼びかけて

みよう」「言葉で遊

ぼう」「どんな意味
かな」

算数：「数えてみよ

う」

１２月 6

（知及技）
楽しくボールを使った基本
的な運動やゲームをするこ

とができる。（２段階Eア）
（思判表力）

ボールを使った基本的な運
動やゲームに慣れ、その楽
しさや感じたことを表現す

ることができる。（２段階E

イ）
（学・人）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、
ボールを使った基本的な運

動やゲームをしようとす
る。（２段階Eウ）

（知・技）
楽しくボールを使った基本
的な運動やゲームをしてい

る。
（思・判・表）

ボールを使った基本的な運
動やゲームに慣れ、その楽
しさや感じたことを表現し

ている。

（主学）
簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、
ボールを使った基本的な運
動やゲームをしようとして

いる。

ボ-ルを使った運動や
ゲーム②
・ボ-ルを蹴ってみよ

う

・集合
・準備体操
・ボール蹴り

　ボールを蹴って的に
当てる。

　ボールを蹴って、
ゴールに入れる。
・感想発表

国語：「呼びかけて
みよう」「言葉で遊
ぼう」「どんな意味

かな」
音楽：「からだをう

ごかそう」

2

学

期



１月 6

（知及技）
楽しく器械・器具を使って
の基本的な運動をすること

ができる。（２段階Bア）
（思判表力）

器械・器具を使っての基本
的な運動に慣れ、その楽し
さや感じたことを表現する

ことができる。（２段階B
イ）

（学・人）
簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、器
械・器具を使っての基本的

な運動をしようとする。
（２段階Bウ）

（知・技）
楽しく器械・器具を使って
の基本的な運動をしてい

る。
（思・判・表）

器械・器具を使っての基本
的な運動に慣れ、その楽し
さや感じたことを表現して

いる。
（主学）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、器

械・器具を使っての基本的
な運動をしようとしてい

る。

器械・器具を使っての
運動①
・サーキット運動をし

よう

・集合
・準備体操
・サーキット運動

　ⅰ跳び箱をまたぐ
　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上ジャンプ
・感想発表

国語：「呼びかけて
みよう」「言葉で遊
ぼう」「どんな意味

かな」
音楽：「からだをう

ごかそう」

２月 6

（知及技）

楽しく器械・器具を使って
の基本的な運動をすること

ができる。（２段階Bア）
（思判表力）
器械・器具を使っての基本

的な運動に慣れ、その楽し
さや感じたことを表現する

ことができる。（２段階B
イ）

（学・人）

簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、器

械・器具を使っての基本的
な運動をしようとする。

（２段階Bウ）

（知・技）

楽しく器械・器具を使って
の基本的な運動をしてい

る。
（思・判・表）
器械・器具を使っての基本

的な運動に慣れ、その楽し
さや感じたことを表現して

いる。
（主学）

簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、器

械・器具を使っての基本的

な運動をしようとしてい
る。

器械・器具を使った運

動②
・サーキット運動をし

よう

・集合

・準備体操
・サーキット運動

　ⅰ跳び箱上からジャ
ンプ
　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上で前転
・感想発表

国語：「呼びかけて

みよう」「言葉で遊
ぼう」「どんな意味

かな」

３月 5

（知及技）

音楽に合わせて楽しく表現

運動をすることができる。

（２段階Fア）
（思判表力）

基本的な表現運動に慣れ、

その楽しさや感じたことを

表現することができる。

（２段階Fイ）

（学・人）

簡単なきまりを守り、友達
とともに安全に楽しく、基

本的な表現運動をしようと

する。（２段階Fウ）

（知・技）

音楽に合わせて楽しく表現

運動をしている。

（思・判・表）
基本的な表現運動に慣れ、

その楽しさや感じたことを

表現している。

（主学）

簡単なきまりを守り、友達

とともに安全に楽しく、基

本的な表現運動をしようと
している。

表現運動①

・ダンスをしよう

・集合

・準備体操

・ダンス

　ⅰ設定ダンス
　　動物曲、流行曲

　ⅱ自由ダンス

・感想発表

国語：「呼びかけて

みよう」「言葉で遊

ぼう」

算数：「数えてみよ
う」

音楽：「からだをう

ごかそう」「どうぶ

つになってあそぼ

う」

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取り組み姿勢　・課題の処理意欲、態度

・理解度、習得度　・記録測定　・実技テスト　・行動観察

3

学

期

留意点

引継等



対象人数 教科書／副教材

0名 わたしたちの道徳

４月 3

①教師や友達に親しみ、学校生活を楽
しもうとする気持ちをもつ。

②身近な自然に親しみ、動植物に優し
い心で接しようとする気持ちをもつ。

【C　よりよい学校生
活、集団生活の充実】
①学校は楽しいね(１)

【Ｄ　自然愛護】
②自然の中で(１)

①学級や学年、学部全体での学習
を通して、教師や友達との関わり
を楽しむ経験を積み、学校生活を
楽しむ。

②校内に咲いている草花を観賞
し、自然の美しさを感じる。花や
野菜を大切に育てる。

生活
エ　遊び
オ　人との関わり
ケ　きまり
国語
Ａ　聞くこと・話すこと
「話してみよう」

５月 3

①気持ちのよいあいさつ、言葉遣いを
心掛け、明るく接しようとする気持ち
をもつ。

【Ｂ　礼儀】
①いろいろな挨拶(１)

①教師や友達に対して、朝や帰り
の挨拶等、場に応じた挨拶をす
る。名前を呼ばれたら｢はい｣と返
事をする。何かをしてもらった
ら、お礼を伝える。

生活
オ　人との関わり
カ　役割
国語
Ａ　聞くこと・話すこと
「言葉で遊ぼう」

６月 4

①物を大切にし、身の回りを整え、気
持ちよく生活をしようとする気持ちを
もつ。

②自分で考えて、日頃お世話になって
いる人々に感謝しようとする気持ちを
もつ。

【Ａ　節度、節制】
①身の回りを整える

【Ｂ　感謝】
②家族など日頃お世話に
なっている人

①自分の持ち物がわかり、所定の
場所に片付ける。自分で使った物
はきちんと後片付けをする。

②自分で考えて、スクールバスの
運転手や介助の先生、給食の調理
員等の仕事を知り、感謝の気持ち
を持つ。

生活
オ　人との関わり
カ　役割
キ　手伝い・仕事
ケ　きまり
国語
Ａ　聞くこと・話すこと
「言葉で遊ぼう」

７月 2

①自分がやらなければならない勉強や
仕事は、しっかりと行おうとする気持
ちをもつ。

②友達の気持ちを考え、だれとでも仲
よく助け合っていこうとする気持ちを
もつ。

【Ａ　希望と勇気、努力
と強い意志】
①自分の仕事

【Ｂ　友情、信頼】
②友達と仲よく

①自分のことはできるだけ自分で
やろうとする。最後までやりぬ
き、成功の満足感を味わう。

②友達に優しくしてもらった時
に、嬉しかった気持ちを大切にす
る。教師や友達と一緒に手を繋い
で歩く。誰とでも仲良く遊ぶ。

生活
オ　人との関わり
カ　役割
キ　手伝い・仕事
国語
Ａ　聞くこと・話すこと
「呼びかけてみよう」

９月 3

①教師や友達、他学年の友達に親し
み、学校生活を楽しもうとする気持ち
をもつ。

②身近な自然に親しみ、動植物に優し
い心で接しようとする気持ちをもつ。

【C　よりよい学校生
活、集団生活の充実】
①学校は楽しいね(２)

【Ｄ　自然愛護】
②自然の中で(２)

①学級や学年、学部全体での学習
を通して、教師や友達との関わり
を楽しむ経験を積み、学校生活を
楽しむ。

②校内に咲いている草花を観賞
し、自然の美しさを感じる。花や
野菜を大切に育てる。

生活
エ　遊び
オ　人との関わり
ケ　きまり
国語
Ａ　聞くこと・話すこと
「話してみよう」

教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

2

学

期

日 月
時

数
目標 主題名 活動内容

年間目標 道徳的諸価値についての理解を基に、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育て、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程A）　　特別の教科　道徳　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 担当者名
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１０月 4

①みんなが使う物を大切にしようとす
る気持ちをもつ。

【Ｃ　規則の尊重】
①きまりを守って

①よいことをして教師や友達に褒
められ、喜びを味わう。よいと思
うことを進んで行う。よいこと、
悪いことが何か分かる。

生活
エ　遊び
オ　人との関わり
ケ　きまり
国語
Ａ　聞くこと・話すこと
「どんな意味かな」
体育
ボ-ルを使った運動やゲー
ム
器械・器具を使っての運
動

１１月 4

①生命がもつたくましさやすばらしさ
に気づき、かけがえのない生命を大切
にしようとする気持ちをもつ。

【Ｄ　生命の尊さ】
①生命がもつ力

①けがをした時や、気分が悪く
なった時は、教師に伝える。危険
な場所で遊ばないように気をつけ
る。

生活
サ　生命・自然
国語
Ｃ　読むこと
「絵本をよもう」

１２月 3

①気持ちのよいあいさつ、言葉遣いを
心掛け、明るく接しようとする気持ち
をもつ。

【Ｂ　礼儀】
①いろいろな挨拶(２)

①教師や友達に対して、朝や帰り
の挨拶等、場に応じた挨拶をす
る。名前を呼ばれたら｢はい｣と返
事をする。何かをしてもらった
ら、お礼を伝える。

生活
オ　人との関わり
カ　役割
国語
Ａ　聞くこと・話すこと
「話しみてよう」
Ｂ　書くこと
「かいてみよう」

１月 3

①うそをついたりごまかしをしたりし
ないで、素直に伸び伸び生活しようと
する気持ちをもつ。

【Ａ　正直、誠実】
①いつも素直に

①うそをついたり、ごまかしたり
すると、自分がいやな気持ちにな
ることが分かり、素直な気持ちで
いると、みんなが笑顔になれるこ
とが分かる。

生活
エ　遊び
オ　人との関わり
ケ　きまり
国語
Ｃ　読むこと
「絵本をよもう」

２月 4

①よいことと悪いことの区別をし、よ
いと思うことを進んで行おうとする気
持ちをもつ。

【Ａ　善悪の判断、自
律、自由と責任】
①よいと思うことをすす
んで

①モラル場面において、よいこと
と悪いことの区別をし、状況に合
わせた行動をしようとすることに
ついて、自分との関わりで考える
こと。

生活
オ　人との関わり
カ　役割
キ　手伝い・仕事
ケ　きまり
国語
Ｃ　読むこと
「絵本をよもう」

３月 2

①身近にいる人に温かい心で接し、親
切にしようとする気持ちをもつ。

【Ｂ　親切、思いやり】
①温かい心で親切に

①友達が困っていると、それに気
付いて助けてあげる。進んで教師
の手伝いをする。

生活
エ　遊び
オ　人との関わり
カ　役割
国語
Ｃ　読むこと
「絵本をよもう」

評価方法
（行動記録）

・授業に対する取組姿勢　・行動観察　・その他教科に応じた評価方法

2

学

期

3

学

期

留意点
引継等



教科書／副教材

（知及技）

学級、学年の一員であることを知るこ

とができる。

（思判表力）

学級、学年を楽しくするために、仲良く

助け合うことができる。

（学・人）

集団での活動に参加しようとする。

（知・技）

学級、学年の一員であることを知ろう

とすることができている。

（思・判・表）

学級、学年を楽しくするために、仲良く

助け合おうと工夫している。

（主学）

集団での活動に参加しようとしてい

る。

〇どうぞよろしくね会

・学年、学級開き

・自己紹介

・１学期始業式

・入学式

・新転入生を迎える会

〇新しい学級の友達や先生を知

る。

・自分の名前や好きなことを発

表する。

(知及技)

学期の行事を知ることができる。

(思判表力)

自分の頑張りたいことを考え、選ぶこ

とができる。

（学・人）

なりたい自分を目指したり、振り返った

りして生活や学習に生かそうとする。

(知・技)

１学期の行事を知ろうとすることがで

きている。

(思・判・表)

自分の頑張りたいことを考え、選んで

いる。

（主学）

なりたい自分を目指したり、振り返った

りして生活や学習に生かそうとしてい

る。

〇１学期頑張ろう会

・行事の紹介

・目標設定

〇視覚教材を見て、１学期の行

事や活動について知る。

・頑張りたいことや楽しみなこと

を選択肢の中から選んで発表す

る。(キャリアパスポートの活用)

（知及技）

火災が起きたときの対応について知る

ことができる。

（思判表力）

安全に過ごすために行動することがで

きる。

(学・人）

健康や安全に関心を持って取り組む

ことができる。

（知・技）

火災が起きたときの対応について知ろ

うとしている。

（思・判・表）

安全に過ごすために行動している。

(主学)

健康や安全に関心を持って取り組ん

でいる。

〇火災避難訓練

・事前事後学習

〇動画や視覚教材を見て、自分

の身を守る方法にについて知る。

・実際にハンカチを口に当てた

り、周囲の指示に従って避難する

練習をしたりして、火災が起きた

時の対応の仕方を知る。

（知及技）

図書室利用の仕方が分かる。

（思判表力）

公共の場所での行動の仕方につい

て考えることができる。

（学・人）

ルールやマナーを考えて利用しよ

うとする。

（知・技）

正しい図書室利用の仕方ができて

いる。

（思・判・表）

公共の場所での行動の仕方につい

て考えている。

（主学）

ルールやマナーを考えて利用しよ

うとしている。

〇図書館ってどんな場所？ 〇図書室オリエンテーション

で図書室の利用の仕方を知

る。

（知及技）

学級目標を考えることができる。

（思判表力）

学級をよくするために活動するこ

とができる。

（学・人）

集団での活動に参加しようとす

る。

（知・技）

学級目標を考えることができてい

る。

（思・判・表）

学級をよくするために考えて活動

している。

（主学）

集団での活動に参加しようとして

いる。

〇学級目標を考えよう 〇どんな学級にしたいのかを

考えて、発表する。

（知及技）

心身の健康の保持に必要な行動の

仕方を身に付けることができる。

（思判表力）

健康や安全に過ごすために行動す

ることができる。

（学・人）

健康や安全に関心を持って取り組

もうとする。

（知・技）

心身の健康の保持に必要な行動の

仕方を身に付けようとしている。

（思・判・表）

健康や安全に過ごすために行動し

ようとしている。

（主学）

健康や安全に関心を持って取り組

もうとしている。

〇健康診断ってなに？

（身長体重・聴力・歯科・

耳鼻・視力・心電図・内科

検診等）

☆ここからわーく

〇落ち着いて健康診断を受け

るための練習をする。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程A）　　特別活動　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象児童 担当者名

35 0名

年間目標

（知及び技）知識及び技能 話し合い活動の過程において、自分の気持ちを発表したり、他者の話をきいたりすることができるようになる。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 基本的な生活習慣、約束やきまりを守ることの大切さに気づき、自ら考えて行動する力を養う。

（学・人）学びに向かう力、人間性 様々な集団での学習に参加でき、望ましい人間関係を築くことができるようにする。

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

1

学

期

４月 4

〇国語

A聞く・話す

｢呼びかけてみよう｣

 B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢さわってみよう、探し

てみよう｣

〇図画工作

表現

｢作ってみよう｣

｢描いてみよう｣

５月 4

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよ

う｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名



（知及技）

道路の歩き方、横断歩道の渡り方

について、考えることができる。

（思判表力）

安全に過ごすために行動すること

ができる。

（学・人）

健康や安全に関心をもって行事に

取り組もうとする。

（知・技）

道路の歩き方、横断歩道の渡り方

について、考えることができてい

る。

（思・判・表）

安全に過ごすために行動を工夫し

ている。

（主学）

健康や安全に関心を持って取り組

んでいる。

〇交通安全指導

・事前事後学習

〇動画や視覚教材を見て、交

通安全について知る。

・実際に横断歩道を教師と一

緒に渡る。

（知及技）

自分や友達の誕生日を知ることが

できる。

（思判表力）

お祝いしたり、されたりする喜び

を知り、自分や友達の誕生日をみ

んなで祝うことができる。

（学・人）

様々な集団での学習に参加でき、

望ましい人間関係を築こうとす

る。

（知・技）

自分の誕生日を知ることができて

いる。

（思・判・表）

お祝いしたり、されたりする喜び

を知り、誕生日をみんなで祝おう

としている。

（主学）

様々な集団での学習に参加でき、

望ましい人間関係を築こうとして

いる。

〇お祝いしよう（誕生会）

※年間を通して実施

〇誕生会の司会、出し物等を

教師と一緒に行う。

・自己紹介を通して、好きな

ことや得意なことを発表す

る。

（学・人）

自分の分担が分かり、進んで係活

動に取り組もうとする。

（主学）

自分の分担が分かり、進んで係活

動に取り組むことができている。

〇係の仕事をしよう 〇自分の係を知る。

・係の仕事内容を知る。

（知及技）

歯の働きや正しい歯磨きの仕方が

分かる。

（知・技）

歯の働きや正しい歯磨きの仕方を

理解することができている。

〇歯を大切にしよう

（歯と口の健康月間）

〇歯の働きや歯を大切にする

ためにはどうしたら良いかを

考える。

（知及技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知る。

（思判表力）

活動の流れに興味を持ち、簡単な

活動に参加したり、他学年と関

わったりする。

（知・技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知ることができてい

る。

（思・判・表）

活動の流れに興味を持ち、簡単な

活動に参加したり、他学年と関

わったりしようとする。

〇児童集会に参加しよう

（３・４年発表）

〇他学年の発表を見たり、児

童会のダンスを踊ったりす

る。

（知及技）

不審者に出会ったときの対応につ

いて知ることができる。

（思判表力）

安全に過ごすために行動すること

ができる。

（学・人）

健康や安全に関心を持って取り組

むことができる。

（知・技）

不審者に出会ったときの対応につ

いて知っている。

（思・判・表）

安全に過ごすために行動してい

る。

（主学）

健康や安全に関心を持って取り組

んでいる。

〇不審者対応避難訓練

・事後学習

・自分の身を守る

〇自分の身を守る方法につい

て知る。

・実際に大きな声を出した

り、周囲の人に助けを求める

練習をしたりして、不審者へ

に出会った時の対応の仕方を

知る。

（知及技）

沖縄戦について知り、平和や生命

の大切さに気づくことができる。

（知・技）沖縄戦について知り、

平和や生命の大切さに気づいてい

る。

〇平和学習（慰霊の日） 〇沖縄戦の様子について知

る。

・平和について友達と話し合

い、自分なりのイメージを持

ち、絵や文字に描く。

（学・人）

健康や安全に関心を持って取り組

むことができる。

（主学）

健康や安全に関心を持って取り組

んでいる。

〇プライベートゾーン

・からだを知ろう

☆ここからわーく

（生命の安全教育）

〇ぼくのからだ、わたしのか

らだ

・体の名称を知る

（知及技）

夏休みの過ごし方を考え、確認す

ることができる。

（学・人）

１学期に頑張ったことや楽しかっ

たことを振り返ろうとする。

（知・技）

夏休みの過ごし方を考え、確認す

ることができている。

（主学）

１学期に頑張ったことや楽しかっ

たことを振り返ろうとしている。

〇１学期頑張った会

・1学期の振り返り

・夏休みの過ごし方につい

て

〇写真や動画を見ながら１学

期の振り返りを行う。

・頑張ったことや楽しかった

ことを選択肢の中から選んで

発表する。(キャリアパスポー

トの活用)

・視覚教材をみながら、夏休

みの過ごし方を確認する。

（知及技）

２学期の行事を知ることができ

る。

（思判表力）

自分の頑張りたいことを考え、選

ぶことができる。

（知・技）

２学期の行事を知ろうとすること

ができている。

（思・判・表）

自分の頑張りたいことを考え、選

んでいる。

〇２学期頑張ろう会

・夏休みの思い出発表

・行事の紹介

・目標設定

（学年・学級）

〇夏休みを振り返り、夏休み

の出来事について皆の前で発

表する。

・視覚教材を見て、２学期の

行事や活動について知る。

・頑張りたいことや楽しみな

ことを選択肢の中から選んで

発表する。(キャリアパスポー

トの活用)

（学・人）

健康や安全に関心を持って取り組

むことができる。

（主学）

健康や安全に関心を持って取り組

んでいる。

〇自分の体を知る

　男女の身体の違い

〇ぼくのからだ、わたしのか

らだ

・体の名称を知る

1

学

期

５月 4

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよ

う｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣

６月

2

学

期

９月 3

〇国語　A聞く・話す

「はなしてみよう」

B書く

「言葉で遊ぼう」

〇算数　A数量の基礎

「数えてみよう」

〇音楽　A表現

「うたおう」

5

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

 B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよ

う｣

｢数えてみよう｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣

〇図画工作

A表現

｢つくってみよう｣

｢描いてみよう｣

７月 3

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

 B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよ

う｣

｢数えてみよう｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣



（知及技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知る。

（思判表力）

活動の流れに興味を持ち、簡単な

活動に参加したり、他学年と関

わったりする。

（学・人）

様々な集団での学習に参加でき、

望ましい人間関係を築こうとす

る。

（知・技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知ることができてい

る。

（思・判・表）

活動の流れに興味を持ち、簡単な

活動に参加したり、他学年と関

わったりしようとする。

（主学）

様々な集団での学習に参加でき、

望ましい人間関係を築こうとして

いる。

〇児童集会に参加しよう

（１・２年）

〇他学年の発表を見たり、児

童会のダンスを踊ったりす

る。

（知及技）

食べたいおやつについて話し合

い、選んだりして決める。

（思判表力）

活動内容や準備などについて考

え、実践する。

（学･人）

活動を楽しみにし、見通しを持っ

たり振り返ったりしながら取り組

む。

（知・技）

食べたいおやつについて話し合

い、選んだりして決めている。

（思・判・表）

活動内容や準備などについて考

え、実践している。

（主学）

活動を楽しみにし、見通しを持っ

たり振り返ったりしながら取り組

もうとしている。

〇お楽しみ調理をしよう

・何を作るか、何味がいい

か等の自己選択

・役割分担をして、実際に

調理をする

〇食べたいおやつについて話

し合う。

・役割分担して、なかよく調

理をする。

（知及技）

地震や津波が起きたときの対応に

ついて知ることができる。

（思判表力）

安全に過ごすために行動すること

ができる。

（学・人）

健康や安全に関心を持って取り組

むことができる。

（知・技）

地震や津波が起きたときの対応に

ついて知ろうとしている。

（思・判・表）

安全に過ごすために行動してい

る。

（主学）

健康や安全に関心を持って取り組

んでいる。

〇地震津波避難訓練

・事前学習

・事後学習

〇動画や視覚教材を見て、自

分の身を守る方法について知

る。

・実際に身を隠したり、周囲

の指示に従って避難する練習

をしたりして、地震や津波が

起きた時の対応の仕方を知

る。

（知及技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知る。

（思判表力）

活動の流れに興味を持ち、簡単な

活動に参加したり、他学年と関

わったりする。

（知・技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知ることができてい

る。

（思・判・表）

活動の流れに興味を持ち簡単な活

動に参加したり、他学年と関わっ

たりしようとする。

〇児童集会に参加しよう

（５・６年）

〇他学年の発表を見たり、児

童会のダンスを踊ったりす

る。

（知及技）

正しい手の洗い方やうがいの仕方

が分かる。

（知・技）

正しい手の洗い方やうがいの仕方

が分かっている。

〇感染症対策をしよう

・手の洗い方

・うがいの仕方

・咳エチケット

☆ここからわーく

（世界エイズデー）

〇正しい手洗いの手順やうが

いの仕方を身に付けるように

する。

（知及技）

学習発表会について知ることがで

きる。

（思判表力）

自分の役割が分かり、活動に取り

組むことができる。

（学・人）

学習発表会で頑張ったことや楽し

かったことを考え、振り返ろうと

する。

（知・技）

学習発表会について知ることがで

きている。

（思・判・表）

自分の役割が分かって参加してい

る。

（主学）

学習発表会で頑張ったことや楽し

かったことを振り返ろうとしてい

る。

〇学習発表会

・事前学習

・事後学習

〇写真や動画を見て、学習発

表会の日程や内容について知

る。

・自分の役割を知る。

・振り返りを行う。

・選択肢の中から選んで発表

する。

（知及技）

冬休みの過ごし方を確認すること

ができる。

（学・人）

２学期に頑張ったことや楽しかっ

たことを振り返ろうとする。

（知・技）

冬休みの過ごし方を確認しようと

している。

（主学）

２学期に頑張ったことや楽しかっ

たことを振り返ろうとしている。

〇２学期頑張った会

・２学期の振り返り

・冬休みの過ごし方

（学年・学級）

〇写真や動画を見ながら２学

期の振り返りを行う。

・頑張ったことや楽しかった

ことを選択肢の中から選んで

発表する。(キャリアパスポー

トの活用)

・視覚教材をみながら、冬休

みの過ごし方を確認する。

2

学

期

１０月

１２月 3

〇国語　A聞く・話す

「話してみよう」

B書く

「かいてみよう」

〇算数　A数量の基礎

｢同じものを合わせよう｣

〇音楽　A表現

「からだをうごかそう」

3

〇国語　A聞く・話す

「はなしてみよう」

 B書く

「言葉で遊ぼう」

〇算数　A数量の基礎

「数えてみよう」

〇音楽　A表現

「うたおう」

１１月 3

〇国語　A聞く・話す

「はなしてみよう」

B書く

「どんな意味かな」

〇算数　A数量の基礎

「かぞえてみよう」

〇音楽　A表現

「うたおう」



（知及技）

３学期の行事を知ることができ

る。

（思判表力）

自分の頑張りたいことを選ぶこと

ができる。

（知・技）

３学期の行事を知ろうとしてい

る。

（思・判・表）

自分の頑張りたいことを選ぼうと

している。

〇３学期頑張ろう会

・行事の紹介

・目標設定

（学年・学級）

〇視覚教材を見て、３学期の

行事や活動について知る。

・頑張りたいことや楽しみな

ことを選択肢の中から選んで

発表する。(キャリアパスポー

トの活用)

（学・人）

自己の課題解決のためによりよい

実践方法を考えようとする。

（主学）

自己の課題解決のためによりよい

実践方法を考えようとしている。

〇心の鬼を退治しよう 〇自分や友達の良いところ、

直してほしいところを話し合

う。

（知及技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知る。

（思判表力）

活動の流れに興味を持ち、簡単な

活動に参加したり、他学年と関

わったりする。

（知・技）

他学年との交流に参加し、集会の

簡単な流れを知ることができてい

る。

（思・判・表）

活動の流れに興味を持ち簡単な活

動に参加したり、他学年と関わっ

たりしようとする。

〇児童会役員引継式・任命

式

〇他学年の発表を見たり、児

童会のダンスを踊ったりす

る。

（知及技）

食べたいおやつについて話し合

い、選んだりして決める。

（思判表力）

活動内容や準備などについて考

え、実践する。

（学･人）

活動を楽しみにし、見通しを持っ

たり振り返ったりしながら取り組

む。

（知・技）

食べたいおやつについて話し合

い、選んだりして決めている。

（思・判・表）

活動内容や準備などについて考

え、実践している。

（主学）

活動を楽しみにし、見通しを持っ

たり振り返ったりしながら取り組

もうとしている。

〇お楽しみ調理をしよう

・何を作るか、何味がいい

か等の自己選択

・役割分担をして、実際に

調理をする

〇食べたいおやつについて話

し合う。

・役割分担して、なかよく調

理をする。

３月 2

（知及技）

春休みの過ごし方を確認すること

ができる。

（思判表力）

新学年へ向けての目標を、考える

ことができる。

（学・人）

３学期に頑張ったことや楽しかっ

たことを、振り返ろうとする。

（知・技）

春休みの過ごし方を確認しようと

することができている。

（思・判・表）

新学年へ向けての目標を、考えて

いる。

（主学）

３学期に頑張ったことや楽しかっ

たことを、振り返ろうとしてい

る。

〇３学期頑張った会

・３学期の振り返り

・新学年に向けて

・春休みの過ごし方につい

て

〇写真や動画を見ながら３学

期の振り返りを行う。

・頑張ったことや楽しかった

ことを選択肢の中から選んで

発表する。(キャリアパスポー

トの活用)

・新学年で頑張りたいことを

考えて、皆の前で発表する。

・視覚教材をみながら、春休

みの過ごし方を確認する。

〇国語　A聞く・話す

B書く

「絵本を読もう」

〇算数　A数量の基礎

｢大きさの違うものを選

んでみよう｣

〇音楽　A表現

「どうぶつになってあそ

ぼう」

留意点

引継等

評価方法 ・行動観察・三観点の確認　・授業に対する取り組み姿勢

3

学

期

１月 2

〇国語　A聞く・話す

 B書く

「絵本を読もう」

〇算数　A数量の基礎

｢おなじものをさがそう｣

〇音楽　A表現

「からだをうごかそう」

２月 3

〇国語　A聞く・話す

 B書く

「絵本を読もう」

〇算数　A数量の基礎

｢いろいろな形をみつけ

よう｣

〇音楽　A表現

「からだをうごかそう」

〇生活　ウ日課・予定

 オ人との関わり

カ役割

〇図画工作　A表現

「作ってみよう」



教科書／副教材

せいかつ☆

４月 31

（知及技）

簡単な身辺処理に関する初

歩的な知識や技能を身に付

ける。【アｰ(イ)】

（思判表力）

簡単な身辺処理に気付き，

教師と一緒に行おうとす

る。【アｰ(ア)】

（学・人）

自分のことに取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

したりする。

（知及技）

身の回りにあるものの仕組

みや働きについて関心をも

つことができる。【シ－

（イ）】

（思判表力）

身の回りにあるものの仕組

みや働きに気付き， それ

を教師と一緒にみんなに伝

えようとすることができ

る。【シ－（ア）】

（学・人）

ものの仕組みの興味を持

ち、学習に取り組もうとす

る。

（知・技）

必要な身辺処理や集団での基

本的生活習慣に慣れる。

（思・判・表）

教師の支援を受けながら日常

生活に役立てようと取り組ん

でいる。

（主学）

自分のことに取り組んだり、

生活を豊かにしようとしたり

している。

（知・技）

日常生活の中で、ものの仕組

みや働きが分かっている。

（思・判・表）

日常生活の中で、ものの仕組

みや働きが分かり、教師の支

援を受けながら考えてそれら

を表現している。

（主学）

・教師の支援を受けながら学

習に取り組もうとしている。

基本的生活習慣

①食事

②用便

③清潔

④身の回りの整理

⑤身なり

（年間を通して）

ものの仕組みと働き

①物の重さ

(年間を通して)

・絵を見ながら教師と一緒に登場人物の音

声や動きの模倣をする。

・身近な人から話し掛けられた状況を受け

止め、関心をもって相手を見たり、音で模

倣したり、返事したり簡単な言葉で表現し

たりする。

・自分と登場人物を置き換えたり、教師や

友達と役割分担をしながら繰り返し「おー

い」と声を出して呼びかけ合ったり、手を

挙げて応じたりしてやりとりを楽しむ。

国「図書室へ行っ

てみよう」

算「くらべてみよ

う」

　「「かさ」をは

かろう」

図「作ってみよう

～動くオモチャ

～」

５月 32

（知及技）

簡単な日課について、関心

をもつことができる。

【ウー（イ）】

（思判表力）

身の回りの簡単な日課に気

付き、教師と一緒に日課に

沿って行動しようとするこ

とができる。【ウ-

（ア）】

（学・人）

日課に沿って行動しようと

する。

（知及技）

身の回りの社会の仕組みや

公共施設の使い方などにつ

いて関心をもつことができ

る。【コ-（イ）】

（思判表力）

身の回りにある社会の仕組

みや公共施設に気付き、そ

れを教師と一緒にみんなに

伝えようとすることができ

る。【コ－（ア）】

（学・人）

地域について関心を持ち、

学習に取り組もうとする。

（知・技）

・日常生活の日課、予定が分

かっている。

（思・判・表）

・教師の支援を受けながらお

よその予定を見通しを持って

行動している。

（主学）

教師と一緒に日課に沿って行

動しようとしている。

（知・技）

身の回りの社会の仕組みや公

共施設の使い方などについて

関心をもつことができてい

る。

（思・判・表）

身の回りにある社会の仕組み

や公共施設に気付き， それを

教師の支援を受けながらみん

なに伝えている。

（主学）

公共施設を利用しようとして

いる。

日課

①日課に沿って行動す

る

（年間を通して）

社会の仕組みと公共施

設

①家族・親戚・近所の

人

②学校

（年間を通して）

1 日課に沿って行動 し，学校生活に簡
単な見通しをもつ。

1自分の父母，兄弟姉妹，祖父母が分かり，

家族と気持ちを安定させて生活する。

2 隣近所の人に関心をもつ。

3 校内探検等を通して，自分の教室や音楽

室，図書室等に関心をもつ。

4 教室や音楽室，図書室等の場所や名称を

知る。

5 担任の先生や保健室の先生等，自分に身

近な先生が分かり，気持ちを安定させて生

活する。

国「説明文を読
もう」
算「しらべよ
う」

1

学

期

単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴 に関心をもつとともに、身の回りの生 活に

おいて必要な基本的な習慣や技能を身に付けるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然と自分との関わりについて関心をもち、感じたことを

伝えようとする。

（学・人）学びに向かう力、人間性
自分のことに取り組もうとしたり、身近な人々、社会及び自然に関心をもち、意欲をもって学んだり、生活に生かそう

としたりする態度を養う。

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連
日 月

時

数

単元・題材目標
（三つの柱）

令和８年　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　生活科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

350 20名



（知及技）

集団の中での役割に関心を

もつことができる。

【カ－（イ）】

（思判表力）

身の回りの集団に気付き，

教師と一緒に参加しようと

することができる。【カ－

（ア）】

（学・人）

様々な役割があることに気

付き、学習に取り組もうと

する。

（知・技）

集団の中での役割に関心をも

つことができている。

（思・判・表）

身の回りの集団に気付き、教

師の支援を受けながら参加し

ている。

（主学）

さまざまな役割活動に取り組

んでいる。

役割

①集団の参加や集団内

での役割

②地域の行事への参加

（年間を通して）

1誕生会や校外学習、学習発表会等に参加す

る。

2 あいさつの号令かけ や黒板ふきなどの係

活動をする。

3 地域の行事に参加する。

（知及技）

身の回りの人との関わり方

に関心をもつことことがで

きる。【オ–（イ）】

（思判表力）

教師や身の回りの人に気付

き、簡単な挨拶などをしよ

うとすることことができ

る。【オ–（ア）】

（学・人）

教師や身の回りの人に気付

き、関わろうとする。

（知・技）

身近な人との簡単な応対の仕

方を理解している。

（思・判・表）

教師や身の回りの人に気付

き、簡単な挨拶などをしよう

としている。

（主学）

自分との関わりが分かり、考

えて簡単な応対などをしよう

としている。

人との関わり

①自分自身と家族

②身近な人との関わり

(年間を通して)

1 自分の名前がわかり、名前を呼ばれたと

きに身振りや表情、挙手や発声等で応答す

る。

2 教師や友達の名前がわかる。

3 友達と手をつなぐ。

4 教師と一緒に頭を下げたり、握手したり

してあいさつする。

5 表情、身振り、動作、声、絵カードなど

で自分の要求を表現する。

（知及技）

身の回りの社会の仕組みや

公共施設の使い方などにつ

いて関心をもつことができ

る。【コ-（イ）】

（思判表力）

身の回りにある社会の仕組

みや公共施設に気付き、そ

れを教師と一緒にみんなに

伝えようとすることができ

る。【コ－（ア）】

（学・人）

地域について関心を持ち、

学習に取り組もうとする。

（知・技）

日常生活に関わりのある地域

の店や公共施設が分かってい

る。

（思・判・表）

日常生活に関わりのある地域

の店や公共施設が分かり、考

えてそれらを表現している。

（主学）

地域について関心を持って考

えて調べたり、表現しようと

取り組もうとしている。

校外学習に行こう（1）

社会の仕組みと公共施

設

①公共施設の利用

②交通機関の利用

(年間を通して)

・事前学習

・事後学習

1 教師と一緒に公園や図書館、駅等の身近

な公共施設を利用する。

2 バス等を利用し、乗り降りするときには

定期券を見せたり、現金で料金を支払った

りするなど様々な方法があることを知る。

3 通学のバスに乗ることに慣れる。

７月 32

（知及技）

身の回りの遊びや遊び方に

ついて関心をもつ。【エー

（イ）】

（思判表力）

身の回りの遊びに気付き

教師や友達と同じ場所で遊

ぼうとする。【エー

（ア）】

（学・人）

決まりについて気付くとと

もに、色々な遊びを通して

生活を豊かにしようとした

りする。

（知及技）

金銭の扱い方などに関心を

もつことができる。【ク-

(イ)】

（思判表力）

身の回りの生活の中で教師

と一緒に金銭を扱おうとす

ることができる。【ク-

(ア)】

（学・人）

金銭に関心を持ち、学習に

取り組もうとする。

（知・技）
友達と仲良く遊ぶことがで
きている。

（思・判・表）
決まりを守って遊んでい
る。

（主学）
決まりについて関心を持
ち、色々な遊びを通して生
活を豊かにしようとしてい
る。
（知・技）
金銭の扱い方などの知識や
技能を理解している。
（思・判・表）
身近な生活の中で、金銭の
価値や必要性に気づいてい
る。
（主学）
金銭の扱い方に関心をよ
せ、金銭を扱おうとしてい
る。

遊び
①いろいろな遊び
②遊具の後片付け
（年間を通して）

金銭の扱い
①金銭の扱い
(年間を通して)

１教師や友達と同じ場所で、好きなこ
とをして遊ぶ。
２教師のまねをして、手足を動かして
遊ぶ。
３テレビや絵本など、友達と一緒に楽
しむ。
４おもちゃなど身近にある物で遊ぶ。
５ぶらんこ、すべり台、砂場等で遊
ぶ。
６教師と一緒に遊具等の後片付けをす
る。

1 お金が大切なものであることが分か
り、粗末に扱わない。
2 いろいろな種類の硬貨や紙幣がある
ことを知る。
3教師と一緒に、お店の人にお金を渡し
たり、お金を財布に入れたりする。

国「お店の人に
聞いてみよう」
算「金銭」

1

学

期

６月 32



９月 32

（知及技）
身の回りにあるものの仕
組みや働きについて関心
をもつことができる。
【シ－（イ）】
（思判表力）
身の回りにあるものの仕
組みや働きに気付き、そ
れを教師と一緒にみんな
に伝えようとすることが
できる。
【シ－（ア）】
（学・人）
ものの仕組みの興味を持
ち、学習に取り組もうと
する。

（知・技）
日常生活の中で、ものの仕
組みや働きが分かっている
る。
（思・判・表）
日常生活の中で、ものの仕
組みや働きが分かり、それ
らを表現している。
（主学）
教師の支援を受けながら学
習に取り組もうとしてい
る。

ものの仕組みと働き
①風やゴムの力の働
き
(年間を通して)

1 風やゴムの力によって物が動く様子
に関心をもつ。
2 かざぐるまや紙コップロケット等、
風やゴムの力で動く簡単なおもちゃを
作り、動く様子に関心をもつ。

国「図書室へ
行ってみよう」
算「くらべてみ
よう」
　「「かさ」を
はかろう」
図「作ってみよ
う～動くオモ
チャ～」

１０月 32

（知及技）
身の回りの社会の仕組み
や公共施設の使い方など
について関心をもつこと
ができる。
【コ－（イ）】
（思判表力等）
身の回りにある社会の仕
組みや公共施設に気付
き， それを教師と一緒
にみんなに伝えようとす
ることができる。
【コ－（ア）】
（学・人）
地域について関心を持
ち、学習に取り組もうと
する。

（知・技）
身の回りの社会の仕組みや
公共施設の使い方などにつ
いて関心をもつことができ
ている。
（思・判・表）
身の回りにある社会の仕組
みや公共施設に気付き、そ
れを教師の支援を受けなが
らみんなに伝えている。
（主学）
教師と一緒に公共施設を利
用しようとしている。

社会の仕組みと公共
施設
①いろいろな店
②社会の様子
（年間を通して）

1 近隣や通学路にある店に関心をも
つ。

2 学校や家の近所の商店や公園、駅等
に出掛け関心をもつ。

１１月 32

（知及技）
集団の中での役割に関心
をもつことができる。
【カ－（イ）】
（思判表力）
身の回りの集団に気付
き， 教師と一緒に参加
しようとすることができ
る。
【カ－（ア）】
（学・人）
様々な役割があることに
気付き、学習に取り組も
うとする。

（知・技）
集団の中での役割に関心を
もつことができている。
（思・判・表）
身の回りの集団に気付き、
教師の支援を受けながら参
加している。
（主学）
さまざまな役割活動に取り
組んでいる。

役割
①地域の行事への参
加
（年間を通して）

1誕生会、校外学習、運動会等に参加す
る。
2 あいさつの号令かけ や黒板ふきなど
の係活動をする。
3 地域の行事に参加する。

１２月 32

（知及技）
金銭の扱い方などに関心
をもつことができる。
【ク-(イ)】
（思判表力）
身の回りの生活の中で、
教師と一緒に金銭を扱お
うとすることができる。
【ク-(ア)】
（学・人）
金銭に関心を持ち、学習
に取り組もうとする。

（知・技）
金銭の扱い方などの知識や
技能を理解している。
（思・判・表）
身近な生活の中で、金銭の
価値や必要性に気づいてい
る。
（主学）
金銭の扱い方に関心をよ
せ、金銭を扱おうとしてい
る。

金銭の扱い
①買い物
②自動販売機の利用
(年間を通して)

1 品物を選んでレジま で持っていき、
お店の人にお金を渡したり品物を袋に
入れたりする。
2 自動販売機を利用する。

国「お店の人に
聞いてみよう」
算「金銭」
　「くらべてみ
よう」
図「描いてみよ
う」

2

学

期



（知及技）
身の回りにあるものの仕
組みや働きについて関心
をもつことができる。
【シ－（イ）】
（思判表力）
身の回りにあるものの仕
組みや働きに気付き，
それを教師と一緒にみん
なに伝えようとすること
ができる。
【シ－（ア）】
（学・人）
ものの仕組みの興味を持
ち、学習に取り組もうと
する。

（知・技）
日常生活の中でものの仕組
みや働きが分かっている。
（思・判・表）
日常生活の中でものの仕組
みや働きが分かり、それら
を表現している。
（主学）
教師の支援を受けながら、
ものの仕組みや働きに関し
て関心をもって調べたり表
現しようとしている。

ものの仕組みと働き
②風やゴムの力の働
き
(年間を通して)

1 風やゴムの力によって物が動く様子
に関心をもつ。
2 かざぐるまや紙コップロケット等、
風やゴムの力で動く簡単なおもちゃを
作り、動く様子に関心をもつ。

国「図書室へ
行ってみよう」
算「くらべてみ
よう」
　「「かさ」を
はかろう」
図「作ってみよ
う～動くオモ
チャ～」

（知及技）
身の回りの社会の仕組み
や公共施設の使い方など
について関心をもつこと
ができる。【コ－
（イ）】
（思判表力）
身の回りにある社会の仕
組みや公共施設に気付
き、それを教師と一緒に
みんなに伝えようとする
ことができる。【コ
（ア）】
（学・人）
地域について関心を持
ち、学習に取り組もうと
する。

（知・技）
日常生活に関わりのある地
域の店や公共施設が分かっ
ている。
（思・判・表）
日常生活に関わりのある地
域の店や公共施設が分か
り、考えてそれらを表現し
ている。
（主学）
地域について関心を持って
考えて調べたり、表現しよ
うと取り組もうとしてい
る。

社会の仕組みと公共
施設
①公共施設の利用
②交通機関の利用
(年間を通して)

1 教師と一緒に公園や図書館、駅等の
身近な公共施設を利用する。
2 バス等を利用し、乗り降りするとき
には定期券を見せたり、現金で料金を
支払ったりするなど様々な方法がある
ことを知る。
3 通学のバスに乗ることに慣れる。

３月 31

（知及技）
集団の中での役割に関心
をもつことができる。
【カ－（イ）】
（思判表力）
身の回りの集団に気付
き、教師と一緒に参加し
ようとすることができ
る。
【カ－（ア）】
（学・人）
様々な役割があることに
気付き、学習に取り組も
うとする。

（知・技）
集団の中での役割に関心を
もつことができている。
（思・判・表）
身の回りの集団に気付き、
参加している。
（主学）
さまざまな役割活動に取り
組んでいる。

役割
①共同での作業と役
割分担
（年間を通して）

1 給食のときに食器を 並べたり、牛乳
を配ったりする等の係活動をする。

評価方
法

・三観点の確認　・行動観察・授業に対する取り組み姿勢　・理解度・習得度　

留意点
引継等

3

学

期

１
月2
月

64



教科書／副教材

こくご☆

４月 9

（知及技）身近な

人の話し掛けに慣

れ、言葉が事物の

内容を表している

ことを感じること

ができる。【アー

（ア）】

（思判表力）

身近な人からの話

し掛けに注目した

り、応じて答えた

りすることができ

る。【A−イ】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）

身近な人の話し掛けに

慣れ、教師の支援を受

けながら言葉が事物の

内容を表していること

を感じることができて

いる。

（思・判・表）

教師と一緒に身近な人

からの話しかけに注目

したり、応じて答えよ

うとしている。

（主学）

言葉で表すことやその

よさを感じるととも

に、言葉を使おうとし

ている。

呼びかけてみ

よう

・自己紹介

・おーい

・絵を見ながら教師と一

緒に登場人物の音声や動

きの模倣をする。

・身近な人から話し掛け

られた状況を受け止め、

関心をもって相手を見た

り、音で模倣したり、返

事したり簡単な言葉で表

現したりする。

・自分と登場人物を置き

換えたり、教師や友達と

役割分担をしながら繰り

返し「おーい」と声を出

して呼びかけ合ったり、

手を挙げて応じたりして

やりとりを楽しむ。

算数

｢さわってみ

よう、探し

てみよう｣

音楽

｢どんなうた

があるかな｣

特別の教科

道徳

｢友達と仲よ

く｣

特別活動

｢どうぞよろ

しくね会

(２)｣

５月 9

（知及技）いろい

ろな筆記具触れ、

書くことを知るこ

とができる。【イｰ

（ウ）㋐】

・筆記具の持ち方

や、正しい姿勢で

書くことを知るこ

とができる。【イ–

（ウ）㋑】

（思判表力）文字

に興味をもち、書

こうとすることが

できる。【Ｂ－

イ】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）教師と一緒

にいろいろな筆記具に

触れ、書くことを知る

ことができている。

・教師と一緒に筆記具

の持ち方、正しい姿勢

で書くことを知ること

ができている。

（思・判・表）文字に

興味をもち、書こうと

することができてい

る。

（主学）

言葉で表すことやその

よさを感じるとともに

言葉を使おうとしてい

る。

かいてみよう

・いろいろな

線、形

・クレヨン、水性ペン等

の筆記具を使っていろい

ろな線や形を書く。

算数

｢いろいろ

な形をみつ

けよう｣

図画工作

｢作ってみ

よう｣

単元・題材の活動内容

教科等横断

的視点

他教科との

関連

1
学
期

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
日常生活に必要な身近な言葉が分かり使うようになるとともに、いろいろな言葉や我

が国の言語文化に触れることができるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
言葉をイメージしたり、言葉による関わりを受け止めたりする力を養い、日常生活に

おける人との関わりの中で伝え合い、自分の思いをもつことができるようにする。

（学・人）学びに向かう力、人間性 言葉で表すことやそのよさを感じるとともに、言葉を使おうとする態度を養う。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　国語科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

105 20名



６月 10

（知及技）教師の

支援を受けながら

読み聞かせに注目

し、いろいろな絵

本などに興味をも

つことができる。

【イｰ（エ）】

（思判表力）教師

と一緒に絵本など

を見て、示された

身近な事物や生き

物などに気付き、

注目することがで

きる。【Ｃｰア】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

(知・技）教師の支援を

受けながら読み聞かせ

に注目し、いろいろな

絵本などに興味をもつ

ことができている。

（思・判・表）教師と

一緒に絵本などを見

て、示された身近な事

物や生き物などに気付

き、注目することがで

きている。

（主学）言葉で表すこ

とやそのよさを 感じる

とともに、言葉を使お

うとしている。

絵本を読もう

・あなたはだ

あれ

・動物のシルエットを提

示し、「この動物はなん

でしょう」等と問いかけ

る。

・動物の動作や鳴き声な

どを模倣しながら、やり

とりの楽しさを味わえる

ようにする。

・お面やペープサートな

どを用い、動物役を決

め、物語を再現して楽し

む。

・写真カードや動物の鳴

き声で動物当てゲームを

しながら、様々な動物の

名前等を言う。

算数

「見た目の

大きさで分

けてみよ

う」

図画工作

「作ってみ

よう」

７月 10

（知及技）身近な

人の話し掛けに慣

れ、教師と一緒に

言葉が事物の内容

を表していること

を感じること。

【アー（ア）】

（思判表力）教師

と一緒に絵や矢印

などの記号で表さ

れた意味に応じ行

動することができ

る。【C–（ウ）】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）身近な人の

話し掛けに慣れ、教師

と一緒に言葉が事物の

内容を表していること

を感じることができて

いる。

（思・判・表）教師と

一緒に絵や矢印などの

記号で表された意味に

応じ行動することがで

きている。

（主学）言葉で表すこ

とやそのよさを 感じる

とともに、言葉を使お

うとしている。

どんな意味か

な

・しるし

・記号

・きまり

・提示された矢印の方向

に体を動かすゲームを行

う。

・示された絵や矢印の記

号を見ながらその場所へ

移動する。

・場所を表す絵や写真か

ら自分が行きたい場所を

選び、絵や矢印の記号を

見て移動する。

算数

｢おなじも

のをさがそ

う｣

特別の教科

道徳

｢きまりを

守って｣

９月 10

（知及技）遊びを通

して、教師と一緒に

言葉のもつ楽しさに

触れることができ

る。【イ–（イ）】

（思判表力）絵本な

どを見て、次の場面

を楽しみにしたり、

教師と一緒に登場人

物の動きなどを模倣

したりすることがで

きる。【C–エ】

（学・人）言葉で表

すことやその良さを

感じるとともに、言

葉を使おうとする。

（1段階）

(知・技）遊びを通して、

教師と一緒に言葉のもつ

楽しさに触れることがで

きている。

（思・判・表）絵本など

を見て、次の場面を楽し

みにしたり、教師と一緒

に登場人物の動きなどを

模倣したりすることがで

きている。

（主学）言葉で表すこと

やそのよさを 感じるとと

もに、言葉を使おうとし

ている。

言葉で遊ぼう

・まほうのはこ

・帽子やマント等の実物を

身に着けた教師が魔法使い

の模倣をする様子を見る。

・帽子やマント等の実物を

身に着けて、教師と一緒に

掛け声を言いながら魔法を

かける動作をして魔法使い

ごっこをする。

・魔法をかけて食べ物が飛

び出す様子を、教師と一緒

に呼びかけに対する応答遊

び、音まね・声まね遊び等

の遊びを通して表現し、言

葉の響きやリズムを体感し

たり楽しんだりする。

・教師の話を聞いて、絵に

注目したり、魔法の箱から

小さい子供や食べ物が出て

くるという展開を楽しむ。

算数

｢パズルを

やってみよ

う｣

図画工作

｢作ってみよ

う｣

特別の教科

道徳

｢日頃お世話

になってい

る人｣

特別活動

｢係の仕事を

しよう(１)｣

1
学
期

2
学
期



１０月 10

（知及技）身近な

人の話し掛けに慣

れ、教師と一緒に

言葉が事物の内容

を表していること

を感じること。

【アー（ア）】

（思判表力）教師

と一緒に伝えたい

ことを思い浮か

べ、身振りや音声

などで表すことが

できる。【A–

（ウ）】

・教師と一緒に絵

本などを見て知っ

ている事物や出来

事を指さしなどで

表現することがで

きる。【C–

（イ）】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）身近な人の

話し掛けに慣れ、教師

と一緒に言葉が事物の

内容を表していること

を感じることができて

いる。

（思・判・表）教師と

一緒に伝えたいことを

思い浮かべ， 身振りや

音声などで表すことが

できている。

・教師と一緒に絵本な

どを見て知っている事

物や出来事を指さしな

どで表現することがで

きている。

（主学）言葉で表すこ

とやそのよさを 感じる

とともに、言葉を使お

うとしている。

絵本を読もう

・ほっとけー

き

・絵を見ながら、知って

いる事物や出来事などを

指さししたり、表情や身

振り、音声で応答したり

する。

・絵を示しながら、「次

は何をするかな」「どん

な音かな」等、児童が自

身の経験と照らし合わせ

たり、て考えたりする。

・具体物や絵を見て言葉

と結び付ける。

・児童か見聞きしたこと

や感じたこと等を具体物

や絵、写真等を手掛かり

して想起したり、表情や

身振り、音声で模倣した

りして応答する。

算数

｢いろいろ

な形をみつ

けよう｣

図画工作

｢作ってみ

よう｣

１１月 10

（知及技）身近な

人の話し掛けに慣

れ、教師と一緒に

言葉が事物の内容

を表していること

を感じること。

【アー（ア）】

（思判表力）教師

と一緒に伝えたい

ことを思い浮か

べ、身振りや音声

などで表すことが

できる。【A–

（ウ）】

・教師と一緒に絵

本などを見て知っ

ている事物や出来

事を指さしなどで

表現することがで

きる。【C–

（イ）】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）身近な人の

話し掛けに慣れ、教師

と一緒に言葉が事物の

内容を表していること

を感じることができて

いる。

（思・判・表）教師と

一緒に伝えたいことを

思い浮かべ， 身振りや

音声などで表すことが

できている。

・教師と一緒に絵本な

どを見て知っている事

物や出来事を指さしな

どで表現することがで

きている。

（主学）言葉で表すこ

とやそのよさを 感じる

とともに、言葉を使お

うとしている。

絵本を読もう

・ほっとけー

き

・観劇鑑賞

・絵を見ながら、知って

いる事物や出来事などを

指さししたり、表情や身

振り、音声で応答したり

する。

・絵を示しながら、「次

は何をするかな」「どん

な音かな」等、児童が自

身の経験と照らし合わせ

たり、て考えたりする。

・具体物や絵を見て言葉

と結び付ける。

・児童か見聞きしたこと

や感じたこと等を具体物

や絵、写真等を手掛かり

して想起したり、表情や

身振り、音声で模倣した

りして応答する。

算数

｢いろいろ

な形をみつ

けよう｣

図画工作

｢作ってみ

よう｣

2
学
期



１２月 10

（知及技）教師と

一緒にいろいろな

筆記具触れ、書く

ことを知ることが

できる。【イｰ

（ウ）㋐】

・筆記具の持ち方

や、正しい姿勢で

書くことを知るこ

とができる。【イ–

（ウ）㋑】

（思判表力）文字

に興味をもち、教

師と一緒に書こう

とすることができ

る。【Ｂ－イ】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）教師と一緒

にいろいろな筆記具に

触れ、書くことを知る

ことができている。

・教師と一緒に筆記具

の持ち方や、正しい姿

勢で書くことを知るこ

とができている。

（思・判・表）文字に

興味をもち、教師と一

緒に書こうとすること

ができている。

（主学）

言葉で表すことやその

よさを感じるととも

に、言葉を使おうとし

ている。

かいてみよう

・年賀状

・年賀状に関連する言葉

を聞いたり、いろいろな

線で絵を表現したりす

る。

算数

｢同じもの

を合わせよ

う｣

図画工作

｢描いてみ

よう｣

特別の教科

道徳

｢いろいろ

な挨拶②｣

特別活動

｢２学期頑

張った会

(１)｣

１月 9

（知及技）教師と

一緒にいろいろな

筆記具触れ、書く

ことを知ることが

できる。【イｰ

（ウ）㋐】

・筆記具の持ち方

や、正しい姿勢で

書くことを知るこ

とができる。【イ–

（ウ）㋑】

（思判表力）文字

に興味をもち、教

師と一緒に書こう

とすることができ

る。【Ｂ－イ】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）教師と一緒

にいろいろな筆記具に

触れ、書くことを知る

ことができている。

・教師と一緒に筆記具

の持ち方や、正しい姿

勢で書くことを知るこ

とができている。

（思・判・表）文字に

興味をもち、教師と一

緒に書こうとすること

ができている。

（主学）

言葉で表すことやその

よさを感じるととも

に、言葉を使おうとし

ている。

かいてみよう

・すみあそび

・鉛筆、筆等の筆記具に

触れる。

・筆で自由に線や文字を

書く。

算数

｢同じもの

を合わせよ

う｣

図画工作

｢描いてみ

よう｣

特別の教科

道徳

｢いろいろ

な挨拶②｣

特別活動

｢３学期頑

張ろう会

(１)｣

2
学
期

3
学
期



２月 9

(知及技）言葉のも

つ音やリズムに触

れたり、言葉が表

す事物やイメージ

に触れたりするこ

とができる。

【アｰ（イ）】

（思判表力）身近

な人ととの関わり

や出来事につい

て、伝えたいこと

を思い浮かべた

り、選んだりする

ことができる。

【Ｂｰア】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

に、言葉を使おう

とする。（1段階）

（知・技）言葉のもつ

音やリズムに触れた

り、言葉が表す事物や

イメージに触れたりす

ることができている。

（思・判・表）身近な

人ととの関わりや出来

事について、教師と一

緒に伝えたいことを思

い浮かべたり、選んだ

りすることができてい

る。

（主学）言葉で表すこ

とやその良さを感じる

とともに、言葉を使お

うとしている。

言葉で遊ぼう

・ぼくのいち

にち

・絵を見ながら、登場人

物の動きを教師と一緒に

模倣したり、様子や音を

表す言葉、話している挨

拶等を教師と一緒に言葉

や動きで表現したりす

る。

・絵や写真等を見なが

ら、教師の発問を聞き、

言葉や動作で自由に表現

したり、提示された実物

や写真、絵カードを選ん

だり指さししたりして繰

り返しやりとりをする。

・絵を見ながら、教師の

音声を模倣してみたり、

教師と一緒に言葉で表現

してみたりする。

算数

｢１つずつ

合わせてみ

よう｣

図画工作

「作ってみ

よう」

特別の教科

道徳

「日頃お世

話になって

いる人」

特別活動

「係の仕事

をしよう

（１）」

３月 9

（知及技）教師と

一緒に読み聞かせ

に注目し、いろい

ろな絵本などに興

味をもつことがで

きる。【イ−

（エ）】

（思判表力）教師

と一緒に絵本など

を見て、知ってい

る事物や出来事な

どを指さしなどで

表現することがで

きる。【C-イ】

・教師と一緒に伝

えたいことを思い

浮かべ、身振りや

音声などで表すこ

とができる。【Ａｰ

ウ】

（学・人）言葉で

表すことやその良

さを感じるととも

（知・技）教師と一緒

に読み聞かせに注目

し、いろいろな絵本な

どに興味をもつことが

できている。

（思・判・表）教師と

一緒に絵本などを見

て、知っている事物や

出来事などを指さしな

どで表現することがで

きている。

・教師と一緒に伝えた

いことを思い浮かべ、

身振りや音声などで表

すことができている。

（主学）言葉で表すこ

とやそのよさを感じる

とともに、言葉を使お

うとしている。

話してみよう

・がっこうだ

いすき

・一場面ずつ絵に注目

し、教師と一緒に言葉や

擬声語などを声に出す。

・絵を見て次はどんな場

面になるかを教師と一緒

に考えたり、表現したり

する。

・教師が言った事物を表

す絵カードに視線や意識

を向けたり、指さしをし

たりする。

算数

｢数えてみ

よう｣

図画工作

｢見てみよ

う(鑑賞)｣

特別の教科

道徳

｢学校は楽

しいね①｣

評価方
法

・三観点の確認　・行動観察　・授業に対する取り組み姿勢　・理解度・習得度　

3
学
期

留意点
引継等



教科書／副教材

さんすう☆

４月 6

※全ての目標において、

「教師と一緒に」の文言

を文頭に付ける。

（知及技）ものの有無に

気付くことができる。

（Bア（ア）ア）

（思判表力）数詞ともの

との関係に注目し、数の

まとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活

で生かすことができる。

（Bア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の

楽しさに気付き関心や興

味を持っている。

※全ての評価規準において、

「教師と一緒に」の文言を文

頭に付ける。

（知・技）ものの有無に気付

いている。

（思・判・表）数詞とものと

の関係に注目し、数のまとま

りや数え方に気付き、それら

を学習や生活で生かしてい

る。

（主学）数学的活動の楽しさ

に気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決しよう

としている。算数で学んだこ

とを学習や生活に活用しよう

としている。

☆本P２８

・ある、ない③

・具体物の操作

・もの同士の対応

・分類、分配、整

理

・形の相違

・数詞、数唱

・大小，多少，長

短など

・絵を見ながら教師と一緒に登

場人物の音声や動きの模倣をす

る。

・身近な人から話し掛けられた

状況を受け止め、関心をもって

相手を見たり、音で模倣した

り、返事したり簡単な言葉で表

現したりする。

・自分と登場人物を置き換えた

り、教師や友達と役割分担をし

ながら繰り返し「おーい」と声

を出して呼びかけ合ったり、手

を挙げて応じたりしてやりとり

を楽しむ。

音楽「３び

きのやぎの

がらがらど

ん」

５月 6

（知及技）目の前のもの

を、１個、２個、たくさ

んで表すことができる。

（Bア（ア）イ）

・５までの範囲で数唱す

ることができる。（Bア

（ア）ウ）

（思判表力）数詞ともの

との関係に注目し、数の

まとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活

で生かすことができる。

（Bア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の

楽しさに気付き関心や興

味を持っている。

（知・技）目の前のものを、

１個、２個、たくさんで表し

ている。

・５までの範囲で数唱してい

る。

（思・判・表）数詞とものと

の関係に注目し、数のまとま

りや数え方に気付き、それら

を学習や生活で生かしてい

る。

（主学）数学的活動の楽しさ

に気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決しよう

としている。算数で学んだこ

とを学習や生活に活用しよう

としている。

☆本P30

・いち、に、たく

さん

☆本P32

・いち、に、さ

ん、し、ご

・左右の手に一つずつ具体物を

持ち、まだ両手には持てないほ

どの具体物がある状況を体感す

る。

・操作を通して、「数えるこ

と」があることに気付かせ「１

個、２個、たくさん」と表現す

るなど、「数唱」することにつ

いて学習する。

・５までの範囲の数唱では、

「数を数えること」ではなく

「数を唱える」ことに留意す

る。日常生活の中でも、指差し

や指を折りながら数唱すること

の体験を重ねる。

国語「呼びか

けてみよう」

単元・題材の活動内容

教科等横断

的視点他教

科との関連

1
学
期

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解するとともに、日常の

事象を数量や図形に注目して処理する技能を身に付けるようにする。（小知的1段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などに

気付き感じ取る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり柔軟に表したりす

る力を養う。（小知的１段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性等

数学的活動の楽しさに気付き、関心や興味をもち、学習したことを結び付けてよりよく問題を解

決しようとする態度、算数で学んだことを学習や生活に活用しようとする態度を養う。（小知的

１～３段階）

令和８年度　　　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　算数科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70 20名



６月 8

（知及技）３までの範囲

で具体物を取っている。

（Bア（ア）エ）

（思判表力）数詞ともの

との関係に注目し、数の

まとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活

で生かすことができる。

（Bア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の

楽しさに気付き関心や興

味を持っている。

（知・技）３までの範囲で具

体物を取っている。

（思・判・表）数詞とものと

の関係に注目し、数のまとま

りや数え方に気付き、それら

を学習や生活で生かしてい

る。

（主学）数学的活動の楽しさ

に気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決しよう

としている。算数で学んだこ

とを学習や生活に活用しよう

としている。

☆本P３４

・とりましょう

・視覚や聴覚、触覚など様々な

感覚を通して、「数を捉えるこ

と」ができるようにする。

・教科書のイラストのように、

配る皿やトレー、配る相手、数

詞の「さん」などを手がかり

に、必要な具体物を手に取る活

動を行う。

７月 6

（知及技）対応させても

のを配ることができる。

（Bア（ア）オ）

（思判表力）数詞ともの

との関係に注目し、数の

まとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活

で生かすことができる。

（Bア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の

楽しさに気付き関心や興

味を持っている。

（知・技）対応させてものを

配っている。

（思・判・表）数詞とものと

の関係に注目し、数のまとま

りや数え方に気付き、それら

を学習や生活で生かしてい

る。

（主学）数学的活動の楽しさ

に気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決しよう

としている。算数で学んだこ

とを学習や生活に活用しよう

としている。

☆本P36

・まーくにあわせ

て、ならべましょ

う

・教科書のイラストを参考に、

実物を使って、実際にボウリン

グのピンを並べる活動をする。

・ピンを手に取る前に、数唱を

聞きながら、あるいは、自分で

唱えながらマークを指差す。

・マークの数を手がかりにピン

を手に取り、並べる。

９月 6

（知及技）形や色、位置

が変わっても、数は変わ

らないことについて気付

くことができる。（Bア

（ア）カ）

（思判表力）数詞ともの

との関係に注目し、数の

まとまりや数え方に気付

き、それらを学習や生活

で生かすことができる。

（Bア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の

楽しさに気付き関心や興

味を持っている。

（知・技）形や色、位置が変

わっても、数は変わらないこ

とに気付いている。

（思・判・表）数詞とものと

の関係に注目し、数のまとま

りや数え方に気付き、それら

を学習や生活で生かしてい

る。

（主学）数学的活動の楽しさ

に気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付け

てよりよく問題を解決しよう

としている。算数で学んだこ

とを学習や生活に活用しよう

としている。

☆本P44

・ぜんぶ，「さ

ん」

・りんごの「３個」も積み木の

「３個」も同じ「３」で表すこ

とや３個のリンゴの置き方を変

えても「３」という数に変わり

はないという学習を行う。

・おはじきやひまわりのカード

など具体物を間隔を揃えたり、

間隔を離したりして数えさせ

る。

・教科書のおはじきのイラスト

に実際におはじきを乗せて数え

たり、おはじきをずらして数え

たりする。

１０月 6

（知及技）形が同じ物を

選ぶことができる。（Ⅽ

ア（ア）㋒ ）

（思判表力）ものの属性

に着目し、様々な情報か

ら同質なものや類似した

ものに気付き、日常生活

の中で関心をもつことが

できる。（Ⅽア（イ）

㋑ ）

（学・人）数学的活動の

楽しさに気付き、関心や

興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく

問題を解決しようとして

いる。算数で学んだこと

を学習や生活に活用しよ

うとしている。

（知・技）形が同じ物を選ん

でいる。

（思・判・表）ものの属性に

着目し、様々な情報から同質

なものや類似したものに気付

き、日常生活の中で関心を

もっている。

（主学）日常生活の片づけな

どにおいて、学んだことを活

用している。

〇おなじものをさ

がそう

☆本P54～57

・おなじかたちを

みつけましょう

・おなじかたちを

えらびましょう

※２年生では立体

図形を扱う。

・１年生の復習をしながら、平

面図形から立体図形に発展させ

ていく。

・立体図形の学習として積み木

を使用し、児童が操作すること

で体験的に形を認識できるよう

にする。

・複雑な形の積み木は使用せ

ず、立方体や円柱、三角柱など

の形が明確に分けられるものを

使用する。

・積み木をそれぞれの仲間で分

類をすることで、同じ形を認識

できるようにする。

1
学
期

2
学
期



１１月 8

（知及技）似ている二つ

のものを結び付けること

ができる。（Ｃア（ア）

㋓ ）

・関連の深い一対ものも

や絵カードを組み合わせ

ることができる。（Ｃ

ア（ア）㋔ ）

（思判表力)ものの属性

に着目し、様々な情報か

ら同質なものや類似した

ものに気付き、日常生活

の中で関心を持つことが

できる。（Ｃア（イ）

㋑ ）

（学・人）数学的活動の

楽しさに気付き、関心や

興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく

問題を解決しようとして

いる。算数で学んだこと

を学習や生活に活用しよ

うとしている。

（知・技）似ている二つのも

のを結び付けている。

・関連の深い一対のものや絵

カードを組み合わせている。

（思・判・表）ものの属性に

着目し、様々な情報から同質

なものや類似したものに気付

き、日常生活の中で関心を

持っている。

（主学）日常生活の片づけな

どにおいて、学んだことを活

用している。

〇おなじ、ちがう

をさがそう

☆本P62～63

・にているものを

みつけましょう

☆本P64～65

・そろえましょう

☆本P66～69

・おなじかたちを

あつめましょう

※平面図形、立体図形共に扱ってい

く。

・校内探索を行い、似ている形も含

めて丸、三角、四角の形探しを行

う。（正方形と長方形を似ている形

として捉えさせるなど）

・積み木の立方体と直方体、円柱の

高さが違うものなどを用意し、見る

角度を示すことで、同じ部分と違う

部分を感覚的に感じられるようにす

る。

・ひとつの積み木を示して、教室中

から同じ形のものを探すなどのゲー

ムを行う。

・児童の興味のあるお菓子の箱など

を用意し、積み木と同じ形や似た形

を探す。

・手袋や靴下、靴など実物を用意

し、バラバラになったものを揃えて

片付ける。靴は左右にも意識させ

る。

・トイレのスリッパを揃える活動を

通して、日常的に一対を仲間にする

活動を行う。

１２月 6

見た目の大きさで

分けてみよう

☆P74～75

・おおきいちいさ

い②

・大きさの異なる二つの具体物

を「大きい」と「小さい」、

「同じ」に区別し、用語を用い

る。

・大きい粘土のかたまりと小さ

い粘土かたまりを作る。

・大きい粘土のかたまりと小さ

い粘土かたまりを操作し同じに

する。

・大きい砂山と小さい砂山を作

る。

・大きい砂山と小さい砂山を操

作し同じにする。

国語「あなた

はだあれ」

１月 6

比べる言葉

☆P78～79

・おおい、すくな

い②

・ほとんど飲んである牛乳瓶と

まだ飲んでない牛乳瓶を比べ

る。

・コップにお茶やジュースを入

れ、目印をもとに比べる。

・同じコップに多いお茶と少な

いお茶を入れる

・多いお茶と少ないお茶を操作

し同じにする。

・基準に対して「多い」「少な

い」を区別し、用語を用いる。

国語「あなた

はだあれ」

2
学
期

（知及技）大きさや長さ

などを、基準に対して同

じか違うかによって区別

することができる。（D

測定ア（ア）ア）

・ある・ない、大きい・

小さい、多い・少ないな

どの用語に注目して表現

することができる。（D

ア（ア）イ）

（思判表力）大小や多少

等で区別することに関心

を持ち、量の大きさを表

す用語に注目して表現す

ることができる。（Dア

（イ）ア）

（学・人）身の回りの具

体物のもつ量の大きさに

気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び

付けてよりよく問題を解

決することができる。

・算数で学んだことを学

習や生活に活用すること

ができる。

（知・技）大きさや長さなど

を、規準に対して同じか違う

かによって区別している。

・ある・ない、大きい・小さ

い、多い・少ないなどの用語

に注目して表現している。

（思・判・表）大小や多少等

で区別することに関心を持

ち、量の大きさを表す用語に

注目して表現している。

（主学）身の回りの具体物の

もつ量の大きさに気付き、関

心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。

・算数で学んだことを学習や

生活に活用しようとしてい

る。

3
学
期



２月 6

比べる言葉

☆P80～81

・ながい、みじか

い

・具体物の長さに関心を持つ。

・３つの長さの異なる同質の棒

をそれぞれの長さのくぼみに入

れ道を平らにし、ビー玉を転が

したり、車を走らせたりする。

国語「あなた

はだあれ」

３月 6

３学期のまとめ

・大きさ、多さ、

長さ

１年間のまとめ

・３学期に学習したことを振り

返る。

・２年生で学習したことを振り

返る。

国語「あなた

はだあれ」

留意点・引

継等

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取り組み姿勢　・課題の処理意欲、態度
・理解度、習得度　・行動観察

（知及技）大きさや長さ

などを、基準に対して同

じか違うかによって区別

することができる。（D

測定ア（ア）ア）

・ある・ない、大きい・

小さい、多い・少ないな

どの用語に注目して表現

することができる。（D

ア（ア）イ）

（思判表力）大小や多少

等で区別することに関心

を持ち、量の大きさを表

す用語に注目して表現す

ることができる。（Dア

（イ）ア）

（学・人）身の回りの具

体物のもつ量の大きさに

気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び

付けてよりよく問題を解

決することができる。

・算数で学んだことを学

習や生活に活用すること

ができる。

（知・技）大きさや長さなど

を、規準に対して同じか違う

かによって区別している。

・ある・ない、大きい・小さ

い、多い・少ないなどの用語

に注目して表現している。

（思・判・表）大小や多少等

で区別することに関心を持

ち、量の大きさを表す用語に

注目して表現している。

（主学）身の回りの具体物の

もつ量の大きさに気付き、関

心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。

・算数で学んだことを学習や

生活に活用しようとしてい

る。

3
学
期



教科書／副教材

おんがく☆

４月 6

（知及技）教師と一緒に体

を動かしたり、声を出した

りすることができる。(１段

階Ａア)

（思判表力）楽器の音を聴

いて、教師と一緒に二択で

選ぶことができる。（１段

階Ｂア）

（学・人）教師と一緒に拍

や曲の特徴的なリズムを感

じ取ろうとしている。（１

段階）

（知・技）教師と一緒に

体を動かしたり、声を出

したりすることができて

いる。

（思・判・表）どの楽器

の音かを聴いて、教師と

一緒に二択で選んでい

る。

（主学）教師と一緒に拍

や曲の特徴的なリズムを

感じ取ろうとしている。

○どんなうた

があるかな

（音）

・せんせいと

おともだち

・ちゅうりっ

ぷ

○楽器の音を

聴いてみよう

（鑑）

・がっきのお

とあて

・絵を見ながら教師と一緒

に登場人物の音声や動きの

模倣をする。

・身近な人から話し掛けら

れた状況を受け止め、関心

をもって相手を見たり、音

で模倣したり、返事したり

簡単な言葉で表現したりす

る。

・自分と登場人物を置き換

えたり、教師や友達と役割

分担をしながら繰り返し

「おーい」と声を出して呼

びかけ合ったり、手を挙げ

て応じたりしてやりとりを

楽しむ。

国語「呼び

かけてみよ

う」

体育「体つ

くり運動遊

び」

道徳「学校

は楽しい

ね」

特活「どう

ぞよろしく

ね会」

５月 6

（知及技）歌や音楽を聴い

て教師と一緒に歌に合わせ

て声を出したり、体を動か

したりすることができる。

(１段階Ａア)

（思判表力）教師と一緒に

歌に合わせて鈴を鳴らそう

としている。(１段階Ａア)

（学・人）教師と一緒に拍

や曲の特徴的なリズムを意

識して身体全体を動かそう

としている。（１段階）

（知・技）教師と一緒に

歌に合わせて声を出した

り、体を動かしたりする

ことができている。

（思・判・表）教師と一

緒に歌に合わせて鈴を鳴

らしている。

（主学）教師と一緒に、

拍や曲の特徴的なリズム

を意識して身体全体を動

かそうとしている。

○どんなうた

があるかな

（音）

・こいのぼり

・すずのきょ

く

○楽器の音を

聴いてみよう

（鑑）

・ことりのう

た

・教師と一緒に挿絵や写

真、実物を見て、端午の節

句に飾られる鯉のぼりのこ

とを知る。

・教師と一緒に音楽が流れ

る中で、楽器の音を出す。

・動画や効果音のCDを聴

き、小鳥のいろいろな鳴き

声を知る。

国語「呼び

かけてみよ

う」

体育「体つ

くり運動遊

び」

６月 6

（知及技）範唱を聴いて、

教師と一緒に声を出すこと

ができる。（１段階Ａア）

（思判表力）教師の示範を

見て、教師と一緒に音楽に

合わせて足踏みや手拍子、

楽器、発声等の方法で表現

することができる。(１段階

Ａア)

（学・人）範唱を聞いたり

教師や友達と歌ったりする

ことができる。(１段階)

（知・技）範唱を聴い

て、教師と一緒に声を出

すことができる。

（思・判・表）教師と一

緒に音楽に合わせて足踏

みや手拍子、楽器、発声

等の方法で表現してい

る。

（主学）範唱を聞いたり

教師や友達と歌ったりし

ている。

○うたおう

（音）

・かたつむり

・ながぐつ

マーチ

・おやつたー

べよ。

○みてきいて

（鑑）

・はらぺこあ

おむし

・教師と一緒にかたつむり

になったつもりで身体表現

したり、歌の一部を声で表

現したり、歌ったりする。

・教師と一緒に「どんど

ん」の部分で足踏みしたり

歩いたりする。

・教師と一緒に歌に合わせ

て｢たべよ｣｢だいすき｣と繰

り返し、音や音楽を感じて

体を動かしたり声を出した

りする。

・教師と一緒に手の平や体

をくすぐったり、児童同士

で向かい合ってお互いの体

をくすぐったりして楽し

む。

国語「言葉

で遊ぼう」

年間目標

（知及び技）知識及び技能
曲名や曲想と音楽のつくりについて気付くとともに、感じたことを音楽表現するた

めに必要な技能を身に付けるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
感じたことを表現することや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら、音や音楽の楽

しさを味わって聴くことができるようにする。

（学・人）学びに向かう力、人間性
音や音楽に楽しく関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じるとともに、身の

回りの様々な音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　音楽科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70 20

単元・題材の活動内容

教科等横断

的視点

他教科との

関連

1
学
期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材
名



７月 6

（知及技）声を出したり、

教師と一緒にメロディーや

歌詞を意識して歌ったりす

ることができる。（１段階

Ａア）

（思判表力）教師と一緒に

ツリーチャイム等の楽器を

好きなように鳴らすことが

できる。（１段階Ａア）

（主学）教師と一緒に挿絵

や絵本を見ながら歌を聴

き、登場人物になったつも

りで声を発したり、歌を

歌ったり、動作をしてい

る。（１段階）

（知・技）声を出した

り、教師と一緒にメロ

ディーや歌詞を意識して

歌うことができている。

（思・判・表）教師と一

緒にツリーチャイム等の

楽器を好きなように鳴ら

している。

（主学）教師と一緒に登

場人物になったつもりで

声を発したり、歌を歌っ

たり、動作をしている。

○うたおう

（音）

・たなばたさ

ま

・うみ

○みてきいて

（鑑）

・３びきのや

ぎのがらがら

どん

・教科書のイラストや写

真、笹や短冊などの実物を

示し、教師の支援を受けな

がら七夕へのイメージを高

める。

・教科書の写真や大きな写

真、イラストを用い、海の

イメージを高められるよう

にする。

・教師と一緒に登場人物に

なって、発声や動きなどで

表現するようにする。

国語「言葉

で遊ぼう」

図工「ちょ

きちょきペ

タペタ」

９月 7

（知及技）音楽が流れる中

で、教師と一緒に身体表現

することができる。（１段

階Ａア）

（思判表力）教師と一緒に

伴奏のリズムに合わせて体

の部位を触ることができ

る。（１段階Ａア）

（学・人）教師と一緒に小

道具を使って主人公になり

きって動こうとしている。

（１段階）

（知・技）音楽が流れる

中で、教師と身体表現す

ることができている。

（思・判・表）教師と一

緒に伴奏のリズムに合わ

せて体の部位を触ってい

る。

（主学）教師と一緒に、

小道具を使って主人公に

なりきって動こうとして

いる。

○からだをう

ごかそう

（音）

・とんぼのめ

がね

・あたま・か

た・ひざ・ぽ

ん

○いっしょに

音を楽しもう

（鑑）

・まじょの

たっきゅうび

ん

・教科書の挿絵や映像等を

示し、トンボが飛んでいる

様子をイメージできるよう

にする。

・教師が示範を児童の正面

で見せ、教師の支援を受け

ながら、曲に合わせて身体

模倣を行うように促す。

・教師と一緒に教科書の絵

や動画を見ながら様子を思

い浮かべて聴くようにす

る。

体育「体つ

くり運動遊

び」

１０月 7

（知及技）教師と一緒に体

を動かしたり、声を出した

り、歌ったりすることがで

きる。（１段階Ａア）

（思判表力）音楽が流れる

中で、教師と一緒にバス

ごっこ遊びの表現をするこ

とができる。（１段階Ｂ

ア）

（学・人）運転士になった

つもりで、自分なりに表現

しようとしている。（１段

階）

（知・技）教師と一緒に

体を動かしたり、声を出

したり、歌うことができ

ている。

（思・判・表）音楽が流

れる中で、教師と一緒に

バスごっこ遊びの表現を

している。

（主学）運転士になった

つもりで、自分なりに表

現しようとしている。

○からだをう

ごかそう

（音）

・おばけなん

てないさ

・バスごっこ

○いっしょに

音を楽しもう

（鑑）

・はたらくく

るま

・児童に教科書のイラスト

などを見せて、おばけのイ

メージを示す。

・音楽が流れる中で、教師

と一緒にバスに乗ったつも

りになり、自由ごっこ遊び

をする。

・教科書の挿絵や写真を示

しながら鑑賞できるように

促す。

体育「体つ

くり運動遊

び」

道徳「自分

の仕事」

特活「校外

学習に行こ

う」

１１月 7

（知及技）いろいろな楽器

に興味・関心をもって、自

ら手を伸ばしたり、自由に

鳴らしたりしながら楽器に

親しむことができる。（１

段階Ａア）

（思判表力）教師や友達と

一緒に、歌詞に合わせて手

のひらで動作をして楽しも

うとすることができる。

（１段階Ａア）

（主学）音楽が流れる中

で、教師と一緒にワルツの

リズムで左右に体を動かそ

うとしている。（１段階）

（知・技）いろいろな楽

器に興味・関心をもっ

て、自ら手を伸ばした

り、自由に鳴らしたりし

ながら楽器に親しむこと

ができる。

（思・判・表）教師や友

達と一緒に、歌詞に合わ

せて手のひらで動作をし

て楽しもうとしている。

（主学）音楽が流れる中

で、教師と一緒にワルツ

のリズムで左右に体を動

かそうとしている。

○楽器をなら

そう（音）

・がっきをな

らそう

○むかいあっ

てたのしくあ

そぼう（音）

・びすけっと

をやきましょ

う

○うたやリズ

ムを楽しもう

（鑑）

・おどるこね

こ

・教科書の挿絵やイラスト

カード、写真カード、実際

の楽器を示して、教師と一

緒に鳴らす楽器を確認でき

るようにする。

・児童と向かい合って、児

童の手のひらや体をくす

ぐって遊ぶ。

・音楽が流れる中で、左右

に体を動かすようにうなが

す。

道徳「友達

と仲よく」

1
学
期

2
学
期



１２月 7

（知及技）教師と一緒に、

大太鼓、小太鼓を演奏した

り、それぞれの楽器の役割

を決めて演奏したりするこ

とができる。（１段階Ａ

ア）

（思判表力）教師と一緒

に、音楽が流れる中で身体

表現することができる。

（１段階Ａア）

（学・人）教師と一緒に、

曲に合わせて足踏みや行進

をしたり、トランペットを

吹く真似をしようとしてい

る。（１段階）

（知・技）教師と一緒

に、大太鼓、小太鼓を演

奏したり、それぞれの楽

器の役割を決めて演奏で

きている。

（思・判・表）教師と一

緒に、音楽が流れる中

で、身体表現している。

（主学）教師と一緒に、

曲に合わせて足踏みや行

進をしたり、トランペッ

トを吹く真似をしようと

している。

○楽器をなら

そう（音）

・おおきなた

いこ

・まつぼっく

り

○うたやリズ

ムを楽しもう

（鑑）

・おもちゃの

へいたい

・教師と一緒に大太鼓、小

太鼓を演奏したり、それぞ

れの楽器の役割を決めて演

奏したりするようにする。

・ペープサートやパネルシ

アター等を見て、歌詞の内

容をイメージできるように

する。

・曲を聴きながら、教師と

一緒にその場で足踏みをし

たり、行進をしたりするよ

うに促す。

道徳「自然

の中で」

１月 6

（知及技）教師と一緒に、

リズムに合わせて、動物の

真似っこをしたり、声を出

したりしながらやりとりす

ることができる。（１段階

Ａア）

・季節やわらべ歌などの音

楽を聴き、教師と一緒に声

を出したり、歌ったりする

ことができる。（１段階Ａ

ア）

（思判表力）音や音楽を聴

いて、自分なりに表現する

ことができる。

（学・人）音や音楽に気付

いて、教師と一緒に音楽活

動に楽しみながら取り組ん

でいる。

（知・技）教師と一緒

に、リズムに合わせて、

動物の真似っこをした

り、声を出したりしなが

らやりとりできている。

・季節やわらべ歌などの

音楽を聴き、教師と一緒

に声を出したり、歌った

りすることができてい

る。

（思・判・表）音や音楽

を聴いて、自分なりに表

現している。

（主学）音や音楽に気付

いて、教師と一緒に音楽

活動に楽しみながら取り

組んでいる。

○どうぶつに

なってあそぼ

う（音）

・のねずみ

・くまさんく

まさん

○わらべうた

であそぼう

（音）（鑑）

・おちたおち

た

・教師と一緒にくすぐった

り、児童同で向かい合って

触れあったりして遊ぶ。

・教師が児童とペアにな

り、音楽が流れる中で、歌

詞に合わせた動作で踊る。

・教科書の挿絵を示しなが

ら、教師が「落ちた落ち

た、何が落ちた？」と歌い

かけ、児童が落ちた物を指

定し、「ドーン」

「ヒュー」「キラキラ」

「ゴロゴロ」などの擬態語

を添えて、教師と一緒に身

体表現する。

国語「絵本

を読もう」

体育「表現

遊び」

２月 6

（知及技）音楽を聴き、歌

詞に合わせながら、教師と

一緒に声を出したり、歌っ

たり、身体表現をしたりす

ることができる。（１段階

Ａア）

（思判表力）旋律やリズム

を聴きながら、教師の働き

かけにより児童同士で関

わって遊ぶことができる。

（１段階Ａア）

（学・人）音や音楽に気付

いて、教師と一緒に音楽活

動に楽しみながら取り組ん

でいる。（１段階）

（知・技）音楽を聴き、

歌詞に合わせながら、教

師と一緒に声を出した

り、歌ったり、身体表現

をしたりすることができ

ている。

（思・判・表）旋律やリ

ズムを聴きながら、教師

の働きかけにより児童同

士で関わって遊んでい

る。

（主学）音や音楽に気付

いて、教師と一緒に音楽

活動に楽しみながら取り

組んでいる。

○げんきなこ

えでうたおう

（音）

・こんこんく

しゃんのうた

○わらべうた

であそぼう

（音）（鑑）

・まめまき

○音や音楽を

きいて、自分

なりの楽しさ

を見つけよう

（鑑）

・すてきなぼ

うしやさん

・音楽が流れる中で、少し

ずつ曲のテンポに合わせて

それぞれの動物のくしゃみ

を身体表現するようにす

る。

・音楽をかけながら、教師

の挿絵やペープサート、パ

ネルシアター等を示し、歌

詞のイメージをもてるよう

にする。

・教師と一緒に人形を使っ

たり、実際に動物になり

きって帽子をかぶったりし

て遊ぶようにする。

国語「絵本

を読もう」

特活「心の

鬼を退治し

よう」

2
学
期

3
学
期



３月 6

（知及技）わらべ歌などの

音楽を聴き、教師と一緒に

友達と関わり合いながら声

を出したり、歌ったり、身

体表現をしたりすることが

できる。（１段階Ａア）

（思判表力）教師と一緒

に、音楽が流れている中で

動物になったつもりで体を

動かすことができる。（１

段階Ａア）

（学・人）音や音楽に気付

いて、教師と一緒に音楽活

動に楽しみながら取り組ん

でいる。（１段階）

（知・技）わらべ歌など

の音楽を聴き、教師と一

緒に友達と関わり合いな

がら声を出したり、歌っ

たり、身体表現をしたり

することができている。

（思・判・表）教師と一

緒に、音楽が流れている

中で動物になったつもり

で体を動かしている。

（主学）音や音楽に気付

いて、教師と一緒に音楽

活動に楽しみながら取り

組んでいる。

○すきなどう

ぶつになって

みよう（音）

・ぞうさん

○わらべうた

であそぼう

（音）（鑑）

・なべなべそ

こぬけ

○音や音楽を

きいて、自分

なりの楽しさ

を見つけよう

（鑑）

・がぼっと

・音楽が流れる中で、教師

と一緒にぞうさんになった

つもりで歩いたり、鼻に見

立てて腕を振ったりするよ

うに促す。

・教科書の挿絵を示した後

で、遊び方を見せる。そし

て、教師の動作を模倣しな

がら、自然な雰囲気の中で

歌に慣れるようにする。

・音楽が流れる中で、児童

と一緒に踊り、イメージを

持てるようにしながら踊

る。

体育「表現

遊び」

評価方法 ・三観点の確認　・授業に対する取組姿勢 ・理解度・習得度　・行動観察　・実技テスト

3
学
期

※「日のまる」、国歌「君が代」は、時期に応じて適切に指導する。

※児童らの興味関心の高い曲及び流行の曲等がある場合には、適時取り扱う。

※下段階の内容を取り扱う場合もある。

留意点

引き継ぎ

等



教科書／副教材

４月 6

(知及技)様々な種
類の紙を使った制
作活動を通して、
色々な形や色に気
付くことができ
る。（1段階A共通
事項ア(ｱ)）
教師と一緒に、
様々な紙をくしゃ
くしゃにしたり、
破いたりすること
ができる。（1段階
Aア(ｲ)）
（思判表力）様々
な紙の材質や色な
どを基に自分のイ
メージをもち、教
師と一緒に色々な
形や模様に表すこ
とができる。（1段
階共通事項ア(ｲ)、
Aア(ｱ)）
（学・人）教師と
一緒に様々な種類
の紙を使った制作
活動に取り組み、
つくりだすことの
楽しさに気付く。
（1段階）

（知・技）様々な種類
の紙を使った制作活動
を通して、色々な形や
色に気付いている。
教師と一緒に、様々な
紙をくしゃくしゃにし
たり、破いたりしてい
る。

（思・判・表）様々な
種類の紙を使って、教
師と一緒に色々な形や
模様に表している。

（主学）教師と一緒に
様々な種類の紙を使っ
た制作活動に取り組も
うとしている。

つくってみよ
う
～びりびりく
しゃくしゃぺ
たぺた～
・こいのぼり
・誕生日表
・母の日

・絵を見ながら教師と一
緒に登場人物の音声や動
きの模倣をする。
・身近な人から話し掛け
られた状況を受け止め、
関心をもって相手を見た
り、音で模倣したり、返
事したり簡単な言葉で表
現したりする。
・自分と登場人物を置き
換えたり、教師や友達と
役割分担をしながら繰り
返し「おーい」と声を出
して呼びかけ合ったり、
手を挙げて応じたりして
やりとりを楽しむ。

国「言葉で

遊ぼう」

算「いろい

ろな形をみ

つけよう」

道「いろい

ろな挨拶」

「日頃お世

話になって

いる人」

単元・題材の活動内容

教科等横断

的視点

他教科との

関連

1
学
期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

（学・人）学びに向かう力、人間性
つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする

態度を養い、豊かな情操を培う。

令和８年　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　図画工作科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70 20名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
形や色などの造形的な視点に気付き、表したいことに合わせて材料や用具を使い、表し

方を工夫してつくることができるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

造形的なよさや美しさ、表したいことや表し方などについて考え、発想や構想をした

り、身の回りの作品などから自分の見方や感じ方を広げたりすることができるようにす

る。



５月 6

（知及技）土や砂
を使った活動を通
して、形や色など
に気付くことがで
きる。（1段階共通
事項ア(ｱ)）
土や砂を使って、
教師と一緒に丸め
たり、穴を掘った
りして形や作品を
作ることができ
る。（1段階Aア
(ｲ)）
（思判表力）材料
などから、イメー
ジをもち、教師と
一緒に形に表すこ
とができる。（1段
階共通事項ア(ｲ)、
Aア(ｱ)）
（学・人）教師と
一緒に土や砂を
使った活動を通し
て、つくりだすこ
との楽しさに気付
く。（1段階）

（知・技）土や砂を
使った活動を通して、
形や色などに気付いて
いる。
教師と一緒に土や砂を
丸めたり穴掘ったりし
て形を工夫している。

（思・判・表）材料な
どから、イメージをも
ち、教師と一緒に形に
表している。

（主学）教師と一緒に
土や砂の感触を楽しも
うとしている。

つくってみよ
う
～土や砂を
使って～
・トンネル
・だんご
・ケーキ
・お皿
・箸置き
・

・窯業用の土や砂場で安
全に活動するためのきま
りを確認する。
・砂や土に触れた感覚を
味わいながら、手や体全
体、用具を使って思い付
いたことを試す。
・個人やグループで、好
きな形やつくりたいもの
をつくる。
・活動中の思い出や工夫
したことを発表し合い、
活動を振り返る。

国「絵本を
読もう」
算「おなじ
ものをさが
そう」

６月 6

（知及技）絵の具
を使った制作活動
を通して、色の違
いや絵の具の感触
に気付くことがで
きる。（1段階共通
事項ア(ｱ)）
教師と一緒に絵の
具を指や手のひら
につけて、描いた
り、塗ったりする
ことができる。（1
段階Aア(ｲ)）
（思判表力）材料
などを基に自分の
イメージをもち、
教師と一緒に模様
に表すことができ
る。（1段階共通事
項ア(ｲ)、Aア(ｱ)）
（学・人）教師と
一緒に絵の具を
使った制作活動に
取り組み、つくり
だすことの楽しさ
に気付く。（1段
階）

（知及技）絵の具を
使った制作活動を通し
て、色の違いや絵の具
の感触に気付いてい
る。
教師と一緒に絵の具を
指や手のひらにつけ
て、描いたり、塗った
りしている。

（思判表力）材料など
を基に自分のイメージ
をもち、教師と一緒に
模様に表している。

（主学）教師と一緒に
絵の具を使った制作活
動に取り組もうとして
いる。

かいてみよう
～てでさわっ
てかくのきも
ちいい～
・父の日
・学級目標

・自由にかく
(好きなもの、かきたいも
のをかく)
・テーマを基にかく
(身近な人、動植物、自
然、見たことや体験した
ことをかく)
・手や足、用具を使って
絵の具で模様や形をあら
わす
・画用紙や新聞紙を破っ
たり、写真やイラストな
どを切り貼りして、表し
たいことを表現したり、
偶然にできた形から表現
したりする。

国「言葉で
遊ぼう」
算「おなじ
ものをさが
そう」
道「いろい
ろな挨拶」
「日頃お世
話になって
いる人」

1
学
期



７月 6

（知及技）自分が
感じたことや行っ
たことを通して、
形や色などについ
て気付くことがで
きる。（1段階共通
事項ア(ｱ)）
（思判表力）身の
回りにあるものか
ら、表したいこと
を思いついたり、
教師と一緒に作品
を見たりすること
ができる。（1段階
共通事項ア(ｲ)、A
ア(ｱ)）
（学・人）形や色
に関わりながら、
楽しんで鑑賞の活
動に取り組み、つ
くりだすことの楽
しさに気付くこと
ができる。（1段
階）

（知・技）自分が感じ
たことや行ったことを
通して、形や色などに
ついて気付いている。

（思・判・表）身の回
りにあるものから、表
したいことを思いつい
たり、教師と一緒に作
品を見たりする。

（主学）形や色に関わ
りながら、楽しんで鑑
賞の活動に取り組もう
としている。

見てみよう
（鑑賞）
・みんなの作
品

・教師に作品を見せた
り、友達と見せ合ったり
する。
・楽しかったことや工夫
したことを発表する。
・作品を展示し、鑑賞す
る。
・他学級や他学年の作品
を鑑賞する。

国「話して
みよう」
道「友達と
仲よく」

９月 7

（知及技）絵の具や

花・木の実などの自

然物を使った制作活

動を通して、形や色

などについて気付く

ことができる。（1段

階共通事項ア(ｱ)）

教師と一緒に、絵の

具や花・木の実など

の自然物を使って、

いろいろな色の水を

つくることができ

る。（1段階Aア(ｲ)）

（思判表力）自然物

などを基に自分のイ

メージをもち、教師

と一緒に色水に表す

ことができる。（1段

階共通事項ア(ｲ)、A

ア(ｱ)）

（学・人）作った色

水を筆や霧吹き等を

使って、教師と一緒

に制作活動に取り組

み、つくりだすこと

の楽しさに気付く。

（1段階）

（知・技）絵の具や
花・木の実などの自然
物を使った制作活動を
通して、形や色などに
ついて気付いている。
教師と一緒に、絵の具
や花・木の実などの自
然物を使って、いろい
ろな色の水をつくって
いる。

（思・判・表）教師と
一緒に花や木の実等で
作った色水で描く工夫
をしている。

（主学）教師と一緒に
水鉄砲やじょうろ等で
描く活動を楽しもうと
している。

つくってみよ
う・かいてみ
よう
～色水～
・筆や霧吹き
で模様を描く

・色水づくりの方法を知
り、活動への関心をも
つ。
・絵の具を使ったり、色
水同士を混ぜ合わせたり
して、いろいろな色水の
水をつくる。
・つくった色水から、思
い付いた活動に取り組
む。
・友人とお互いの活動を
見て回る。
・片付けをする。

国「絵本を
読もう」
算「数えて
みよう」
道「自然の
中で」
「きまりを
守って」

1
学
期

2
学
期



１０月 7

（知及技）自分が
感じたことや行っ
たことを通して、
形や色などについ
て気付くことがで
きる。（1段階共通
事項ア(ｱ)）
クレヨンや絵の具
などの扱いが分か
り、教師と一緒に
自分なりの表現方
法で描くことがで
きる。（1段階Aア
(ｲ)）
（思判表力）材料
などから、イメー
ジをもち、教師と
一緒に絵に表すこ
とができる。（1段
階共通事項ア(ｲ)、
Aア(ｱ)）
（学・人）形や色
などに関わりなが
ら、楽しんで活動
に取り組み、つく
りだすことの楽し
さに気付くことが
できる。（1段階）

（知・技）自分が感じ
たことや行ったことを
通して、形や色などに
ついて気付いている。
クレヨンや絵の具など
の扱いが分かり、教師
と一緒に自分なりの表
現方法で描いている。

（思・判・表）材料な
どから、イメージをも
ち、教師と一緒に絵に
表している。

（主学）形や色などに
関わりながら、楽しん
で活動に取り組もうと
している。

かいてみよう
～楽しい気持
ちを描いてみ
よう～
・感想画
・ハロウィン
製作

・絵本の読み聞かせを見
たり、聞いたりして、好
きなところを思い浮かべ
たり話し合ったりする。
・自分が描きたい場面を
決めて、挿絵等を参考に
絵の具やクレヨンを使っ
て絵を描く。
・お互いの作品を観て、
その様子や表し方につい
て友人と伝え合う。

国語「絵本
を読もう」

１１月 7

（知及技）身の回
りの自然物などを
使った制作活動を
通して、形や色な
どに気付くことが
できる。（1段階共
通事項ア(ｱ)）
身の回りの自然物
などに触れなが
ら、教師と一緒に
お面や動物などの
作品を作ることが
できる。（1段階共
通Aア(ｲ)）
（思判表力）材料
などから、イメー
ジをもち、教師と
一緒に形に表すこ
とができる。（1段
階共通事項ア(ｲ)、
Aア(ｱ)）
（学・人）つくり
だすことの楽しさ
に気付き、教師と
一緒に制作活動に
取り組む。（1段
階）

（知・技）身の回りの
自然物などを使った制
作活動を通して、形や
色などに気付いてい
る。
身の回りの自然物など
に触れながら、教師と
一緒にお面や動物など
の作品を作っている。

（思・判・表）材料な
どから、イメージをも
ち、教師と一緒に形に
表している。

（主学）材料の形や
色、触った感じなどに
関心をもち、自然物な
どを使った制作活動に
教師と一緒に楽しく取
り組もうとしている。

つくってみよ
う
～葉っぱを組
み合わせて～
・お面
・動物　など

・学校の校庭や近くの公
園などの自然を利用し
て、その場所にある自然
の材料（石、葉、砂、草
木など）の形や色、質感
などのおもしろさや美し
さに関心をもって集め、
それらの材料の特徴から
発想して活動する。
・並べる、組み合わせ
る、積む、身にまとうな
どしながら、自然の材料
との関わりを深めて楽し
む。

国「話して
みよう」
算「おな
じ、ちがう
をさがそ
う」
道「いろい
ろな挨拶」
「日頃お世
話になって
いる人」

2
学
期



１２月 7

（知及技）身の回
りの自然物などを
使った制作活動を
通して、形や色な
どに気付くことが
できる。（1段階共
通事項ア(ｱ)）
身の回りの自然物
などに触れなが
ら、教師と一緒に
石や葉をこすり、
形を浮き出して版
画を作ることがで
きる。（1段階共通
Aア(ｲ)）
（思判表力）材料
などから、イメー
ジをもち、教師と
一緒に形に表すこ
とができる。（1段
階共通事項ア(ｲ)、
Aア(ｱ)）
（学・人）つくり
だすことの楽しさ
に気付き、教師と
一緒に制作活動に
取り組む。（1段
階）

（知・技）身の回りの
自然物などを使った制
作活動を通して、形や
色などに気付いてい
る。
身の回りの自然物など
に触れながら、教師と
一緒に石や葉をこす
り、形を浮き出して版
画を作っている。
（思・判・表）材料な
どから、イメージをも
ち、教師と一緒に形に
表している。
（主学）材料の形や
色、触った感じなどに
関心をもち、自然物な
どを使った制作活動に
教師と一緒に楽しく取
り組もうとしている。

かいてみよう
～葉っぱや石
などの自然物
をごしごしこ
すって～
・こすり出し
・クリスマス
の製作

・自分たちの身の回りに
あるでこぼこに興味をも
つ。
・こすり出してでこぼこ
を写し取ることができ
る。
・身の回りの様々なもの
や場所からでこぼこを探
し出し、色鉛筆やクレヨ
ン・パスなどでこすり出
す。
・自分がこすり出した形
を見て感じたことを友人
と伝え合い、身の回りに
は様々なでこぼこがある
ことを確認する。

国「絵本を
読もう」
算「いろい
ろな形をみ
つけよう」
道「自然の
中で」

１月 6

（知及技）自分が感

じたことや行ったこ

とを通して、形や色

などについて気付く

ことができる。（1段

階共通事項ア(ｱ)）

身の回りの自然物な

どに触れながら、教

師と一緒に丸めた

り、ねじったり、並

べたり、積み重ねた

り、組み合わせた

り、工夫してつくる

ことができる。（1段

階Aア(ｲ)）

（思判表力）身の回

りの材料などを基に

自分のイメージをも

ち、教師と一緒に形

に表すことができ

る。（1段階共通事項

ア(ｲ)、Aア(ｱ)）

（学・人）つくりだ

すことの楽しさに気

付き、教師と一緒に

制作活動に取り組

む。（1段階）

（知・技）自分が感じ
たことや行ったことを
通して、形や色などに
ついて気付いている。
身の回りの自然物など
に触れながら、教師と
一緒に丸めたり、ね
じったり、並べたり、
積み重ねたり、組み合
わせたり、工夫してつ
くっている。
（思・判・表）身の回
りの材料などを基に自
分のイメージをもち、
教師と一緒に形に表し
ている。
（主学）材料の形や
色、触った感じなどに
関心をもち、自然物な
どを使った制作活動に
教師と一緒に楽しく取
り組もうとしている。

つくってあそ
ぼう
～身の回りに
ある材料や用
具を使って～

・自由につくる
(好きなものや表したい形
をつくる)
・テーマを基につくる
（お店屋さん、おもちゃ
作りなど）
・作ったもので遊ぶ
（お店屋さんごっこ、お
もちゃで遊ぼう、ゲーム
大会など）

※身の回りにある材料
粘土や草木、新聞紙や折
り紙、段ボールやいろい
ろな大きさの箱など
※身の回りにある材料
のり、はさみ、ステープ
ラー、接着剤など

国「話して
みよう」

2
学
期

3
学
期



２月 6

（知及技）粘土に
働きかけることを
通して、形や色な
どについて気付く
ことができる。（1
段階A共通事項ア
(ｱ)）
教師と一緒に、粘
土を丸めたり、叩
いたり、伸ばした
りすることができ
る。（1段階Aア
(ｲ)）
（思判表力）材料
から自分のイメー
ジをもち、教師と
一緒に色々な形や
模様に表すことが
できる。（1段階共
通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ)）
（学・人）教師と
一緒に粘土に働き
かけることを通し
て、つくりだすこ
との楽しさに気付
く。（1段階）

（知・技）粘土に働き
かけることを通して、
形や色などについて気
付いている。
教師と一緒に、粘土を
丸めたり、叩いたり、
伸ばしたりしている。
（思・判・表）材料か
ら自分のイメージをも
ち、教師と一緒に色々
な形や模様に表してい
る。
（主学）教師と一緒に
粘土の感触を楽しもう
としている。

つくってみよ
う
～粘土であそ
ぼう～
・のばす
・ちぎる
・型押し
・丸める　な
ど

・自由につくる
(好きなもの、つくりたい
ものをつくる)
・粘土ケーキづくり
(いろいろな色の紙粘土を
使って自分だけのケーキ
をつくる)
・テーマを決めてつくる
(お団子づくり、ヘビづく
りなど)

国「話して
みよう」
算「いろい
ろな形をみ
つけよう」

３月 6

（知及技）プレゼ
ント作りを通し
て、色々な形や色
に気付くことがで
きる。（1段階共通
事項ア(ｱ)）
教師と一緒に絵を
描いたり、シール
を貼ったりしてプ
レゼントを作るこ
とができる。（1段
階Aア(ｲ)）
（思判表力）様々
な素材などを基に
自分のイメージを
もち、教師と一緒
にプレゼント作り
に表すことができ
る。（1段階共通事
項ア（ｲ）、Aア
（ｱ））
（学・人）教師と
一緒にプレゼント
作りに取り組み、
つくりだすことの
楽しさに気付く。
（1段階）

（知・技）プレゼント
作りを通して、色々な
形や色に気付いてい
る。
教師と一緒に絵を描い
たり、シールを貼った
りしてプレゼントを
作っている。
（思・判・表）様々な
素材などを基に自分の
イメージをもち、教師
と一緒にプレゼント作
りに表している。
（主学）教師と一緒に
プレゼント作りに取り
組もうとしている。

つくってみよ
う
～つくってプ
レゼントしよ
う～
・フォトフ
レーム
・修了記念作
品バック

・誰に、どうしてプレゼ
ントをつくるのかを知
り、身近な材料や用具を
使ってプレゼントを制作
する。(卒業生へのプレゼ
ント、修了記念作品バッ
ク)

国「話して
みよう」
算「おな
じ、ちがう
をさがそ
う」
道「いろい
ろな挨拶」
「日頃お世
話になって
いる人」

評価方法

3
学
期

留意点

引き継ぎ等

・三観点の確認・授業に対する取組姿勢・課題の処理意欲・習得度・行動観察・ポートフォリオ



教科書／副教材

４月 5

（知及技）

教師と一緒に、歩

く、走る、転がる

などの基本的な体

の動きができる。

（１段階Aア）

（思判表力）

体を動かすことの

楽しさを表現する

ことができる。

（１段階Aイ）

（学・人）

簡単な合図や音楽

に合わせて、楽し

く体を動かそうと

する。（１段階A

ウ）

（知・技）

歩く、走る、転がるな

どの基本的な体の動き

をしている。

（思・判・表）

体を動かすことの楽し

さを表現している。

（主学）

簡単な合図や音楽に合

わせて、楽しく体を動

かそうとしている。

体つくり運動

遊び①

・あつまりっ

こ

・ウォーミン

グアップ

・リトミック

をしよう

・絵を見ながら教師と一

緒に登場人物の音声や動

きの模倣をする。

・身近な人から話し掛け

られた状況を受け止め、

関心をもって相手を見た

り、音で模倣したり、返

事したり簡単な言葉で表

現したりする。

・自分と登場人物を置き

換えたり、教師や友達と

役割分担をしながら繰り

返し「おーい」と声を出

して呼びかけ合ったり、

手を挙げて応じたりして

やりとりを楽しむ。

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

５月 6

（知及技）

教師と一緒に、簡

単な動物の動きを

することができ

る。 （１段階A

ア）

（思判表力）

動物の動きを自分

なりに作って表現

することができ

る。（１段階Aイ）

（学・人）

教師の指示に従っ

て、うがい・手洗

いに取り組もうと

する。（１段階G

ア）

（知・技）

教師と一緒に、簡単な

動物の動きをしてい

る。

（思・判・表）

動物の動きを自分なり

に作って表現してい

る。

（主学）

教師の指示に従って、

うがい・手洗いに取り

組もうとしている。

体つくり運動

遊び②

・あつまりっ

こ

・ウォーミン

グアップ

・動物になろ

う

保健

・うがい、手

洗い

　（年間を通

して）

・あつまりっこ

　合図に合わせて集合す

る。

・ウォーミングアップ

　歩く、走る、転がる

・動物リトミック

　リズムやカウントに合

わせて動物の真似っこを

する。

・感想発表

・うがい、手洗い

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」「ど

うぶつに

なってあそ

ぼう」

（学・人）学びに向かう力、人間性
簡単な合図や指示に従って、楽しく運動しようとしたり、健康に必要な事柄をしよう

としたりする態度を養う。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　体育科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70 20名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
教師と一緒に、楽しく体を動かすことができるようにするとともに、健康な生

活に必要な事柄ができるようにする。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
体を動かすことの楽しさや心地よさを表現できるようにするとともに、健康な

生活を営むために必要な事柄について教師に伝えることができるようにする。

単元・題材の活動内容

教科等横断

的視点

他教科との

関連

1
学
期

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名



６月 6

（知及技）

教師と一緒に、

走ったり、跳んだ

りして楽しく体を

動かすことができ

る。（１段階Cア）

（思判表力）

走ったり、跳んだ

りして体を動かす

ことの楽しさや心

地よさを表現する

ことができる。

（１段階Cイ）

（学・人）

簡単な合図や指示

に従って、走・跳

の運動遊びをしよ

うとする。（１段

階Cウ）

（知・技）

教師と一緒に、走った

り、跳んだりして楽し

く体を動かしている。

（思・判・表）

走ったり、跳んだりし

て体を動かすことの楽

しさや心地よさを表現

している。

（主学）

簡単な合図や指示に

従って、走・跳の運動

遊びをしようとしてい

る。

走・跳の運動

遊び①

・かけっこを

しよう

・集合

・準備体操

・かけっこ

　スタート、ゴールを確

認する。

　教師と一緒に走る。

　１人で走る。

　友達と一緒に走る。

・感想発表

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

７月 6

（知及技）

教師と一緒に、

走ったり、跳んだ

りして楽しく体を

動かすことができ

る。（１段階Cア）

（思判表力）

走ったり、跳んだ

りして体を動かす

ことの楽しさや心

地よさを表現する

ことができる。

（１段階Cイ）

（学・人）

簡単な合図や指示

に従って、走・跳

の運動遊びをしよ

うとする。（１段

階Cウ）

（知・技）

教師と一緒に、走った

り、跳んだりして楽し

く体を動かしている。

（思・判・表）

走ったり、跳んだりし

て体を動かすことの楽

しさや心地よさを表現

している。

（主学）

簡単な合図や指示に

従って、走・跳の運動

遊びをしようとしてい

る。

走・跳の運動

遊び②

・ジャンプを

しよう

・集合

・準備体操

・跳んでみよう

　ⅰハードルジャンプ

　　片足、両足

　ⅱ的を触る

　　150cm程度の的を

ジャンプして触る。

・感想発表

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

「どんな意

味かな」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

９月 6

（知及技）

教師と一緒に、楽

しく体を動かすこ

とができる。（１

段階Dア）

（思判表力）

水中での感覚や心

地よさを表現する

ことができる。

（１段階Dイ）

（学・人）

簡単な合図や指示

に従って、水遊び

をしようとする。

（１段階Dウ）

（知・技）

教師と一緒に、楽しく

体を動している。

（思・判・表）

水中での感覚や心地よ

さを表現している。

（主学）簡単な合図や

指示に従って、水遊び

をしようとしている。

水遊び①

・水と友達に

なろう

・集合

・準備体操

・水かけっこ

　教師や友達と水のかけ

合いをする。

・水中ウォーキング

　教師や友達と水中を歩

く。

・顔付け

　合図に合わせて水に顔

をつける。

・潜る

・自由タイム

・感想発表

国：「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

1
学
期

2
学
期



１０月 6

（知及技）

教師と一緒に、楽

しく体を動かすこ

とができる。（１

段階Dア）

（思判表力）

水中での感覚や心

地よさを表現する

ことができる。

（１段階Dイ）

（学・人）

簡単な合図や指示

に従って、水遊び

をしようとする。

（１段階Dウ）

（知・技）

教師と一緒に、楽しく

体を動している。

（思・判・表）

水中での感覚や心地よ

さを表現している。

（主学）

簡単な合図や指示に

従って、水遊びをしよ

うとしている。

水遊び②

・水に慣れよ

う

・集合

・準備体操

・水かけっこ

　教師や友達と水のかけ

合いをする。

・水中ウォーキング

　教師や友達と水中を歩

く。

・輪くぐり

　潜って輪をくぐる。

・潜る

・自由タイム

・感想発表

国：「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

１１月 6

（知及技）

教師と一緒に、

ボールを使って楽

しく体を動かすこ

とができる。（１

段階Eア）

（思判表力）

ボールを使って体

を動かすことの楽

しさや心地よさを

表現することがで

きる。（１段階E

イ）

（学・人）

簡単な合図や指示

に従って、ボール

遊びをしようとす

る。（１段階Eウ）

（知・技）

教師と一緒に、ボール

を使って楽しく体を動

かしている。

（思・判・表）

ボールを使って体を動

かすことの楽しさや心

地よさを表現してい

る。

（主学）

簡単な合図や指示に

従って、ボール遊びを

しようとしている。

ボ-ル遊び①

・ボ-ルを転が

してみよう、

投げてみよう

・集合

・準備体操

・ボール転がし

　ボールを転がして的に

当てる。

・ボール投げ

　ボールを投げて的に当

てる。

・感想発表

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

１２月 6

（知及技）

教師と一緒に、

ボールを使って楽

しく体を動かすこ

とができる。（１

段階Eア）

（思判表力）

ボールを使って体

を動かすことの楽

しさや心地よさを

表現することがで

きる。（１段階E

イ）

（学・人）

簡単な合図や指示

に従って、ボール

遊びをしようとす

る。（１段階Eウ）

（知・技）

教師と一緒に、ボール

を使って楽しく体を動

かしている。

（思・判・表）

ボールを使って体を動

かすことの楽しさや心

地よさを表現してい

る。

（主学）

簡単な合図や指示に

従って、ボール遊びを

しようとしている。

ボ-ル遊び②

・ボ-ルを蹴っ

てみよう

・集合

・準備体操

・ボール蹴り

　ボールを蹴って的に当

てる。

　ボールを蹴って、ゴー

ルに入れる。

・感想発表

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

2
学
期



１月 6

（知及技）

教師と一緒に、器

械・器具を使って楽

しく体を動かすこと

ができる。（１段階B

ア）

（思判表力）

器械・器具を使って

体を動かすことの楽

しさや心地よさを表

現することができ

る。（１段階Bイ）

（学・人）

簡単な合図や指示に

従って、器械・器具

を使っての遊びをし

ようとする。（１段

階Bウ）

（知・技）

教師と一緒に、器械・

器具を使って楽しく体

を動かしている。

（思・判・表）

器械・器具を使って体

を動かすことの楽しさ

や心地よさを表現して

いる。

（主学）

簡単な合図や指示に

従って、器械・器具を

使っての遊びをしよう

としている。

器械・器具を

使っての遊び

①

・サーキット

運動をしよう

・集合

・準備体操

・サーキット運動

　ⅰ跳び箱をまたぐ

　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上ジャンプ

・感想発表

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

「どんな意

味かな」

音：「から

だをうごか

そう」

２月 6

（知及技）

教師と一緒に、器

械・器具を使って」

楽しく体を動かすこ

とができる。（１段

階Bア）

（思判表力）

器械・器具を使って

体を動かすことの楽

しさや心地よさを表

現することができ

る。（１段階Bイ）

（学・人）

簡単な合図や指示に

従って、器械・器具

を使っての遊びをし

ようとする。（１段

階Bウ）

（知・技）

教師と一緒に、器械・

器具を使って楽しく体

を動かしている。

（思・判・表）器械・

器具を使って体を動か

すことの楽しさや心地

よさを表現している。

（主学）簡単な合図や

指示に従って、器械・

器具を使っての遊びを

しようとしている。

器械・器具を

使っての遊び

②

・サーキット

運動をしよう

・集合

・準備体操

・サーキット運動

　ⅰ跳び箱上からジャン

プ

　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上で前転

・感想発表

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

「どんな意

味かな」

音：「から

だをうごか

そう」

３月 5

（知及技）

教師と一緒に、音楽

の流れている場所で

楽しく体を動かすこ

とができる。（１段

階Fア）

（思判表力）

音楽の流れている場

所で体を動かすこと

の楽しさや心地よさ

を表現することがで

きる。（１段階Fイ）

（学・人）

簡単な合図や指示に

従って、表現遊びを

しようとする。（１

段階Fウ）

（知・技）

教師と一緒に、音楽の

流れている場所で楽し

く体を動かしている。

（思・判・表）

音楽の流れている場所

で体を動かすことの楽

しさや心地よさを表現

している。

（主学）

簡単な合図や指示に

従って、表現遊びをし

ようとしている。

表現遊び①

・ダンスをし

よう

・集合

・準備体操

・ダンス

　ⅰ設定ダンス

　　動物曲、流行曲

　ⅱ自由ダンス

・感想発表

国：「呼び

かけてみよ

う」「言葉

で遊ぼう」

算：「数え

てみよう」

音：「から

だをうごか

そう」

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取り組み姿勢　・課題の処理意欲、態度

・理解度、習得度　・記録測定　・実技テスト　・行動観察

3
学
期

留意点

引継等



対象人数 教科書／副教材

20名 わたしたちの道徳

４月 3

①教師や友達、他

学年の友達に親し

み、教師と一緒に

学校生活を楽しも

うとする気持ちを

もつ。

②教師と一緒に身

近な自然に親し

み、動植物に優し

い心で接しようと

する気持ちをも

つ。

【C　よりよい学校生

活、集団生活の充実】

①学校は楽しいね(１)

【Ｄ　自然愛護】

②自然の中で(１)

①学級や学

年、学部全体

での学習を通

して、教師や

友達との関わ

りを楽しむ経

験を積み、教

師と一緒に学

校生活を楽し

む。

②教師と一緒

に校内に咲い

ている草花を

観賞したり昆

虫をみつけた

りして自然を

感じる。花や

野菜を大切に

育てる。

・絵を見ながら教師と一緒に

登場人物の音声や動きの模倣

をする。

・身近な人から話し掛けられ

た状況を受け止め、関心を

もって相手を見たり、音で模

倣したり、返事したり簡単な

言葉で表現したりする。

・自分と登場人物を置き換え

たり、教師や友達と役割分担

をしながら繰り返し「おー

い」と声を出して呼びかけ

合ったり、手を挙げて応じた

りしてやりとりを楽しむ。

５月 3

①教師と一緒に気

持ちのよいあいさ

つ、言葉遣いを心

掛け、明るく接し

ようとする気持ち

をもつ。

【Ｂ　礼儀】

①いろいろな挨拶(１)

①教師や友達

に対して、教

師と一緒に朝

や帰りの挨拶

等、場に応じ

た挨拶をす

る。名前を呼

ばれたら｢は

い｣と返事をす

る。何かをし

てもらった

ら、お礼を伝

える。

生活

オ　人との関わり

カ　役割

国語

Ａ　聞くこと・話すこと

「言葉で遊ぼう」

教科等横断的視点

他教科との関連

1
学
期

日 月
時

数
目標 主題名 活動内容

年間目標
道徳的諸価値についての理解を基に、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育て、よりよく生き

るための基盤となる道徳性を養う。

令和8年　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　特別の教科　道徳　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 担当者名

35



６月 4

①教師と一緒に物

を大切にし、身の

回りを整え、気持

ちよく生活しよう

とする気持ちをも

つ。

②教師と一緒に考

えて、日頃お世話

になっている人々

に感謝しようとす

る気持ちをもつ。

【Ａ　節度、節制】

①身の回りを整える

【Ｂ　感謝】

②家族など日頃お世話

になっている人

①自分の持ち

物がわかり、

教師と一緒に

所定の場所に

片付ける。自

分で使った物

はきちんと後

片付けをす

る。

②教師と一緒

に考えて、ス

クールバスの

運転手や介助

の先生、給食

の調理員等の

仕事を知り、

感謝の気持ち

を持つ。

生活

オ　人との関わり

カ　役割

キ　手伝い・仕事

ケ　きまり

国語

Ａ　聞くこと・話すこと

「言葉で遊ぼう」

７月 2

①自分がやらなけ

ればならない勉強

や仕事は、教師と

一緒にしっかり行

おうとする気持ち

をもつ。

②教師と一緒に友

達の気持ちを考

え、だれとでも仲

よく助け合ってい

こうとする気持ち

をもつ。

【Ａ　希望と勇気、努

力と強い意志】

①自分の仕事

【Ｂ　友情、信頼】

②友達と仲よく

①自分のことは

できるだけ自分

でやろうとす

る。最後までや

りぬき、教師と

一緒に成功の満

足感を味わう。

②友達に優しく

してもらった時

に、嬉しかった

気持ちを大切に

する。教師や友

達と一緒に手を

繋いで歩く。誰

とでも仲良く遊

ぶ。

生活

オ　人との関わり

カ　役割

キ　手伝い・仕事

国語

Ａ　聞くこと・話すこと

「呼びかけてみよう」

９月 3

①教師や友達、他

学年の友達に親し

み、教師と一緒に

学校生活を楽しも

うとする気持ちを

もつ。

②教師と一緒に身

近な自然に親し

み、動植物に優し

い心で接しようと

する気持ちをも

つ。

【C　よりよい学校生

活、集団生活の充実】

①学校は楽しいね(２)

【Ｄ　自然愛護】

②自然の中で(２)

①学級や学

年、学部全体

での学習を通

して、教師や

友達との関わ

りを楽しむ経

験を積み、教

師と一緒に学

校生活を楽し

む。

②教師と一緒

に校内に咲い

ている草花を

観賞したり昆

虫をみつけた

りして自然を

感じる。花や

野菜を大切に

育てる。

生活

エ　遊び

オ　人との関わり

ケ　きまり

国語

Ａ　聞くこと・話すこと

「話してみよう」

1
学
期

2
学
期



１０月 4

①教師と一緒に約

束やきまりを守

り、みんなが使う

物を大切にしよう

とする気持ちをも

つ。

【Ｃ　規則の尊重】

①きまりを守って

①よいことを

して教師や友

達に褒めら

れ、教師と一

緒に喜びを味

わう。よいと

思うことを進

んで行う。よ

いこと、悪い

ことが何か分

かる。

生活

エ　遊び

オ　人との関わり

ケ　きまり

国語

Ａ　聞くこと・話すこと

「どんな意味かな」

体育

ボ-ルを使った運動やゲーム

器械・器具を使っての運動

１１月 4

①教師と一緒に、

生命がもつたくま

しさやすばらしさ

に気づき、かけが

えのない生命を大

切にしようとする

気持ちをもつ。

【Ｄ　生命の尊さ】

①生命がもつ力

①けがをした

時や、気分が

悪くなった時

は、教師に伝

える。教師と

一緒に危険な

場所で遊ばな

いように気を

つける。

生活

サ　生命・自然

国語

Ｃ　読むこと

「絵本をよもう」

１２月 3

①教師と一緒に気

持ちのよいあいさ

つ、言葉遣いを心

掛け、明るく接し

ようとする気持ち

をもつ。

【Ｂ　礼儀】

①いろいろな挨拶(２)

①教師や友達

に対して、教

師と一緒に朝

や帰りの挨拶

等、場に応じ

た挨拶をす

る。名前を呼

ばれたら｢は

い｣と返事をす

る。何かをし

てもらった

ら、お礼を伝

える。

生活

オ　人との関わり

カ　役割

国語

Ａ　聞くこと・話すこと

「話しみてよう」

Ｂ　書くこと

「かいてみよう」

１月 3

①うそをついたり

ごまかしをしたり

しないで、教師と

一緒に素直に伸び

伸び生活しようと

する気持ちをも

つ。

【Ａ　正直、誠実】

①いつも素直に

①うそをつい

たり、ごまか

したりする

と、自分がい

やな気持ちに

なることが分

かり、素直な

気持ちでいる

と、みんなが

笑顔になれる

ことが分か

る。

生活

エ　遊び

オ　人との関わり

ケ　きまり

国語

Ｃ　読むこと

「絵本をよもう」

2
学
期

3
学
期



２月 4

①教師と一緒によ

いことと悪いこと

の区別をし、よい

と思うことを進ん

で行おうとする気

持ちをもつ。

【Ａ　善悪の判断、自

律、自由と責任】

①よいと思うことをす

すんで

①モラル場面

において、よ

いことと悪い

ことの区別を

し、状況に合

わせた行動を

しようとする

ことについ

て、教師と一

緒に自分との

関わりで考え

ること。

生活

オ　人との関わり

カ　役割

キ　手伝い・仕事

ケ　きまり

国語

Ｃ　読むこと

「絵本をよもう」

３月 2

①教師と一緒に身

近にいる人に温か

い心で接し、親切

にしようとする気

持ちをもつ。

【Ｂ　親切、思いや

り】

①温かい心で親切に

①友達が困っ

ていると、そ

れに気付いて

教師と一緒に

助けてあげ

る。進んで教

師の手伝いを

する。

生活

エ　遊び

オ　人との関わり

カ　役割

国語

Ｃ　読むこと

「絵本をよもう」

評価方法 　・行動観察　　・その他教科に応じた評価方法

3
学
期

留意点
引継等



教科書／副教材

（知及技）

学級、学年の一員であるこ

とを教師と一緒に知ること

ができる。

（思判表力）

教師と一緒に学級、学年

を楽しくするために、仲良

く助け合うことができる。

（学・人）

教師と一緒に集団での活

動に参加しようとする。

（知・技）

学級、学年の一員であることを

教師と一緒に知ろうとすることが

できている。

（思・判・表）

教師と一緒に学級、学年を楽し

くするために、仲良く助け合おう

と工夫している。

（主学）

教師と一緒に集団での活動に

参加しようとしている。

〇どうぞよろしくね会

・学年、学級開き

・自己紹介

・１学期始業式

・入学式

・新転入生を迎える会

・絵を見ながら教師と一緒に登場

人物の音声や動きの模倣をする。

・身近な人から話し掛けられた状

況を受け止め、関心をもって相手

を見たり、音で模倣したり、返事し

たり簡単な言葉で表現したりする。

・自分と登場人物を置き換えたり、

教師や友達と役割分担をしながら

繰り返し「おーい」と声を出して呼

びかけ合ったり、手を挙げて応じた

りしてやりとりを楽しむ。

(知及技)

教師と一緒に１学期の行

事を知ることができる。

(思判表力)

教師と一緒に自分の頑張

りたいことを考え、選ぶこと

ができる。

（学・人）

教師と一緒になりたい自

分を目指したり、振り返っ

たりして生活や学習に生

かそうとする。

(知・技)

教師と一緒に１学期の行事を知

ろうとすることができている。

(思・判・表)

教師と一緒に自分の頑張りたい

ことを考え、選んでいる。

（主学）

教師と一緒になりたい自分を目

指したり、振り返ったりして生活

や学習に生かそうとしている。

〇１学期頑張ろう会

・行事の紹介

・目標設定

〇視覚教材を見て、１学期の行事

や活動について知る。

・頑張りたいことや楽しみなことを

選択肢の中から選んで発表する。

(キャリアパスポートの活用)

（知及技）

教師と一緒に火災が起き

たときの対応について知る

ことができる。

（思判表力）

安全に過ごすために教師

と一緒に行動することがで

きる。

(学・人）

教師と一緒に健康や安全

に関心を持って取り組むこ

とができる。

（知・技）

教師と一緒に火災が起きたとき

の対応について知ろうとしてい

る。

（思・判・表）

安全に過ごすために教師と一緒

に行動している。

(主学)

教師と一緒に健康や安全に関

心を持って取り組んでいる。

〇火災避難訓練

・事前事後学習

〇動画や視覚教材を見て、自分の

身を守る方法にについて知る。

・実際にハンカチを口に当てたり、

周囲の指示に従って避難する練習

をしたりして、火災が起きた時の対

応の仕方を知る。

（知及技）

教師と一緒に図書室利

用の仕方が分かる。

（思判表力）

公共の場所での行動の

仕方について教師と一

緒に考えることができ

る。

（学・人）

教師と一緒にルールや

マナーを考えて利用し

ようとする。

（知・技）

教師と一緒に正しい図書室利

用の仕方ができている。

（思・判・表）

公共の場所での行動の仕方に

ついて教師と一緒に考えてい

る。

（主学）

教師と一緒にルールやマナー

を考えて利用しようとしてい

る。

〇図書館ってどんな

場所？

〇図書室オリエンテーションで

図書室の利用の仕方を知る。

令和８年　小学部　２年　（Ⅱ課程B）　　特別活動　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

35 20名

年間目標

（知及び技）知識及び技能 話し合い活動の過程において、自分の気持ちを発表したり、他者の話をきいたりすることができるようになる。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 基本的な生活習慣、約束やきまりを守ることの大切さに気づき、自ら考えて行動する力を養う。

（学・人）学びに向かう力、人間性 様々な集団での学習に参加でき、望ましい人間関係を築くことができるようにする。

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

1

学

期

４月 4

〇国語

A聞く・話す

｢呼びかけてみよう｣

 B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢さわってみよう、探し

てみよう｣

〇図画工作

表現

｢作ってみよう｣

｢描いてみよう｣

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名



（知及技）

教師と一緒に、学級目

標を考えることができ

る。

（思判表力）

学級をよくするため

に、教師と一緒に活動

することができる。

（学・人）

教師と一緒に、集団で

の活動に参加しようと

する。

（知・技）

教師と一緒に、学級目標を考

えることができている。

（思・判・表）

学級をよくするために、教師

と一緒に考えて活動してい

る。

（主学）

教師と一緒に、集団での活動

に参加しようとしている。

〇学級目標を考えよ

う

〇どんな学級にしたいのかを考

えて、発表する。

（知及技）

教師と一緒に、心身の

健康の保持に必要な行

動の仕方を身に付ける

ことができる。

（思判表力）

健康や安全に過ごすた

めに、教師と一緒に行

動することができる。

（学・人）

教師と一緒に、健康や

安全に関心を持って取

り組もうとする。

（知・技）

教師と一緒に、心身の健康の

保持に必要な行動の仕方を身

に付けようとしている。

（思・判・表）

健康や安全に過ごすために、

教師と一緒に行動しようとし

ている。

(主学)

教師と一緒に、健康や安全に

関心を持って取り組もうとし

ている。

〇健康診断ってな

に？

（身長体重・聴力・

歯科・耳鼻・視力・

心電図・内科検診

等）

☆ここからわーく

〇落ち着いて健康診断を受ける

ための練習をする。

（知及技）

道路の歩き方、横断歩

道の渡り方について、

教師と一緒に考えるこ

とができる。

（思判表力）

教師と一緒に、安全に

過ごすために行動する

ことができる。

（学・人）

教師と一緒に、健康や

安全に関心をもって行

事に取り組もうとす

る。

（知・技）

道路の歩き方、横断歩道の渡

り方について、教師と一緒

に、考えることができてい

る。

（思・判・表）

教師と一緒に、安全に過ごす

ために行動を工夫している。

（主学）

教師と一緒に、健康や安全に

関心を持って取り組んでい

る。

〇交通安全指導

・事前事後学習

〇動画や視覚教材を見て、交通

安全について知る。

・実際に横断歩道を教師と一緒

に渡る。

（知及技）

自分や友達の誕生日を

知ることができる。

（思判表力）

お祝いしたり、された

りする喜びを知り、自

分や友達の誕生日をみ

んなで祝うことができ

る。

（学・人）

様々な集団での学習に

参加でき、望ましい人

間関係を築こうとす

る。

（知・技）

自分の誕生日を知ることがで

きている。

（思・判・表）

お祝いしたり、されたりする

喜びを知り、誕生日をみんな

で祝おうとしている。

（主学）

様々な集団での学習に参加で

き、望ましい人間関係を築こ

うとしている。

〇お祝いしよう（誕

生会）

※年間を通して実施

〇誕生会の司会、出し物等を教

師と一緒に行う。

・自己紹介を通して、好きなこ

とや得意なことを発表する。

（学・人）

教師と一緒に、自分の

分担が分かり、進んで

係活動に取り組もうと

する。

（主学）

教師と一緒に、自分の分担が

分かり、進んで係活動に取り

組むことができている。

〇係の仕事をしよう 〇自分の係を知る。

・係の仕事内容を知る。

（知及技）

教師と一緒に、歯の働

きや正しい歯磨きの仕

方が分かる。

（知・技）

教師と一緒に、歯の働きや正

しい歯磨きの仕方を理解する

ことができている。

〇歯を大切にしよう

（歯と口の健康月

間）

〇歯の働きや歯を大切にするた

めにはどうしたら良いかを考え

る。

（知及技）

教師と一緒に、他学年

との交流に参加し、集

会の簡単な流れを知

る。

（思判表力）

活動の流れに興味を持

ち、教師と一緒に、簡

単な活動に参加した

り、他学年と関わった

りする。

（知・技）

他学年との交流に参加し、集

会の簡単な流れを知ることが

できている。

（思・判・表）

活動の流れに興味を持ち、教

師と一緒に、簡単な活動に参

加したり、他学年と関わった

りしようとする。

〇児童集会に参加し

よう

（３・４年発表）

〇他学年の発表を見たり、児童

会のダンスを踊ったりする。

1

学

期

５月 4

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよう｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣

６月 5

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

 B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよう｣

｢数えてみよう｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣

〇図画工作

A表現

｢つくってみよう｣

｢描いてみよう｣



（知及技）

不審者に出会ったとき

の対応について知るこ

とができる。

（思判表力）

教師と一緒に、安全に

過ごすために行動する

ことができる。

（学・人）

健康や安全に関心を

持って取り組むことが

できる。

（知・技）

不審者に出会ったときの対応

について知っている。

（思・判・表）

教師と一緒に、安全に過ごす

ために行動している。

（主学）

健康や安全に関心を持って取

り組んでいる。

〇不審者対応避難訓

練

・事後学習

・自分の身を守る

〇自分の身を守る方法について

知る。

・実際に大きな声を出したり、

周囲の人に助けを求める練習を

したりして、不審者へに出会っ

た時の対応の仕方を知る。

（知及技）

教師と一緒に沖縄戦に

ついて知り、平和や生

命の大切さに気づくこ

とができる。

（知・技）

教師と一緒に沖縄戦について

知り、平和や生命の大切さに

気づいている。

〇平和学習（慰霊の

日）

〇沖縄戦の様子について知る。

・平和について友達と話し合

い、自分なりのイメージを持

ち、絵や文字に描く。

（学・人）

健康や安全に関心を

持って取り組むことが

できる。

（主学）

健康や安全に関心を持って取

り組んでいる。

〇プライベートゾー

ン

・からだを知ろう

☆ここからわーく

（生命の安全教育）

〇ぼくのからだ、わたしのから

だ

・体の名称を知る

（知及技）

夏休みの過ごし方を考

え、確認することがで

きる。

（学・人）

１学期に頑張ったこと

や楽しかったことを振

り返ろうとする。

（知・技）

夏休みの過ごし方を考え、確

認することができている。

（主学）

１学期に頑張ったことや楽し

かったことを振り返ろうとし

ている。

〇１学期頑張った会

・1学期の振り返り

・夏休みの過ごし方

について

〇写真や動画を見ながら１学期

の振り返りを行う。

・頑張ったことや楽しかったこ

とを選択肢の中から選んで発表

する。(キャリアパスポートの

活用)

・視覚教材をみながら、夏休み

の過ごし方を確認する。

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

 B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよう｣

｢数えてみよう｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣

（知及技）

教師と一緒に、２学期

の行事を知ることがで

きる。

（思判表力）

教師と一緒に自分の頑

張りたいことを考え、

選ぶことができる。

（知・技）

教師と一緒に、２学期の行事

を知ろうとすることができて

いる。

（思・判・表）

教師と一緒に自分の頑張りた

いことを考え、選んでいる。

〇２学期頑張ろう会

・夏休みの思い出発

表

・行事の紹介

・目標設定

（学年・学級）

〇夏休みを振り返り、夏休みの

出来事について皆の前で発表す

る。

・視覚教材を見て、２学期の行

事や活動について知る。

・頑張りたいことや楽しみなこ

とを選択肢の中から選んで発表

する。(キャリアパスポートの

活用)

（学・人）

健康や安全に関心を

持って取り組むことが

できる。

（主学）

健康や安全に関心を持って取

り組んでいる。

〇自分の体を知る

・男女の身体の違い

〇ぼくのからだ、わたしのから

だ

・体の名称を知る

（知及技）

教師と一緒に、他学年

との交流に参加し、集

会の簡単な流れを知

る。

（思判表力）

教師と一緒に活動の流

れに興味を持ち、簡単

な活動に参加したり、

他学年と関わったりす

る。

（学・人）

教師と一緒に、様々な

集団での学習に参加で

き、望ましい人間関係

を築こうとする。

（知・技）

教師と一緒に、他学年との交

流に参加し、集会の簡単な流

れを知ることができている。

（思・判・表）

教師と一緒に活動の流れに興

味を持ち、簡単な活動に参加

したり、他学年と関わったり

しようとする。

（主学）

教師と一緒に、様々な集団で

の学習に参加でき、望ましい

人間関係を築こうとしてい

る。

〇児童集会に参加し

よう

（１・２年）

〇他学年の発表を見たり、児童

会のダンスを踊ったりする。

1

学

期

６月 5

〇国語

A聞く・話す

｢言葉で遊ぼう｣

｢話してみよう｣

 B書く

｢かいてみよう｣

〇算数

A数量の基礎

｢1つずつ合わせてみよう｣

｢数えてみよう｣

〇音楽

A表現

｢うたおう｣

〇図画工作

A表現

｢つくってみよう｣

｢描いてみよう｣

７月 3

2

学

期

９月 3

〇国語　A聞く・話す

「はなしてみよう」

B書く

「言葉で遊ぼう」

〇算数　A数量の基礎

「数えてみよう」

〇音楽　A表現

「うたおう」

１０月 3

〇国語　A聞く・話す

「はなしてみよう」

 B書く

「言葉で遊ぼう」

〇算数　A数量の基礎

「数えてみよう」

〇音楽　A表現

「うたおう」



（知及技）

教師と一緒に食べたい

おやつについて話し合

い、選んだりして決め

る。

（思判表力）

教師と一緒に、活動内

容や準備などについて

考え、実践する。

（学･人）

教師と一緒に活動を楽

しみにし、見通しを

持ったり振り返ったり

しながら取り組む。

（知・技）

教師と一緒に食べたいおやつ

について話し合い、選んだり

して決めている。

（思・判・表）

教師と一緒に、活動内容や準

備などについて考え、実践し

ている。

（主学）

教師と一緒に活動を楽しみに

し、見通しを持ったり振り

返ったりしながら取り組もう

としている。

〇お楽しみ調理をし

よう

・何を作るか、何味

がいいか等の自己選

択

・役割分担をして、

実際に調理をする

〇食べたいおやつについて話し

合う。

・役割分担して、なかよく調理

をする。

（知及技）

教師と一緒に、地震や

津波が起きたときの対

応について知ることが

できる。

（思判表力）

教師と一緒に、安全に

過ごすために行動する

ことができる。

（学・人）

教師と一緒に、健康や

安全に関心を持って取

り組むことができる。

（知・技）

教師と一緒に、地震や津波が

起きたときの対応について知

ろうとしている。

（思・判・表）

教師と一緒に、安全に過ごす

ために行動している。

（主学）

教師と一緒に、健康や安全に

関心を持って取り組んでい

る。

〇地震津波避難訓練

・事前学習

・事後学習

〇動画や視覚教材を見て、自分

の身を守る方法について知る。

・実際に身を隠したり、周囲の

指示に従って避難する練習をし

たりして、地震や津波が起きた

時の対応の仕方を知る。

（知及技）

教師と一緒に、他学年

との交流に参加し、集

会の簡単な流れを知

る。

（思判表力）

教師と一緒に、活動の

流れに興味を持ち、簡

単な活動に参加した

り、他学年と関わった

りする。

（知・技）

教師と一緒に、他学年との交

流に参加し、集会の簡単な流

れを知ることができている。

（思・判・表）

教師と一緒に、活動の流れに

興味を持ち簡単な活動に参加

したり、他学年と関わったり

しようとする。

〇児童集会に参加し

よう

（５・６年）

〇他学年の発表を見たり、児童

会のダンスを踊ったりする。

（知及技）

教師と一緒に正しい手

の洗い方やうがいの仕

方が分かる。

（知・技）

教師と一緒に正しい手の洗い

方やうがいの仕方が分かって

いる。

〇感染症対策をしよ

う

・手の洗い方

・うがいの仕方

・咳エチケット

☆ここからわーく

（世界エイズデー）

〇正しい手洗いの手順やうがい

の仕方を身に付けるようにす

る。

（知及技）

教師と一緒に、学習発

表会について知ること

ができる。

（思判表力）

教師と一緒に、自分の

役割が分かり、活動に

取り組むことができ

る。

（学・人）

教師と一緒に、学習発

表会で頑張ったことや

楽しかったことを考

え、振り返ろうとす

る。

（知・技）

教師と一緒に、学習発表会に

ついて知ることができてい

る。

（思・判・表）

教師と一緒に、自分の役割が

分かって参加している。

（主学）

教師と一緒に、学習発表会で

頑張ったことや楽しかったこ

とを振り返ろうとしている。

〇学習発表会

・事前学習

・事後学習

〇写真や動画を見て、学習発表

会の日程や内容について知る。

・自分の役割を知る。

・振り返りを行う。

・選択肢の中から選んで発表す

る。

（知及技）

教師と一緒に、冬休み

の過ごし方を確認する

ことができる。

（学・人）

教師と一緒に、２学期

に頑張ったことや楽し

かったことを振り返ろ

うとする。

（知・技）

教師と一緒に、冬休みの過ご

し方を確認しようとしてい

る。

（主学）

教師と一緒に、２学期に頑

張ったことや楽しかったこと

を振り返ろうとしている。

〇２学期頑張った会

・２学期の振り返り

・冬休みの過ごし方

（学年・学級）

〇写真や動画を見ながら２学期

の振り返りを行う。

・頑張ったことや楽しかったこ

とを選択肢の中から選んで発表

する。(キャリアパスポートの

活用)

・視覚教材をみながら、冬休み

の過ごし方を確認する。

2

学

期

１０月 3

〇国語　A聞く・話す

「はなしてみよう」

 B書く

「言葉で遊ぼう」

〇算数　A数量の基礎

「数えてみよう」

〇音楽　A表現

「うたおう」

１１月 3

〇国語　A聞く・話す

「はなしてみよう」

 B書く

「どんな意味かな」

〇算数　A数量の基礎

「かぞえてみよう」

〇音楽　A表現

「うたおう」

１２月 3

〇国語　A聞く・話す

「話してみよう」

 B書く

「かいてみよう」

〇算数　A数量の基礎

｢同じものを合わせよう｣

〇音楽　A表現

「からだをうごかそう」



（知及技）

教師と一緒に、３学期

の行事を知ることがで

きる。

（思判表力）

教師と一緒に、自分の

頑張りたいことを選ぶ

ことができる。

（知・技）

教師と一緒に、３学期の行事

を知ろうとしている。

（思・判・表）

教師と一緒に、自分の頑張り

たいことを選ぼうとしてい

る。

〇３学期頑張ろう会

・行事の紹介

・目標設定

（学年・学級）

〇視覚教材を見て、３学期の行

事や活動について知る。

・頑張りたいことや楽しみなこ

とを選択肢の中から選んで発表

する。(キャリアパスポートの

活用)

（学・人）

教師と一緒に、自己の

課題解決のためにより

よい実践方法を考えよ

うとする。

（主学）

教師と一緒に、自己の課題解

決のためによりよい実践方法

を考えようとしている。

〇心の鬼を退治しよ

う

〇自分や友達の良いところ、直

してほしいところを話し合う。

（知及技）

教師と一緒に、他学年

との交流に参加し、集

会の簡単な流れを知

る。

（思判表力）

教師と一緒に、活動の

流れに興味を持ち、簡

単な活動に参加した

り、他学年と関わった

りする。

（知・技）

教師と一緒に、他学年との交

流に参加し、集会の簡単な流

れを知ることができている。

（思・判・表）

教師と一緒に、活動の流れに

興味を持ち簡単な活動に参加

したり、他学年と関わったり

しようとする。

〇児童会役員引継

式・任命式

〇他学年の発表を見たり、児童

会のダンスを踊ったりする。

（知及技）

教師と一緒に、食べた

いおやつについて話し

合い、選んだりして決

める。

（思判表力）

教師と一緒に、活動内

容や準備などについて

考え、実践する。

（学･人）

教師と一緒に、活動を

楽しみにし、見通しを

持ったり振り返ったり

しながら取り組む。

（知・技）

教師と一緒に、食べたいおや

つについて話し合い、選んだ

りして決めている。

（思・判・表）

教師と一緒に、活動内容や準

備などについて考え、実践し

ている。

（主学）

教師と一緒に、活動を楽しみ

にし、見通しを持ったり振り

返ったりしながら取り組もう

としている。

〇お楽しみ調理をし

よう

・何を作るか、何味

がいいか等の自己選

択

・役割分担をして、

実際に調理をする

〇食べたいおやつについて話し

合う。

・役割分担して、なかよく調理

をする。

３月 2

（知及技）

春休みの過ごし方を教師

と一緒に、確認することが

できる。

（思判表力）

新学年へ向けての目標

を、教師と一緒に考えるこ

とができる。

（学・人）

３学期に頑張ったことや楽

しかったことを、教師と一

緒に振り返ろうとする。

（知・技）

春休みの過ごし方を教師と一緒

に、確認しようとすることができ

ている。

（思・判・表）

新学年へ向けての目標を、教師

と一緒に考えようと工夫してい

る。

（主学）

３学期に頑張ったことや楽しかっ

たことを、教師と一緒に振り返ろ

うとしている。

〇３学期頑張った会

・３学期の振り返り

・新学年に向けて

・春休みの過ごし方に

ついて

〇写真や動画を見ながら３学期の

振り返りを行う。

・頑張ったことや楽しかったことを

選択肢の中から選んで発表する。

(キャリアパスポートの活用)

・新学年で頑張りたいことを考え

て、皆の前で発表する。

・視覚教材をみながら、春休みの

過ごし方を確認する。

〇国語　A聞く・話す

 B書く

「絵本を読もう」

〇算数　A数量の基礎

｢大きさの違うものを選んでみ

よう｣

〇音楽　A表現

「どうぶつになってあそぼう」

留意点

引継等

評価方法 ・三観点の確認　・行動観察　・授業に対する取り組み姿勢　

3

学

期

１月 2

〇国語　A聞く・話す

 B書く

「絵本を読もう」

〇算数　A数量の基礎

｢おなじものをさがそう｣

〇音楽　A表現

「からだをうごかそう」

２月 3

〇国語　A聞く・話す

 B書く

「絵本を読もう」

〇算数　A数量の基礎

｢いろいろな形をみつけよう｣

〇音楽　A表現

「からだをうごかそう」

〇生活　ウ日課・予定

オ人との関わり

 カ役割

〇図画工作　A表現

「作ってみよう」


